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プロローグ　滅んだ話を耳にする







　街が一つ滅んだと、ひょろりとそんな噂うわさが立った。

〈それ、たぶんハンザのことですよね？〉

　視界の端はしでぱたぱたと透すき通とおった羽を羽ばたかせている小さな少女が酷ひどく冷静なツッコミを入れてくるのを、ロレンは冒ぼう険けん者しやギルドに併へい設せつされている酒場で一人、安酒の入ったグラスを傾かたむけつつちらりと眺ながめる。

　開かい拓たく者しやの村が滅ぶという話はそれほど珍めずらしい話でもなかったのだが、街規模のものが滅ぶとなれば、それはそれなりに大きな騒さわぎになる話だ。

　常に作られては潰つぶれるような村と異なり、街というものはそれなりに長く続いているからこそ大きく発展し、名前も付くものであるのだが、そんなものが滅ぼされてしまえば、付ふ随ずいしてくる物的や人的な被ひ害がいは相当なものになる。

　かくいうハンザという街は、ロレンに無関係な話ではなく、少し前に受けた依い頼らいの過程において、どこかの誰だれかに滅ぼされてしまっていた街のことであった。

　きちんとした発表があったわけではなく、近きん隣りん諸国の手によって現在も調査中とのことであるが、都市国家を形成していたハンザはその中心となる街と周辺の村全すべてが完かん膚ぷなきまでに滅ぼされており、小規模ながら国家が滅んだということで、現在その地域は周辺国家の睨にらみあいの舞ぶ台たいとなっている。

　どこの国家も、自分の領土を広げられるチャンスであると捉とらえているらしいのだが、都市国家ハンザは幾いくつかの国と国境を接するような立地にあり、どこの国家が一番初めに手を出してくるのかという話が、冒険者ギルドなどでは賭かけの対象となっていたりしていた。

　もちろん、下手に手を出せば侵しん略りやく国家のレッテルが貼はられかねない上に、原因不明で住民が軒のき並なみいなくなってしまった領土においそれと手を出すような国家は今のところおらず、空白地域を巡めぐる調査と牽けん制せいの競争は、それなりに流血を強しいるところまで発展しつつあるらしいのだが、そこはロレンの与あずかり知らぬところである。

〈お酒って変な味がするんですね。初めて飲みました〉

　興きよう味み津しん々しんといった感じでロレンの手元にあるコップの中身をのぞきこんでいる少女は、そのハンザという街に送り届けるはずであった都市国家ハンザの国家主席の娘むすめ。

　シェーナというこの少女は、ロレン達たちが受けた依頼の最中、ハンザという国家を滅ぼしてしまった誰かの手によって、アンデッドの中では最上位とされている〈死の王ノーライフキング〉にされてしまった挙句、ロレンの手によって倒たおされてしまった少女であった。

　無論、いかにロレンがそれなりに熟練した傭よう兵へいであるとはいえ、一人で〈死の王〉が倒せるわけもなく、そこには色々な理由が存在しているのだが、とにかくロレンによって倒されてしまったこの少女は、肉体が滅びる瞬しゆん間かんに精神体だけを切きり離はなし、ロレンに憑ひよう依いするという手段で完全な死を免まぬがれ、現在に至っている。

「味、分かんのか？」

　思わず口に出してしまった言葉に、シェーナは自分の唇くちびるの前に人差し指を立てる。

　ロレンが見ている少女の姿は、ロレン以外には見えない。

　最初ロレンは、ゴーストのようなものが飛んでいるのかと思っていたのだが、話を聞いてみればその少女の姿というものはロレンの目にだけ情報として映っているもので、実際そこにシェーナの精神体があるわけではないらしかった。

　何故なぜそんなことをしているのかと問えば、精神体を外へ出すと見える人には見えてしまい、自分の存在がバレてしまうからだとシェーナは言う。

　実際シェーナの精神体は、ロレンの精神体の中に入り込むようにして存在しており、これによって外から見た限りでは多少妙みような気配にはなるものの、ロレンの精神体が隠かくれ蓑みののように機能して、バレにくくなっているらしい。

　人の体に何してくれるんだと思わなくもないロレンではあるが、それで何らかの不都合が起きるわけでもないらしく、出て行けといえば緩かん慢まんな死を迎むかえるだけのシェーナに出て行けとはいえるはずもなく、その件については考え無いようにしていた。

〈私、ある程度お兄さんと感覚を共有していますので〉

　シェーナの返答に、それは何かしら問題が発生するようなことではないのだろうかと考えてしまうロレンである。

　何でも知っていそうな相棒に、相談することができるのであれば問題ない気もしているのだが、その相棒というのはいちおう外面的には神官を名乗っている女性で、アンデッドが自分の体に間借りしているのだが等と相談しようものならば、絶対にろくでもない事態を引き起こすだろうことをロレンは確信していた。

「普ふ通つうの神官ならお祓いってんだろうが……なんか実験動物扱あつかいされる気がして仕方ねぇんだよな……」

　多少は仲間としての情もあるだろうから、生死に関かかわるようなことはしないだろうとロレンは思うものの、それは反対側から考えると生死に関わりさえしなければ、大たい概がいのことはやらかしかねないという話でもある。

　特に問題を感じない間は、とりあえず黙だまっていようと心に決めているロレンであるが、体の中に年とし端はもいかない少女の精神がある、と考えるとやはりむず痒がゆさというか居い心地ごこちの悪さというか、なんとも説明のつかない気分になってしまう。

〈ご心配なく。私、通常はお兄さんとの感覚共有を切ってますし、夜はすぐに眠ねむってしまいますし、朝は遅おそい方ですから〉

　現在の彼かの女じよの状態をどう表現したらいいのかロレンには分からないが、元とはいえ一度はアンデッドになった存在が、夜早く就しゆう寝しんしてしまうというのはどうなんだろうと思わなくも無いロレンである。

〈それと私とお話ししてくださるのは嬉うれしいのですが……声は出さない方がよろしいかと。周囲の目もありますし〉

　言われてロレンは軽く周囲を見回すが、今日も冒険者ギルドはそれなりに繁はん盛じようしてはいるものの、ロレンの方へ視線や注意を向けているような者の姿はロレンの目から見て特には確かく認にんできなかった。

　ロレンは知らないことであったが、以前ロレンはこの酒場で他ほかの冒険者にラピスのヒモ呼ばわりされたことがある。

　その時ロレンは勢い余って相手を半殺しの目に遭わせていたのだが、同時にヒモの金かね蔓づる扱あつかいされたラピスも、同じく相手に重傷を負わせていた。

　この事実が、酒場のウェイトレス経由でそこそこ広く広まっており、よっぽどの情報弱者でない限り、ロレンに好んで絡からもうという冒険者は今のところいなくなっていたのである。

　もっとも、ロレンが傍かたわらに置いている大たい剣けんの巨きよ大だいさを見れば、少しでも頭の回る冒険者であればそんなものを振ふり回まわしているロレンの実力というものを推おし量はかり、下手な手出しは避さけるものであったが、何事にも例外というものは存在するものであった。

「あれ？　ロレンさん。本日も朝からお酒ですか？」

　そんなロレンに声をかけてきたのは、神官服姿に黒くろ髪かみのポニーテールを揺ゆらした少女であった。

　街ですれ違ちがえば十人中八、九人くらいはその容よう貌ぼうに惹ひかれて振り返るであろうその少女は、今日も何事にも興味を示しそうな瞳ひとみを輝かがやかせ、非常に軽い足取りでロレンが座すわっているテーブルまで近づくと、許可も得ずに自然な感じでロレンの正面の席へと座る。

「ご飯も食べないでお酒というのは感心しないですよ？　あ、お姉さん、私にもこちらと同じの一いつ杯ぱいください」

　席につくやいなや、ウェイトレスを呼び止めて注文をし始めたのは、少し前からロレンと行動を共にしているラピスという少女であった。

　知識の神に仕える神官であり、現在ロレンが背せ負おっている借金の貸主で、見た目はただの少女であるが、実は魔ま族ぞくという世界でつまはじきにされている種族の出身者で、現在は世間で経験を積むためと称しようして、魔族達が住んでいるという地域から遠く離れて生活を送っている。

「神官が朝から酒呑のんでていいのかよ」

「知識の神の戒かい律りつに、お酒を呑んではいけません、というのはありませんから」

　すまし顔でそんなことを言い、ウェイトレスが持ってきたグラスを礼を言いつつ受け取るラピス。

　財さい布ふの中に金がないわけじゃないはずなのだから、もっといいのを呑めばいいのにと思いながら自分のグラスに口をつけるロレンへ、ラピスは受け取ったばかりのグラスを両手で包つつみ込みつつ、不思議そうに尋たずねる。

「ところでロレンさん、それのお支し払はらいは？」

「前金で払ったぜ。この間の依頼の危険手当が出たからな」

　この間の依頼というのが、都市国家ハンザが壊かい滅めつし、シェーナがアンデッドとなってしまった一件のことである。

　依頼自体はシェーナが死亡扱いにされ、都市国家ハンザが壊滅しと、到とう底てい成功したとはいえる結果ではなく、失敗扱いになったばかりか、ロレン自身は〈死の王〉との戦せん闘とうによって、というわけでもないのだが、それを原因とした極度の衰すい弱じやくに襲おそわれて、入院する羽目になっていた。

　全体からすれば大赤字を食くらってしまったその依頼だったのだが、道中に出たゾンビやレブナントの討とう伐ばつ報ほう酬しゆうはある程度支し払はらわれており、借金を返すには到底足らない程度の金額ではあるのだが、ロレンはいちおう現金を手にしている。

　それで今呑んでいる酒の支払いを済ませていたわけなのだが、金を払ったとロレンが口にした途と端たんに、ラピスが信じられないモノでも見るかのような視線で、呆ぼう然ぜんとロレンを凝ぎよう視しし始めた。

「ロレンさんが……お金を支払った!?」

「おいこら、お前、俺おれをどういう目で見てやがる」

「いえだって、ロレンさんですよ？」

「そういう驚おどろき方をするんじゃねぇよ。そこは呑んでる金があるなら借金返せじゃねぇのか？」

「取立てしないっていったじゃないですか」

　確かにそのような条件で、ロレンはラピスから金を借りている。

　しかし、本当に全く取立てを行わないのだとすれば、ロレンとしても金を借りているという実感が少しずつ薄うすれていってしまう。

　さらにラピスは貸した金に利子をつけることもしていない。

　自分に多額の借金を背負わせるつもりならば、ここはきっちりと利子までつけるべきだろうにとロレンなどは思うのだが、ラピスはその辺りを全く気にしていないのだ。

「別にロレンさんから儲もうけようと考えているわけじゃないですし」

　ちびちびと掌てのひらで包み込んでいるグラスから、アルコールを舐なめ取りながらそう言ってみせるラピスなのだが、それが本当だとすればロレンからしてみると一体何がしたくて自分に多額の現金を貸し出しているのか、いまいち理解ができない。

「金貨三十枚なんて、そうそう返せる金額でもないですし」

　さらっとラピスが口にした金額に、ロレン達の近くに座っていた何人かの冒険者が思わず口に含ふくんでいた飲み物を噴出したり、飲み込みかけていた食べ物や飲み物がおかしなところに入ったのか、激しく咳せき込み始めたりしだした。

　無理もないなと思いつつ、ロレンは手の中でグラスを軽く回す。

　ラピスが口にした金額は、ロレンがラピスから借りている現金の総額になるが、それは普通で考えるならばとんでもない金額であった。

　金貨三枚もあれば、四人家族がそこそこの生活を一年間くらい送れるのだ。

　つまりロレンは四人家族の生活費、十年分をラピスから借りているということになる。

「冒険者ってのは意外と儲からねぇんだな」

　驚かれたということは、彼かれらにとってその金貨三十枚というお金は相当な高額であるということなのだろうとロレンは考える。

　だが、ロレンが傭兵として戦場にいたときに、出会った将軍や名のある傭兵の中には、一ひと振ふりで金貨数百枚はするといわれるような魔ま術じゆつのかかった武器や防具を身につけている者達が少なからず存在していた。

　戦死でもしてくれれば、剥はぎ取とっていくのになと考えたことは一度や二度ではない。

　つまりはそういう将軍や傭兵はそれくらいの稼かせぎがある、またはそういったものを手にするような伝つ手てがあるということなのだが、それから比べれば金貨三十枚の借金などまだまだ可愛かわいいものではないかとロレンは思うのだ。

「冒険者が儲からないわけではなく、彼らが儲け方を知らないだけですよ」

　涼すずしい顔でそんなことを言うラピスであるが、今回の件に関してはラピスとてロレン達と同じ扱いをされているはずであり、それなりに損害を被こうむっているはずであった。

　だというのに、あまりに自信たっぷりにそんなことをラピスが言うものだから、ロレンとしてもつい興味をそそられて尋ねてしまう。

「ってことは、今回もラピスは黒字だったってのか？」

「えぇ、黒字でしたよ」

　当然だとばかりに答えるラピスだが、一体どこから何を捻出すればそこまで自信たっぷりに黒字を自じ慢まんできるほど儲かるのか、ロレンには理解できない。

「ゾンビ共の討伐報酬、そんな出なかったよな？」

「ほんのちょっとだけでしたね」

「あれで黒字が出るくらいしか、準備に金がかからなかったとか？」

「それがですね……」

　二人の間に挟はさまれているテーブルの上へ少し身を乗り出して声を潜ひそめるラピス。

　つられるようにしてロレンもテーブルの上へと身を乗り出せば、ラピスは自分の口を手で隠しながら、囁ささやいた。

「結構拾い物がですね……」

「おい、ちょっとまて」

「返して来いといわれましても、返す相手がおりませんし」

「そりゃ……」

　確かにその通りではあった。

　国ごと滅んでしまっているので、ラピスが言う通り、あの街から物を持ち出したとしても、返へん却きやく先がない。

「大した金額じゃないですよ。ロレンさんを運ぶのに頭が一杯でしたから。あの医院と近くのお店なんかから少しずつ。あ、ロレンさんが使ってた簡易炉ろもきちんと回収してありますからご心配なく」

「そういう問題じゃ……まぁいいか」

　現在の都市国家ハンザは人もおらず、政府もない無法地帯となっているらしい。

　当然そこに入り込んだ者達は、残されている物品などを好き勝手に着服したりしているはずで、そんな輩やからに持っていかれるくらいなのであれば、ラピスに回収された方が幾いく分ぶんマシなのかもしれないとロレンも思ってしまった。

　だからこそ、それ以上の追つい及きゆうをやめたのだが、それでも一言言っておかなければならないだろうと、ロレンはラピスへ言い放つ。

「今回は構わねぇが、少し手て癖くせに気をつけろ」

「そうですね。そこは確かに気をつけましょう」

　すんなり素す直なおに頷うなずくラピスであったが、それがどれほどの意味を持つのかはその時になってみないとなんとも言えず、視界の端で苦笑いしているシェーナの姿をちらと見ながら、ロレンはグラスの中に残っている安酒を一息に飲み干したのであった。







第一章　依頼から忠告する







「ところでロレンさん、私は大事なことを一つ忘れていたのですよ」

　話はまだ続くのだ、とばかりに身を乗り出してくるラピスから少し体を離しつつ、ロレンは通りすがりのウェイトレスに酒の追加を頼たのむ。

　ポケットから出した銅貨を値段の分だけ握にぎらせてやると、ウェイトレスは少しばかり妙な表情を一いつ瞬しゆん見せたが、すぐに営業用のスマイルに切り替かえるとロレンの注文した品を持ってくるべく、酒場のカウンターの向こうへと消えていった。

　ウェイトレスにまで、自分が金を払うことが妙なことだと認にん識しきされてしまっているのだろうかと愕がく然ぜんとするロレンだったが、落ち込んでる暇ひまなど与あたえまいとするかのようにテーブル越ごしに伸のびてきたラピスの手が、ロレンの肩かたを掴つかんで強制的に自分の方へと振り向かせる。

「聞いてます？」

「聞いてんよ。で、何を忘れてたって？」

「私にはロレンさんもご存じのように、使命があったのです」

　ロレンが自分の方を向いたことに満足して、椅い子すに座りなおしながらラピスがそんなことを言えば、ロレンはそれについての心当たりが全くなく、胡う乱ろん気げな目をラピスへと向けながら首を捻ひねる。

「何のことだ？」

「腕うでと足と目のことですよ」

　言われてロレンは、ラピスの四し肢しが見た目はそう見えなくとも、実際は造り物であることを思い出すが、それが使命というほど大層な話だっただろうかと、さらに首を捻る。

「私には世間で経験を積み、立派な人物となるという使命の他に、奪うばわれた私の体を捜し求めるという使命があったのです」

「捜してたのか？」

「いちおう……たまにどうでもいいかな、って思うこともないわけではないですが」

　しれっと言ってのけたラピスの言葉に、ロレンの視界の中でシェーナがこけた。

　こんな程度でこけていたのでは、そのうち腰こしか膝ひざを悪くするぞと心配になるロレンであるが、相手はアストラル体であるのでその心配もいらないかと考え直す。

「とにかく、私は私の一部を捜し求めているわけです」

〈あの、ラピスさんって何者なんですか？〉

　ぐっと拳こぶしを握り締しめ、力説するラピスをなんとなく見ていたロレンへ、シェーナの声が尋ねてくる。

　どう説明したものかと考えるロレンだったが、相手は少女の姿をしてはいるが現在は死の王という人外であり、ラピスの正体について知ったとしても、それをどこかへ告げて回るようなこともできないだろうということで、ロレンは正直にラピスの正体について声に出さないままにシェーナへと告げてやった。

〈魔族ですか。納なつ得とくです。こんな存在になってからラピスさんを見ますと、人族じゃないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんなんですが、では何かと問われると見たことの無い感じだったので、魔族と言われて納得です〉

　そんなことまで分かるのかと感心するロレン。

　シェーナはロレンの目の前で少し得意げな顔になると、ロレンが傍らに立てかけている大剣を指差して続けた。

〈それも普通の大剣じゃないですよ。詳くわしくはもっとよく観察してみないと分からないですけれど、死の王の防ぼう御ぎよ結界をあっさり打ち破ってしまうし、わずかにですがお兄さんの体力を回復させる機能もあるみたいですし〉
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　それが本当であるのだとすれば、とロレンは傍らの大剣へ目を落とす。

　確かにロレンが死の王と化したシェーナと戦った時には、ロレンの攻こう撃げきは何の阻そ害がいを受けることもなく、シェーナの体に届いていた。

　本来は物理的にも魔ま術じゆつ的てきにも、強い力で護まもられているらしい死の王相手にである。

　出所が、おそらくは目の前で何かしら力説している物好きな魔族であることを薄うす々うす感じ取っているロレンであるのだが、ラピスが用意した物だからと考えてしまうと、それくらいの能力はあってもおかしくないのか、とも思えてしまう。

　そこまで考えたロレンは不意に両頬ほおを柔やわらかな掌で挟み込まれ、力ずくで顔の向きをラピスのいる方向へ変えさせられてしまった。

「ロレンさん？　聞いているんですか？」

「すまねぇ、途と中ちゆうから聞いてなかった」

　下手に聞いていたと答えて、藪やぶから蛇へびを突つつき出すよりは素直に答えた方が身のためであろうと考えたロレンの返答に、ラピスはかなり不満げな唸うなり声ごえを上げたのだが、すぐにロレンの頬から手を離すとテーブルの上へ両手をついて、ロレンに顔を近づけつつ語気を強める。

「いいですか？　私はついに、私の一部のありからしき場所を突き止めたのですよ」

「ってことは、次の仕事はそれに関連した話ってわけだな？」

「その通りなんですよ！」

　ぱっと顔を輝かせ、ラピスがテーブルの上におそらくは冒ぼう険けん者しやギルドの掲けい示じ板ばんから剥がしてきたのであろう依い頼らい票ひようを広げる。

　くるりと半回転させて、自分の方に向けてきたその依頼票にロレンは目を通し、一通り読み終わったところで、依頼票を広げているラピスの顔をまじまじと見つめた。

「そんなに見られると、ちょっと照れます」

「そういう問題じゃねぇよ。これ、本当に冒険者宛あての依頼なのか？」

　訝いぶかしげな視線でロレンがラピスを見るのも、無理の無いような内容がそこには書かれていた。

　当然ですとばかりに笑え顔がおで頷くラピスの顔を見たロレンは、再度確かく認にんするために依頼票に書かれている文面へと目を通す。

　そこにはこう書かれていた。

〈ヴォルフ冒険者養成学校より　今年度の卒業生実習訓練において、当校の地下迷めい宮きゆうでの実戦訓練を行います。つきましては冒険者ギルドのメンバーにその同行をお願いしたく、依頼を出させて頂きます。報ほう酬しゆうは一人銀貨三十枚。仕事内容は当校卒業生の迷宮行への同行。並びに非常時の護衛任務〉

「冒険者ってな、養成されるもんだったのか？」

　とてもそうは見えないと、周囲でだべっている冒険者達たちをロレンは見る。

　他人のことを言えた義理ではないものの、朝っぱらから酒を呑み、酒場で管を巻いているような冒険者達の姿は、とてもではないがどこかで養成されてきたようには全く見えない。

　かくいうロレン自身も別段、どこかで養成されたわけではないが冒険者を名乗っている。

　どういうことなのかと尋ねるロレンへ、ラピスは言葉を選ぶようにゆっくりとそれに答えた。

「名目上はそれを目的としていますが……実際は確か、素質のある貴族子し弟ていや市民なんかを集めて育成し、将来の勇者や英えい雄ゆうを育てようという施し設せつだったはずです」

「クラースみてぇな、か？」

　ロレンは都市国家ハンザを巡った依頼の中で、行動を共にすることになった若い赤毛の男の顔を思おもい浮うかべる。

　英雄や勇者の素質がある者しか得ることができないという恩おん恵けいを手にしたクラースという冒険者は、噂の域を出ない話ではあるが冒険者ギルドやどこかの国を後うしろ盾だてとしている冒険者であり、なんとなくどこかで養成されて冒険者になったというイメージにぴたりと当てはまるような気がするロレンであった。

「そうですね、たぶんクラースさんはその類たぐいの学校を出ていると思います」

「だとすると、あんまり気の進まねぇ依頼だな」

　要はクラースのような人材を育成した機関であり、そうなればもしかするとクラースのような性格の者が多数在ざい籍せきしているかもしれない。

　見下されるということに関しては、それほど気にならないロレンではあったが、そういう類の人間が多数集まる場所に近寄りたいかと問われれば、否としか答えようがなかった。

「大体、この卒業試験っぽいのとラピスが捜しているものと、どういう関係があるんだよ？」

「このヴォルフ冒険者養成学校なんですが、その建物の下に広大な迷宮を持っているんです」

　ラピスがいうには、地下迷宮というものは世界各地に結構な数存在しているのだが、その迷宮の上に都市が建ち、冒険者養成学校が作られるということは、それほど珍しいことではないらしい。

　これは迷宮から発はつ掘くつされる様々な道具や資源といったものが人を呼び、呼ばれた人が商あきないをし、その商いがまた人を呼びという形でどんどんと発展していくことが多いからなのだという。

　では何故その迷宮の上に学校が建てられるのかといえば、冒険者養成学校とはある程度以上の水準の実力を持った教師達が集まり、その下で指導を受けた才能ある若者達が集つどう場所である。

　これらの人材が、もし迷宮に何かあった場合に対処する戦力となり、さらには学校の存在自体が迷宮の蓋ふたのような役割を果たすことを期待されているせいだ。

　学校側からしてみれば、迷宮の蓋の役割を担になうことで都市側からは援えん助じよを受けられ、迷宮の比ひ較かく的てき浅い区域は生徒達の実習訓練場として使用することができる。

「通常、生徒に開放されるのは迷宮の浅いところだけなんですが、この実習訓練のときだけは無制限で迷宮が開放されるんですよ」

「別に学校が迷宮を占せん領りようしているわけじゃねぇんだろ？　冒険者として普通に潜もぐっちゃ駄だ目めなのかよ？」

「余所よその迷宮ならそれでよかったんですけどね」

　ロレンの疑問にラピスが渋しぶい顔をしつつ答える。

「このヴォルフ冒険者養成学校の地下に眠る迷宮はちょっと異例なんです。ここの迷宮は学校側にその占せん有ゆう権けんが認められていまして、部外者は立ち入ることができない迷宮なんです」

「そりゃまたなんでだ？」

　迷めい宮きゆうの専有化にどんなメリットがあるのかロレンには理解できない。

　確かにそこから上がる発掘品や資源といったものは、非常に高く取引される魅み力りよく的てきな品物ではあるのだろうが、部外者を締め出してまで専有化してしまえば当然冒険者達などから不満が噴ふき出だすであろうし、そもそもが学生と教師達だけでは、それほど儲かるような迷宮探たん索さくができるとは到底思えなかった。

「理由は色々推測されているんですけどね。大きさの割りには難易度が低いとか、専有化してでも独どく占せんしたい資源が眠っているとか、地下に何かを封ふう印いんしているので、事情を知らない者を潜らせて万が一があってはいけないだとか」

　どれも眉まゆ唾つばものの噂であるとラピスは思っているのだが、実際にヴォルフ冒険者養成学校がその校舎の地下に眠る迷宮を専有化していることだけは事実であった。

「あんまり興味ねぇが、その迷宮にラピスが捜しているものがある、ってことなんだな」

「その可能性が高い、と思っています」

　その部分だけは真しん剣けんな面おも持もちで頷くラピスに、ロレンは細く長く息を吐はく。

「まぁいいさ。他に仕事のアテがあるわけじゃねぇ。そいつを受けるとしようぜ」

「さすがロレンさん、話が早いです。それでは二人分申し込んで来ますね。現地までの移動や準備諸もろ々もろは私にお任せください」

　ロレンの承しよう諾だくを得るや否いなや、ラピスはテーブルの上に広げていた依頼票を素す早ばやく回収すると、やたらと嬉しそうな足取りで酒場から冒険者ギルドのエリアへと足早に向かっていってしまう。

　その背中を見送るロレンへ、ようやく追加で注文した安酒の入ったグラスがウェイトレスから届けられ、それを受け取ったロレンは味も大してよくはなく、酒精の度ばかりが強い安酒を口の中へと流し込んだ。

〈お兄さん。迷宮探索にその武器はちょっと大きすぎやしませんか？〉

　以前使っていた大剣もかなりの大きさではあったが、現在使っている黒い大剣はそれよりもさらに刀身が長い。

　狭せまい場所で戦うようには作られておらず、しかも使い始めてからまだそれほど時間が経たっておらず、以前使っていた物のように手足のように扱うという水準にはいまだ、達していないロレンである。

　それが迷宮のような狭い空間を探索するとなれば、十全に大剣を振るうことができないかもしれない。

「まぁ、ある程度の広さがありゃ、それなりに扱ってはみせるけどよ」

　依頼の内容が確かなのであれば、今回の主な仕事は養成学校の学生達に同行することであり、何かと戦うことではない。

　非常時になれば学生達を死なせないよう戦う必要が出てきたりするのであろうが、そうなればなったでなんとかできるのではないかとロレンは楽観視していた。

　なにせ、学生を潜らせるような場所である。

　とても手に負えないような何かが出る場所なのであれば、そもそも浅い階層だけに限ってでも学生達を潜らせたりしないだろうとロレンは考えたのであった。

〈私は何か予備の武器を用意した方がいいと思うんですけど〉

「そりゃそうなんだろうが……また借金が嵩かさむからなぁ」

　取立てに来ないと分かってはいても、借金の金額が増えていくということはあまり気持ちのいいことではなかった。

　何の変へん哲てつもない武器を購こう入にゆうするにしても、それなりの銀貨が必要となる。

「下手するとまた、妙なもん買わされかねねぇし……短たん剣けんくらいどっかで用意しとくか」

　それくらいならば、危険手当としてギルドからもらった報酬でなんとか買えそうであったし、駄目ならばクズ鉄でも買い集めて、ラピスがハンザから持ち帰った簡易炉を使って適当に作れなくもない。

　それにしたところで、どこかでこっそりとやらなくてはどうして自分を頼たよらなかったとラピスの不興を買いかねず、なかなかに面めん倒どうなものだとロレンは安酒の入ったグラスを揺らしながら思うのであった。







「で、なんでお前がここにいやがるんだ？」

　揺られる馬車の中で、あまり友好的とはいえない声でもってロレンに問いかけられた赤毛の人物は少しばかり怯ひるみつつも、はっきりとした口調でこう答えた。

「ボクがボクの母校からの依頼を引き受けて、何が悪いっていうんだ」

「そのなんとか養成学校ってのは、お前が通ってたとこかよ」

　全く世の中というものは広大に見えて実は非常に狭いものだと、驚くやら呆あきれるやらのロレンの視線の先で、少しばかり体を小さくしつつ馬車の椅子に座っているのは先にロレン達が受けた依頼で行動を共にしたクラースであった。

　いまだ銅級であるロレン達と、黒鉄級であるクラース達とが同じ依頼を受けられたということから、どうやらこの依い頼らいは級に関しては無制限であるらしい。

　その隣となりにはクラースの仲間である女魔ま術じゆつ師しのアンジェに女騎き士しっぽいレイラ、そして女神しん官かんのロールが順番に座っている。

　ギルド併へい設せつの酒場にて、冒ぼう険けん者しや養成学校からの依頼を受けると決めたロレン達たちは、その足でラピスが受付に依頼受じゆ諾だくの申しん請せいをして、移動のための準備を行ってから翌日、ギルドが用意した馬車に乗り込んだのだが、そこで乗り合わせたのがクラース達のパーティであったのだ。

「入院してたんじゃなかったのかよ」

「入院してたさ。そこの神官にこっぴどく扱われてね」

　恨うらみ言ごとのようなことを言うクラースであるが、言われた本人であるラピスはロレンの隣でにこにこと笑っているだけで、特に反応を示そうとはしていない。

「それでも精神的な疲ひ労ろうと、鞭むちの打だ撲ぼくだけだったからね。傷さえ治してしまえば退院は可能だったさ。後は病やみ上あがりにきつい仕事はやめておこうってことで、今回の仕事を請うけたってわけだよ」

「ってことは、この仕事。だいぶ楽ってことか？」

「何事もなければね。学生について歩くだけでいい。簡単だろ？」

　多少引ひっ掛かかりを覚えなくもないクラースの言葉であったが、確かにそれを聞くだけならば非常に簡単な仕事のように思える。

　もっともロレン達の目的は学生にくっついて歩いて依頼料をせしめることではなく、その学校の地下にある迷宮のどこかにあるらしい、ラピスの体の一部を捜すことであるので、どうにかして学生達の目を盗ぬすんで行動するか、学生達がそこに行くように仕向けねばならず、一言で簡単な仕事とは到底言い切ることができなかった。

「大体実地試験に赴おもむく学生というのは優ゆう秀しゆうな子達が多いんだ。しかも学校の下にある迷宮の浅い階層にいるのはせいぜいがゴブリンやコボルトといった低級な魔ま物ものばかり。何か起きる方が難しいくらいだよ」

「ゴブリンを馬ば鹿かにしねぇ方がいいぞ。警けい戒かいするべきだぜ」

　ぼそりと呟つぶやいたロレンの言葉に、クラースはぎょっとしてわずかに身じろぎした。

　ゴブリンと言われれば、下手をするとその辺のちょっと力の強い村人辺りでもどうにかできてしまうような魔物であり、警戒しろと言われても一体何を警戒したらいいのか分からない。

　だが、ロレンの言葉にはやたらと重みを感じ、それが無視できない言葉であるのだということくらいはクラースにも分かった。

「こいつは掛け値ねなしに忠告ってやつだ。おぼえとけ」

「そ、そうか？　分かった……その、肝きもに銘めいじておく」

　一瞬、馬鹿にされているのだろうかという考えも頭をよぎらないではなかったが、ロレンの声こわ音ねや表情は真剣そのものであり、どうやら本当に忠告として口にしてくれているのだろうと理解したクラースは、素直にそれを受け入れることにした。

「それはそうと、お前のツレが俺の方をちらちら見てんだが、何か用でもあんのか？」

　クラースとの会話の中で、ロレンはクラースの隣に座っている魔術師であるアンジェの視線が自分と馬車の外とを行ったり来たりしていることに気がついていた。

　アンジェ自身はロレンにそれがばれていないと思っているらしかったのだが、ロレンからしてみれば、もしかしてばれていないとでも思っているのだろうかと思うくらいにばればれの行こう為いであり、あまり盗ぬすみ見られるのも気持ちが悪いと話を振ってみる。

「あぁ、アンジェは……ほら、アンジェ」

「その……前回の依頼中、私を助けてくれたのは貴方あなただと聞いたわ」

　クラース達と行動を共にしていた依頼の最中、都市国家ハンザの近くでこのアンジェという女性はそこに出現した骨の体を持つ竜りゆうに攻撃を受けて、致ち命めい傷しように近い怪我けがを負わされるということがあった。

　その時、その竜のアギトに咥くわえられたアンジェを助けたのがロレンだったのである。

　そのことをアンジェはある程度落ち着いてからパーティの仲間の誰だれかから聞きき及およんでいたらしく、それでロレンのことをちらちらと窺うかがっていたらしい。

「そんなこともあったかもしれねぇな」

「お礼を言わせて欲ほしいわ、ロレンさん。貴方が助けてくれなければ、あそこで死んでいたはずだったから」

「彼かれ氏しの見せ場を取っちまって悪かったな。次はきっとかっこよく助けてくれんだろうぜ」

　クラースがアンジェに気があるらしいということは、その時の依頼の中でなんとなく見て取っていたロレンである。

　アンジェに対して恩に着せるつもりもなく、礼の言葉も大して期待していなかったロレンは、嫌いやみでもなんでもなく次に似たような事態に陥おちいればきっとそうなるのだろうなと思ったことをそのまま言葉にしてやった。

「えぇ、期待しているわ」

「そうならねぇことが一番だとは思うがよ」

　窮きゆう地ちに助けに来る英雄、と言えば聞こえがいいのかもしれないが、できることなら助けが来ないといけないような事態に陥らないことこそが重要だと思うロレンである。

「アンジェ、キミのその期待に応こたえられるよう、ボクはがんばるよ」

「クラース……」

　お互たがいに見つめあい、手など取り合う二人にロレンは無言でそっと視線を逸そらした。

　ギルドが用意した馬車はそれほど広いものではなく、今回依頼に参加した冒険者というのはロレン達とクラース達の二組しかいなかったらしく、馬車に乗り合わせているメンバーはそれ以外にはいない。

　そんな中で、若い男女が二人してお互いを見つめ、手を取り合い、何かしら甘あまい台詞せりふを囁き合っているのだ。

　その雰ふん囲い気きに、いたたまれなくなるのはどうしようもないことで、思わず馬車から飛び降りたい気分になりつつちらりと視線を馬車の中へと戻もどしてみれば、アンジェの隣に座すわっているロールとレイラの二人はあからさまに不ふ機き嫌げんな顔になりつつ、二人の世界に入ってしまったクラースとアンジェを睨にらみつけており、ロレンの隣に座るラピスは何かしら悟さとりでも開いたかのような面持ちで、虚うつろな視線をあてもなく漂ただよわせている真っ最中であった。

　さっさと目的地に着いてくれ、と願うロレンであったのだが、物理的な距きよ離りというものは祈いのったり願ったりすることで縮まる様なものではない。

　カッファの街を出てくる時に受けた説明では、朝早くにカッファを出ても夕方にならないと目的地のヴォルフ冒険者養成学校のある街には着かないらしかった。

　これは寝ねるしかあるまい、とロレンは結論付ける。

　大体のことは寝ている間に終わるものだとは、以前に所属していた傭よう兵へい団の団員の誰かがいっていた言葉で、聞いた時にはこの怠なまけ者ものが何をのたまうやらと思ったりしたロレンだったのだが、現状においては不思議とそれが金言であるかのように思えてきた。

「ラピス、俺は寝る。適当なタイミングで起こしてくれ」

「はいロレンさん、よい夢を」

　何かを必死に押おし殺ころすことで平静を保っているように聞こえるラピスの声を聞きながら、ロレンは窓の外に顔を向けながら、ぎゅっと目を閉じ、意識が睡すい魔まに攫さらわれるのをじっと待つことにしたのであった。

　それからどのくらいの時間が経過したのか。

　ふと肩を揺ゆすってくる感かん触しよくにロレンは目を覚ます。

　少しだけぼんやりとする頭を軽く振ふって、眠ねむ気けを追い出してやりながら馬車の壁かべにもたれかかるようになっていた体を起こせば、隣に座っているラピスが肩を掴んで揺らしていることに気がついた。

「御ぎよ者しやの方がそろそろ街に到とう着ちやくしそうだと」

「そうか。起こしてくれてありがとな」

「いえいえ、お気になさらず」

　そう語るラピスから視線を馬車の中へと向けたロレンは、そこにあった光景に驚く。

　自分達の正面に座っていたクラース達は、全員が大口を開けていびきをかきつつ、いぎたなく眠ねむりこけていたのである。

　これが一人や二人ならばまだそんなこともあるのだろうと思うことができたはずだったのだが、四人全員がとなると何かしら人じん為い的てきなものを感じてしまい、ロレンはじろりとラピスを睨みつけた。

「何をしやがった？」

「あまりにピンクな空間を構築されましたので、思わず〈睡眠スリープ〉を」

　しまったなとロレンは内心で舌打ちをする。

　ラピスよりも先に、睡眠に逃にげ込んでしまったロレンだったのだが、そのせいでラピスの暴挙を止めようとする者がいなくなってしまっていたのだった。

　ロレンが起きていたのであれば、魔術を使おうとするラピスを止めることもできたのであろうが、そんなストッパーがない状態で極度のストレスを感じさせられたラピスは、いきなりの強きよう硬こう手段にでるという形になったらしい。

「やり方が乱暴すぎんだろ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。こっそりかけましたから、誰も覚えていないでしょう」

　自信たっぷりにいうラピスであるが、いまひとつ信用しきれないロレンである。

　神官が魔術を使う、というだけでも異常事態であるというのにその魔術を敵でもない相手にぶっ放すという行為は、常識的に考えて許容されるようなものではない。

　万が一にも相手がそのことに気付いていれば、致ち命めい的てきな結果を招きかねないのだがと心配するロレンの視界の中で、シェーナが腕で大きく丸を作ってみせた。

〈大丈夫です、お兄さん。あの赤毛の人達は何も気付かずに眠りました〉

　何故なぜシェーナにそれが分かるのかとロレンが問いかければ、どうやらロレンが眠りに入った後、シェーナはロレンのアストラル体からちょっとだけ自分の体を出して外の様子を調べていたらしく、その時にラピスがクラース達に魔術を放ったようだった。

〈ちょっと出ただけですから、ラピスさんにも見つかってないです〉

　ラピスにアストラル状態のシェーナが見えるかどうかは分からなかったが、見えるものと仮定して対処した方が何かと対策を立てやすい。

　油断は禁物であろうとロレンが考えれば、シェーナは神しん妙みような面持ちで頷いた。

「どうかしましたか、ロレンさん？」

「なんでもねぇ。ちょっとばかり、現状に頭痛がしただけだ」

「そうですか、お大事に。それよりもあれが目的地の街ですよ」

　ラピスが馬車の窓から外を指し示す。

　眠っている間にかなり時間が過ぎてしまったのか、少しばかり太陽の光が赤く色づく中、窓から見える風景の中に、かなり大きな街の姿がくっきりと照らし出されていた。

　カッファも外から見ればそこそこの規模の街であったが、そのカッファに比べてもかなり巨きよ大だいな都市だとわかるそこはモンテルガルという名前の交易都市であるとラピスが語る。

　名産品の類があったりするわけではないのだが、冒険者養成学校より定期的に卸おろされる迷宮産の資源や道具などが、全体の商いを活発にさせているような街であるらしい。

「おまけに学校に入る貴族子弟やその親類縁えん者じやがよく出入りする街ですからね。それ目当ての商人なんかも集まってきて、それはもうすごい賑にぎわいみたいですよ」

「あんまり縁のねぇ場所だな」

　傭兵という職業は、どうしても普ふ通つうの市民などからは敬遠される。

　それは戦という忌いむべき行為を飯の種とする生業であるから仕方の無いことではあった。

　ロレンの所属していた傭兵団は、傭兵と分類される人種の中では比較的、規律の取れた集団であったのだが、何事にもピンキリは存在するもので、下手をすれば強ごう盗とうや山さん賊ぞくの類と区別がつかないような者達も傭兵の中には存在する。

　だからこそ、普通の人達で賑わうような場所からはどうしても敬遠され、自然と身内や同業者のみでばかり固まるようになってしまうのだ。

　そういった事情をラピスはロレンの何気ない一言から推測したらしく、一瞬息を呑のんだのだが、すぐにこう返してみせた。

「冒険者になったのなら、これからは縁のある場所になりますよ」

「かもしれねぇな」

「えぇきっと。それより街についたらすぐにこの街の冒険者ギルドに行きますから、宿やらなにやらはその後になります」

　お疲つかれだとは思いますがというラピスにロレンは尋たずねる。

「宿取ってからじゃだめなのか？」

「このくらいの時間ですと、宿を取ってからでは受付が閉まってしまいます。ちゃんと到着しましたよという報告と、依頼を受けた者ですと申請してこないと」

「宿も取れなくなったりしねぇのか？」

　賑わっている街なのであれば、宿の部屋の方もさぞかし競争率が激しいのではないかとロレンは考える。

　傭兵時代にも戦いくさの最中に立ち寄った街で、数少ない傭兵でも泊とめてくれる宿の取り合いになり、その競争に負けた傭兵団が街の外で野営する羽目になることはそう珍めずらしいことではなかった。

「大丈夫だと思いますが、最悪の場合は冒険者ギルドのご用よう達たしを紹しよう介かいしてもらいましょう。これだけ大きな街のギルドですから、きっと何なん軒けんかアテがあるはずです」

「クラース達は起こさねぇでいいのか？」

　同じ依頼を受けに来た者達である。

　出会った頃ころはいけすかない人間であったが、現在ではそんなに悪い人間でもないと思っているクラース達が、寝ね過すごしたりするのは少々かわいそうだとロレンは思う。

「もうちょっと、街に近づいたら起こしましょう。また惚のろ気けをやられると殺意が湧わきそうですので」

「それにゃ同意する」

　悪気はきっとないのだろうが、見せられている方はたまったものではないからと、ロレンはラピスの言い分に一も二もなく同意するのであった。







　街の入り口を潜った馬車は一いつ旦たん止められはしたものの、取り立てて厳しく調べられることもなくいとも簡単に街の中へと入ることができた。

　他の旅人達などはそれなりにきちんと調べられていたし、ロレン自身も傭兵としてあちこちの街に出入りすることはあったが、かなり厳しく調べられ、結構な時間を消費してようやく通行を許されるということが多かったので、あまりにあっさりとした現実に少しばかり拍ひよう子し抜ぬけしている。

　ラピスが言うには、馬車自体が冒険者ギルドが用意したものであり、御者も同じくギルドが用意した人員であるから、中身の冒険者に関してはギルドがその素す性じようの確かさを保証するという形で、ほとんど取調べをうけることなく街に入れるらしい。

　それを言われてしまうと、冒険者ギルドの馬車を奪って使えばどこの街にも入りたい放題なのではないかと考えてしまうのだが、馬車と御者には対になっている暗号文や鍵かぎのような何かがあるそうで、どちらか一方が欠けても冒険者ギルドの保証からは外されてしまうのだとラピスは説明する。

　また、冒険者ギルドの馬車の偽ぎ装そうや不法な利用は発見された時点で例外なく極きよつ刑けいになるという厳しい取り締まりもあるらしかった。

　それはともかく無事に街へと入ったロレン達は、馬車にしばし揺られた後、こちらの街の冒険者ギルドに到着する。

　御者に礼をいって、馬車から降りたロレン達はクラース達を起こすことをすっかり忘れていたことに気がつくのだが、そのうち起きるか、業ごうを煮にやした御者に起こされるだろうと割り切って考え、自分達の仕事を先に終わらせてしまうことにした。

　仕事とはいっても、実際の依い頼らいは冒険者養成学校で行われるものであり、冒険者ギルドには到着した連れん絡らくと、カッファの街を出るときに持たされた依頼受理の証明書を受付に渡わたすだけという非常にあっさりとした作業で全すべてが終わってしまう。

「職員の人に宿を聞いたら今日はお休みにしましょう」

　既すでに外は暗くなり始めるような時間帯であり、学校の方も既に閉まっているということで、そちらに向かうのは明日にすると決まれば後は宿で休む以外にすることがない。

　ラピスはあまり騒さわがしいところへ赴くことを好むような性格ではなく、ロレンは傭兵時代はそれこそ街に来れば歓かん楽らく街がいに他の団員達につれて行かれるような生活を送ってはいたものの、今では誘さそう相手もおらず、初めて来た街では土と地ち勘かんも無く、酒が飲みたいのであれば冒険者ギルド併設の酒場で飲めばいいだけなので、無理に出歩く気もなかった。

「明日は、朝食を食べたら学校に行って、依頼主の校長さんの指示を仰あおぐということでいいですか？」

「俺おれは構わねぇが、そんなのんびりしてていい依頼なのかよ？」

「監督員が来てから迷宮に潜るチームを選せん抜ばつするようで、一気に受験者がどっと迷宮になだれ込むわけではないようです」

「そりゃ……ちょいと面倒かもしれねぇな」

　ラピスの言葉を考えながらロレンが漏もらした感想に、ラピスが少し不思議そうな顔をしつつ疑問をぶつけてくる。

「何が面倒なんでしょう？」

「受験者ってのは何チームかあるんだろ？　そいつらが一いつ斉せいに潜るなら、どんだけ広い迷宮か知らねぇが、味方がある程度、迷宮の中にいるって状じよう況きようになるわけだ」

「あぁ、それが一チームしか潜らないとなると、孤こ立りつ無む援えん状態での迷宮行になるだろうから、難易度が上がるかもしれないということですね」

「そういうことだ。まぁラピスの目的の為ためには、潜る数が少ねぇ方が好都合か？」

　あくまでも受験チームの監督員という立場で迷宮に潜るところを、ラピスは自分のための探索を行う必要があり、どうしても受験チームの目を盗むかなにかして、迷宮の中を歩き回る必要があるはずだった。

　そうなると、近くに別なチームがいるような状況は、ラピスが単独で動いているということを目もく撃げきされる可能性が高くなるものであり、ラピスにとっては好ましくないだろうとロレンはいうのである。

「まぁその時はその時でやりようがないわけでも」

「参考までに聞かせてくれや」

　絶対にろくでもない方法を使う気だろうと考えつつロレンが聞けば、ラピスはそれがまるで当たり前のことでもあるかのような口調で答えた。

「全員行動不能に……」

「よし、分かった。参加チームが少ねぇ方がいいのは、どっちかってぇと俺のためだな」

　いくらなんでも学生のチームをラピスの都合のためだけに、行動不能にしていくのはいかにロレンであっても心が痛む。

　目を盗んで何かするくらいなのであれば協力するのもやぶさかではないロレンではあったが、さすがに学生達を行動不能にするのは、というところまで考えてロレンはふと、何故だかその行為を自分がやらされるものだと決め付けていることに気がついて、慌あわてて首を振ってその考えを頭の中から追い出した。

「大丈夫ですよ？　ちゃんと気付かれないようにこっそりと、認にん識しきできないうちにぱぱっと片付けちゃいますから」

「止めてやれよ。相手は学生だろ？　試験なんだぜ？　落第でもしちまったら、どうやって責任取る気だよ」

「来年があります」

「それは手伝わねぇからな？」

「でしょうね」

　特にがっかりした様子もなく言い切るラピス。

　彼かの女じよが本当にそれを実行に移そうとした場合、自分で止めることができるだろうかと考えてしまうロレンへ、ラピスは屈くつ託たくの無い笑いを向けつつ胸の前で両手を振って見せた。

「冗じよう談だんですよ、冗談。その時は別な手段を考えますって」

「お前の冗談は、肝が冷えるんだよ……」

「では、冷えた肝をお酒とか料理で温めましょうか」

　夕食を摂とるにはいい頃ころ合あいだろうとラピスはロレンを、ギルド併設の酒場へと誘う。

　カッファの街の冒険者ギルドとは違ちがい、こちらの冒険者ギルドの職員はロレンの事情など知る由よしもない。

　カッファの冒険者ギルドならば、たとえロレンがお金のない状態で注文をしてしまったとしても、後でラピスが支し払はらいに来ることが分かっているからウェイトレス達も注文を受けてくれるのだが、余所ではそうはいかず、そうなるとロレンとしては手持ちの少ない現金で食事をなんとか賄まかなうか、ラピスと一いつ緒しよに夕食を摂るかしか方法がなくなる。

「まさか一人寂さびしくご飯が食べたいとか言い出しませんよね？」

「そりゃまぁな」

　一人で食べる食事はどうにも味気ない。

　それくらいの感傷はロレンにもあった。

「ではご一緒に夕飯ということにしましょう。宿の方は大丈夫ですし」

「大丈夫ってのはいったい？」

「ここの冒険者ギルド、上の階で宿屋をやってるんだそうです。先ほど二部屋確保してきましたから、宿無しってことにはならないですよ」

　酒場の二階が宿屋になっているという造りの店はあちこちにあるのを知っているロレンであったが、冒険者ギルドが酒場のみならず宿屋の経営にまで手を出しているとは思っていなかった。

　どれだけ手広く商う気なんだと思ってしまうが、宿屋も酒場も冒険者にとってはなくてはならない設備であり、おそらくは武器屋や防具屋などを商っているギルドもあるのだろうと考えれば、何も不思議なことではない。

「どのくらい迷めい宮きゆうに潜ってるのか、明日説明を聞かないとはっきりしないですからね。もしかすると当分の間保存食のみってことにもなりかねませんから、今日はちょっとくらい奮発して美味おいしいものを食べましょう」

　学校の試験というものが、どの程度の迷宮行をさせるのかについてはラピスも事前の情報を入手していないということだったのだが、冒険者が迷宮へ潜る場合は何日も、下手をすると十数日間という長い間、迷宮に潜ることもあるのだという。

　迷宮の中では、食料や飲み水の類はほとんど手に入らず、もちこむ食料や水は出来る限りコンパクトに纏まとめなければならないので、食料はほとんどが味も素っ気も無い保存食を食べることになる。

　今回は学生達の付つき添そいということなので、そこまでの長丁場になることは考えにくいというラピスだったのだが、それでもそういったことに学生達を慣れさせるために、持ち込む食料を保存食に限定するくらいのことはやりかねないらしかった。

「まぁ付き添いの私達が学生に付き合う必要もない気はするのですが、保存食を食べてる学生さん達の近くで私達だけいいものを食べる、ということには気がひけてしまいますからね」

「それにゃ同意するな」

　そう言いながら酒場の一角の席についたロレンであったのだが、そこに用意されていたメニューの表に目を通すこともなく、ロレンはそれをラピスの方へと押しやった。

　何を頼たのもうかとそのメニュー表を眺ながめていたラピスは、自分の方に押しやられたメニュー表を見てから、何事かとロレンの方を見る。

「俺の分も適当に頼んでくれ。支払いはそっち持ちなんだろうしよ」

「好きなものを頼んでくれていいんですよ？」

　支払いをするのが自分であるということは否定せずに、ラピスがそんなことを言うのだが、ロレンはひょいと肩かたをすくめてみせた。

「傭兵時代はよく酒場の世話になったもんだが、注文といやぁ酒と肉をくれ、で大体通ってたもんだからよ。何頼んだらいいかわからねぇ」

「それはまた……カッファじゃどうしてたんですか？」

「ウェイトレスがお勧すすめはこれだ、とか教えてくれたからなぁ」

　それなりに頻ひん繁ぱんにギルド併設の酒場を使っていたロレンは、酒場に勤めるウェイトレス達たちとも顔見知りになっていた。

　最初は本当に酒と飯をくれ、というような注文をしていたロレンであったのだが、ウェイトレス達とある程度打ち解けてくると、彼かの女じよ達もロレンに今日のお勧めはこれだとか、このメニューは美味しいから一度頼たのんでみろだとか教えてくれるようになったのである。

　それはあまり食べ物に頓とん着ちやくしないロレンからしてみれば非常にありがたい情報源であったのだが、こちらの街の酒場を使用するのは当然初めてのことであり、ウェイトレス達にそのような縁があるわけでもない。

　仕方なくまた飯と酒、という注文をするしかないかと考えていたロレンだったのだが、どうせラピスと一緒に食事を摂るならば、ラピスに任せてしまえとばかりに丸投げする結果になったわけである。

「少しはこういうことにも興味を持った方がいいですよ？」

「戦場じゃ、食えれば御おんの字じだったからな。味が良けりゃそれにこしたことはねぇが、味が不味まずくても腹が膨ふくれりゃ用は足りるだろ？」

　ゼロの時も珍しくは無く、質より量が重視ということである。

　食事とは楽しみではなく、ただ餓が死ししないために必要な作業のようなものだったことも一度や二度ではない。

　そんな体験ばかりしていると、段々と口に入ればどうでもいいといったような感覚に囚われてしまう。

「味気ないですね、という文句を傭兵時代の話にしてみても仕方ないでしょうね」

　その辺、ゆるゆると改革していきましょうかと何かしら物ぶつ騒そうにも聞こえる台詞をつぶやきながら、ラピスは自分の分ばかりではなくロレンの分まで何を頼もうか考え始める。

　その話はラピスに任せるとして、ロレンはなんとはなしに酒場の中をぐるりと見回していた。

　雰囲気としてはカッファの街の酒場とそれほど違いがあるわけではない。

　程ほど々ほどに騒がしく、程々に柄がらが悪く、程々に汚きたなくて程々に楽しそうなそんな雰囲気だ。

　用よう途とが同じであるならば、漂う雰囲気にもそう違いは出ないのだろうなとそんなことを考えながら店内の様子を窺っていたロレンは、ふとその雰囲気の中に妙みように浮ういた気配のする一団を見つけて目を細める。

　それは非常に若々しい男女の一団であった。

　男性三人に対して女性が一人というどうにもバランスの悪そうな一団ではあったのだが、彼かれら同士の仲はそう悪くないらしく、声を潜ひそめてぼそぼそと何事か話し合っては興味深そうにあちらこちらをちらちらと眺めているそのテーブルの上にあるのは、簡単な食事とコップであったが、酒の類たぐいが置いてあるようには見えない。

　酒場に来て、酒を呑のまない冒ぼう険けん者しやというのも珍しいのではないかと思うロレンは、興味をそそられたかのように彼らの様子を観察し始めたのだが、すぐにその行為は柄の悪そうな冒険者の一団によって邪じや魔まされてしまった。

　あろうことかそのちょっとばかり浮いた雰囲気の一団の近くを通った冒険者が、その一団唯ゆい一いつの女性である黒くろ髪かみをショートにまとめた、活発そうな印象を受ける少女に絡からみだしたのである。

　少女の仲間らしき若い男性三人がそれを止めさせようと席を立ったのだが、すぐに他の冒険者達たちに邪魔をされて少女のところへ助けに入れないようにされてしまう。

　助けに入ろうとした仲間達がブロックされ、絡まれている少女が嫌いやそうな表情をしているのを確かく認にんしたロレンは、まだメニューを見ているラピスには声をかけずにそっと席から立ち上がる。

　ウェイトレスや店員に絡むというのは傭兵もよくやることであり、度を過ぎた行為さえ行わなければ笑って済まされることが多いが、同じ客である者にそんなことをする傭兵はその傭兵団がまともであるならば、仲間達から袋ふくろ叩だたきにされても文句はいえない。

　そう仲間から教わってきたロレンからしてみれば、現在視線の先で行われているようなことはとてもではないが見過ごせるような出来事ではなかったのだ。

「ロレンさん？」

　席から立ち上がって、揉もめ事の起きている席へと移動しようとするロレンを、メニュー表から目を離はなすことなくラピスが呼び止める。

　もしかして、面倒事に首を突っ込むなという類の言葉を口にするのかと振り返ったロレンへ、ラピスはこう告げた。

「やるのは構わないのですが、殺やったら駄だ目めですよ？　仕事前にお縄なわになりたくはないでしょう？」

「そりゃそうだな。分かってる、手加減するさ」

「他のお客さんにも迷めい惑わくですから、さくっと大人しくさせてきてください」

　その間に注文決めておきますねとロレンのことを全く心配していないようなラピスに、任せておけと軽く請け合って、ロレンはまだ続いている揉め事が起きている席へと歩を進めるのであった。







　ラピスのやるきのない見送りを背に受けながら、揉め事が続いている場所へと歩を進めたロレンは、その先にいる被ひ害がい者しやらしき一団を近くで見て少しばかり驚おどろきを感じていた。

　かなり若い男女だということは、遠目から見ても分かってはいたのだが、近づいてみるとそれは若いというよりはまだ子供っぽさが抜ぬけ切らないくらいの年ねん齢れいに見えたからである。

　年齢で考えるならば、おそらくは十四、五くらいなもので、世間一いつ般ぱんではまだ子供に分類されるような年齢にロレンには見えた。

　ちなみに成人は地方によって多少異なるのだが、大体は十六歳さいからである。

　その男女の一団に絡んでいるのは、こちらはある程度年齢のいった冒険者の一団だ。

　年齢はおそらくロレンよりいくつも上であろうその冒険者達の一人が、若い男女の一団の中に一人いる少女の手を掴つかんで引っ張ろうとしている。

　引っ張られようとしている少女の顔は驚きと困こん惑わくに彩いろどられており、それを止めさせようとして、他の冒険者達に行く手を遮さえぎられているのは金きん髪ぱつ角かく刈がりで体格のいい少年と、茶ちや髪ぱつでやや長い髪かみの、少しばかり軽けい薄はくそうな印象を受ける少年と、同じく茶髪であるがこちらはおかっぱのような髪かみ形がたをし、神官服のような衣服を身に纏った少しばかり背の低く気の小さそうな少年といった三人であった。

　それらをくるりとロレンが見回している間、冒険者達と少年少女達は突とつ如じよとして近づいて来たロレンの姿にやや呆あつ気けにとられたような感じでその動きを止めている。

「な、なんだてめぇは？」

　少女の腕うでを掴んでいる冒険者が、ロレンへ誰すい何かの声を上げた。
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　ロレンはすぐにはその問いかけに答えることなく、腕を掴まれている少女の顔をしばらく観察する。

　何事かとロレンの視線を見返す少女に、少し時間を置いてからロレンは尋ねた。

「じゃれあってるわけじゃねぇよな？」

「ち、違うよっ！　こいつらがいきなり酒の相手をしろって……」

「はっ！　餓が鬼きがこんな時分に酒場をうろうろしてっから、遊び方を教えてやるっていっただけじゃねぇか！」

　手を振りほどこうとする少女なのだが、流石さすがに冒険者の腕わん力りよくには勝てないのかいくら腕を振ってみてもがっちりと握にぎられた冒険者の手を振りほどくことができないでいる。

　ロレンはその様子を確認してから、他の冒険者達に行く手を遮られている三人の少年の方へ声をかけた。

「助けがいるかよ？」

「た、助けてくださいっ！」

「うるせぇ！　助けなんかいらねぇよっ！」

「ちょっと、クラウド！」

　最初に助けを求めたのは金髪角かく刈がりで体格のいい少年であった。

　次に強気な発言をしたのが軽薄そうな少年で、最後にその少年を止めたのがおかっぱの少年である。

　角刈りの少年は、他の少年達と比べてもかなり体格のよさが際きわだっていたのだが、最初から助けを求めるということは気が弱いのか、それくらいに追おい詰つめられていたのか、どちらにしてもあまりいい傾けい向こうだとは思えないロレンであった。

　だが今は、助けに入るつもりで近づいてきたわけなのだから、少年達の性格はどうでもいいかとロレンは考えを切きり替かえる。

「なんだてめぇ。余計なくちばし突っ込む気かよ？　お呼びじゃねぇんだ、すっこんでろ！」

　少女の手を握っている冒険者がそんな風に喚わめき散らすが、ロレンはそれに構うことなくその冒険者の手首を握った。

「餓鬼が酒場をうろうろするもんじゃねぇとは思うがな？」

　ぎしり、とロレンの手が冒険者の手首を掴んでいる場所から不ふ吉きつな音が聞こえる。

　それがなんであるのか考えるより先に、ロレンに手首を握られている冒険者はその音の正体を体に知らされることになった。

　それは肉と骨とが同時に上げた悲鳴である。

　骨がきしみ、肉がみちみちと音を立てて潰つぶされ、握られた手首から先へと血が通わなくなり、指先に痺しびれが走り始める中、ロレンは表情を変えることなくじっとその冒険者の目を見たまま、言葉を続けた。

「餓鬼に絡むってのは大人のすることじゃねぇな」

「が……がぁっ!?　こ、このヤロウッ！　離せ！　離しやがれっ！」

　思わず少女の手を離してしまう冒険者であったが、少女の手を解放してもロレンの手が手首を握り潰そうとする圧力は消えることがない。

　振りほどくために手を振ろうとしても、手首がその空間の一点で固定されでもしてしまったかのように、全くそこから動かすことができずに冒険者はただ自分の手首がとんでもない握あく力りよくで握り潰されていくのを見続けることしかできず、たまらず彼は他の少年達たちの行く手を遮っていた仲間に助けを求めた。

「おいっ！　そいつらはもういい！　こっちをなんとかしてくれっ！　手首が潰されちまうっ！」

　喚き続ける仲間の姿に、事態の異常さを察知したのか仲間の冒険者達がロレンを取り囲むがロレンはそれらには全く構う様子を見せずに、握っている冒険者の手首をただゆっくりと握り潰し続ける。

「止めてくれ！　離してくれっ！」

　握り締しめるロレンの手の隙すき間まから、血が滴したたり始めたのを見て握られている冒険者が悲鳴を上げる。

　それは骨が折られたわけではなく、砕くだかれたことで粉々になった手首の骨が肉と皮ひ膚ふを突つき破やぶりつつある証であり、このままでは二度と手首が使い物にならなくなってしまうことを冒険者は察したのであった。

「そいつを離しやがれっ！」

　思わずといった感じで、冒険者の一人が短たん剣けんを抜き放つ。

　酒場とはいえ冒険者ギルドに併へい設せつされた施し設せつである。

　そんな暴挙に出れば、ただでは済まないであろうことは抜いた本人にも分かっているはずなのだが、完全にロレンの気配に飲まれてしまい、冷静な状況判断ができなくなっていたらしい。

「お前らが、引いてくれんなら離してやるさ。さて、どうすんだ？」

　酒場の乏しい明かりの中で煌く白しら刃はを見ても、ロレンは構えようとせずに握り潰されつつある冒険者の手首も離そうとはしていない。

　ただ、刃やいばを抜いた冒険者を見る目の質だけが少し変化した。

　それまでは、態度が悪かろうとなんだろうと、ロレンの目はいちおうは人を見る目をしていたのが、唐とう突とつに物を見る目へと変わったのである。

　そのことは、その目で見られている冒険者達には否いや応おうなく分かってしまった。

　分かってしまったからこそ、刃を抜いてしまった冒険者達は自分達が取り返しのつかないことをしてしまったことを悟る。

　この状態で、ロレンがいう通りに引いてしまったのであれば、無手の相手にわざわざ得物まで持ち出した挙句に逃げ出した、というレッテルが貼はられてしまう。

　だが、それを恐おそれてロレンへと切りかかったのならば、おそらくその先に待っているのは手首を握り潰されるくらいでは終わらないであろう結末だ。

「そろそろこいつの腕、二度と使えなくなるぜ？」

　そうこうしている間にも、ロレンの指は握っている腕へと食い込み続けている。

　既に骨は完全に砕かれてしまい、流れる血の量もかなりなものになりつつあるが、それでもどこかの位階の高い神官に多額の寄付でもして高位の治ち癒ゆ法術を受けることができるならば、まだ復帰は可能なレベルに留とどまっていた。

　だからこそロレンは選せん択たくを迫せまる。

　このまま続けて取り返しのつかない結果を招くか、それとも多少評判が落ちることを覚かく悟ごの上で、この場から引くか。

　いずれも無傷では済まない二択であるが、それくらいは選ばせてやろうと考えるロレンへ、刃を抜いた冒険者が抜いた刃をしまいながら反対側の掌てのひらを向ける。

「分かった……引く。だからそいつを放してやってくれ」

「嘘うそじゃねぇだろな？」

「ここで嘘を吐つけば、取り返しがつかねぇだろ。間ま違ちがいなく引くから早くそいつを放してやってくれ！　もう泡あわ吹ふいてるじゃねぇか！」

　言われて手首を握っている男の顔をロレンが見れば、既に男は意識を手放し、口からぶくぶくと白い泡を噴出している真っ最中であった。

　どうやら、腕を握り潰される痛みと、骨が肉や皮を突き破った痛みと光景との前に、意識を保っていることができなかったらしい。

　そんな冒険者の腕をロレンが解放してやると、意識の無い冒険者は支えを失ってそのまま床ゆかへ力なく倒たおれてしまい、仲間が慌ててその体を抱だき起おこし始める。

「覚えてやがれとか吐いてみるかよ？」

　意識の無い冒険者の体を抱き起こし、約束した通りにその場から引き下がろうとする冒険者達へ、ロレンが率そつ直ちよくな質問をぶつけてみるが、得物を抜いてしまった冒険者は慌てて首を左右に振ふってその言葉を否定した。

「むしろ俺らの顔は忘れてくれ。あんたみてぇなのに覚えられちゃ、うかうかナンパもできねぇ」

　引くと決めたら後あと腐くされなく、徹てつ底てい的てきに逃げに入るという部分はやはり冒険者なのだなと感心してしまうロレンである。

　これが質の悪い傭よう兵へいや、その辺のチンピラの類であったのならば、ロレンが口にしたような捨すて台詞ぜりふを残して、しっかりとロレンに顔を覚えられるという愚ぐ行こうを犯おかしたはずであるが、厄やつ介かいごとの種との縁は切れるものならばしっかり切っておくという態度には潔いさぎよさを感じてしまうロレンだった。

「相手は選ぶんだな」

「肝きもに銘めいじんぜ」

　そういって立ち去っていく冒険者達の胸むな元もとに揺ゆれるのは、銅の認にん識しき票ひようであった。

　黒鉄級ですらなかったのかと内心で少しばかり悪いことをしたような気になってしまうロレンである。

　冒険者のほとんどは黒鉄級か銅級でしかなく、その数は非常に多い。

　当然同じ階級でもピンからキリまでいるわけで、彼らはその考えだとどの辺りにいるような冒険者なのだろうかと考えるロレンの目の前から、冒険者達は本当にそそくさとその姿を消した。

　この手て際ぎわならば、後で報復に来ることもないだろうと考えるロレンへ、冒険者に絡まれていた少女がおそるおそるといった感じで声をかけてくる。

「あの……ありがとうございます」

「気にすんな。ちっとばかり気になっただけだからよ」

　助けに入ったのはあくまでもロレン個人の考え方に基もとづいて、であった。

　ならば助けた相手から礼を言われるようなことを望んでいたわけでもなく、ロレンは少女に向けて手を振ってみせる。

「でも、助かりました！」

「そいつは何よりと言いてぇとこだが、お前らまだ子供だろ？　そんなのがこんなとこうろうろするから、妙なのにコナかけられんだぜ？」

　隙すきが多いというか、絡みやすそうに見えるというか、とにかく他から見て手を出しやすい雰ふん囲い気きがあったからこそなるべくしてなった、ともいえないわけではない。

　まして彼らはロレンからしてみれば子供の範はん囲いにぎりぎり収まるような年齢に見え、余計なお世話ではあろうがと忠告めいたものを口に出さずにはいられなかった。

「すみませ……」

「おっさん！　何偉えらそうに説教垂れて……」

「よしなよクラウド、助けてくれた人だよ？」

「だからってアルよぉ！　説教される筋合いなんて……」

「だからやめなってば」

　行く手を遮っていた冒険者達も、その場からいなくなったおかげで近づいてくることができた三人の少年のうち、軽薄そうな少年がロレンへとくってかかるのを、おかっぱの少年が必死に止めている。

　彼らの年齢がもう少し高ければ。

　例えばあのクラースくらいの年齢であったのならば、多少教育を施ほどこそうかという気持ちになったのかもしれないが、相手はおそらくはそれより下の、ロレンから見ればやはり子供という呼び方しかできないような年齢の相手である。

　躾しつけは自分の仕事じゃないとばかりに無視をして、くるりと背中を向けたロレンへ、少年達の中で一番体格のいい金髪角刈りの少年が、ロレンの前へと出てきた。

「俺はこのパーティのリーダーで、アインといいます。お礼をいわせてください」

「礼はいらねぇよ、勝手にやったことだ。とはいっても、駄だ弁べる気なら場所は選ぶこった。特に自分らの力でどうにもできねぇならなおさらな」

「す、すみません。ちょっと景気づけに、酒場の雰囲気というものを覗のぞいてみたくて」

　何かしら事情があるようではあったが、そちらはロレンの知るところではない。

　さらに何か口にしようとするアインを押おしのけて、ロレンは振り返ることもなくラピスが待っている自分達の席へとその場から歩み去る。

「お帰りなさいロレンさん。今回は器物破は壊かいとかなかったんですね」

　ロレンが戻もどってくるなりそんなことを言い出したラピスにロレンは苦く笑しようで応こたえる。

　殴なぐるなり投げるなりすれば、ラピスが期待していたように色々な物を破壊していたはずではあるのだが、ロレンとてそのくらいのことは理解していた。

「事あるごとに、罰ばつ金きんやら弁べん償しようやら支払ってたんじゃ、俺が干ひ上あがっちまうからな」

「違いありませんね」

「しっかし、絡まれてる方も何かのパーティだったとは驚きだ」

「そうなんですか？　そうすると……めぐり合わせによっては、すぐに再会することになるのかもしれないですね」

「どういうことだ？」

「さて？　私も自信があるわけじゃないですから、後のおたのしみということで」

　おたのしみというほど楽しそうな話ではなさそうだと思いながら、ロレンは相変わらずメニューをめくっては注文を決めかねているラピスの顔を、溜ため息いきと共に見つめるのであった。







第二章　囲みから出発する







　翌日、ロレンはラピスを伴ともなって仕事の依頼主であるヴォルフ冒険者養成学校を訪おとずれていた。

　少しだけ心配していた昨夜の冒険者達の報復は、ロレンの杞き憂ゆうに終わったようで、夜は宿屋で平へい穏おんに過ごすことができ、たっぷりと睡すい眠みんと休息を取ることができている。

　学校というものを見たり、その敷しき地ちに入ったりすることはロレンにとっては生まれて初めての経験であった。

　いちおう、子供に知識や教養、経験などを教える場所であることは理解していたが、ロレン自身は物心ついた頃ころには既に傭兵団の世話になっている身であって、学校などというものに通った経験はない。

　傭兵などというものは、大体が学校という施設とは無む縁えんの存在であり、数字の計算ばかりか下手をすると文字の読み書きもできない者が多かったりする。

　ロレンの場合は数字の計算や文字の読み書きは、できないと仕事の契けい約やくなどをする時に困るから、という理由で傭兵団の事務担当の団員から教わっているので、一通りできるように訓練されていた。

「お話を聞いていると、非常に質のいい傭兵団だったんですね」

　ロレンと並んで学校の門を潜くぐりながら、ラピスが酷ひどく感心した声を上げる。

「団員さんにそこまでの教育を施す傭兵団なんて、私聞いたことがありません」

「そうか？　うちじゃ普ふ通つうだったぜ？　そりゃ傭兵なんて稼か業ぎようやってる奴やつらだから、どうしても嫌だって奴もいたが……大体全員、読む方はいけてたはずだし、書く方だって自分の名前くらいは書けたんじゃねぇか？」

「それ結構無む茶ちやなことですからね？　その辺の農村部いって村人に名前書いてみてくださいって頼んで、書ける村人ってほとんどいませんからね？」

「そりゃ、そういう類の奴らってのは契けい約やく書しよなんて書かねぇだろ」

「そういう問題ではないのですが……」

　子供にまともな教育を施せる環かん境きようというものは、そうあるものではない。

　下手をすると、貴族クラスの人間でしかそういうことができないような国もあることをラピスは知識として知っている。

　だというのに、ただの傭兵の集まりでしかない組織がその組織全体にそのような教育を施しているというのは、特別というよりも異常だとラピスは考えていた。

「団長さんがよほど優すぐれた人物だったか、酔すい狂きようが過ぎた人だったか……」

「なぁラピス。ありゃいったいなんだと思う？」

　ぶつぶつと呟つぶやきつつ自分の思考に没ぼつ頭とうしかけたラピスは、ロレンの妙に疲つかれたような声で現実へ引き戻されると、ロレンが指差している方向へ目をやる。

　そこにあったのは、やたらと黄色い声が聞こえてくる人だかりであった。

　十と重え二は十た重えに何かを取り囲んでいるのは、ほとんどが若い少女達だ。

　その中心部に何があるのか、外側にいるロレン達からは見ることができなかったが、少女達が上げる歓かん声せいや悲鳴のボルテージはほとんど最高潮であり、何かものすごいものがその中心部にあるような雰囲気である。

「ここ、学校なんだよな？」

「いちおうそのはずです。休きゆう憩けい時間とか、自由研究時間とかなのかもしれないですね」

　授業を受ける時間なのであれば、そのような人だかりができるはずもないだろうと考えるラピスだったのだが、時間的にはまだ午前中の早い時間であり、休み時間が訪れているとは少しばかり考えにくい。

　だとするならば、講師辺りが注意しに出てきてもいいのではないかと視線を巡めぐらせると、確かに講師らしき人ひと影かげをいくつか確認することができたのだが、何故なぜだかそのいずれもが仕方がないな、というやや諦あきらめた表情でもって人だかりを遠巻きに見守るばかりで、注意しにくるような講師は一人として見受けられなかった。

「どうなっているんでしょう？」

「さてね。とりあえず俺おれ達たちにゃ関係ねぇだろ」

　気付いたから話を振ってみた、というくらいの感じですぐに興味を失ったらしいロレンがそんなことをいうと、突とつ然ぜんその人だかりが動きを見せる。

　なにやら中心部にいる何かが、人だかりをかき分けて、外に出ようとしているらしいことをラピスは察したが、その何かが人だかりをかき分けるたびに、黄色い悲鳴の音量が一段階ずつ上がっているように感じられるところからして、触ふれられることすら喜びに感じるくらいの何かが囲まれているらしい。

「何か出てきますよ？」

「卵かなんかか、ありゃ？」

　ロレンが言った途と端たんに、人だかりをどうにかかき分けて姿を現したのは紺こんを基調とした礼服のようなかっちりとした服装の赤毛の男であった。

　おそらくはロレンよりもいくらか若く感じるその男の顔は、ロレンもラピスも見覚えがあったのだが、出てきた場所が場所だけに二人共やや面食らいつつその赤毛の男を凝ぎよう視ししてしまう。

「いい所で会えた。これから仕事の依い頼らいの話をしに行くのだろう？　ボクも同行させてくれ」

「クラース？　同じ依頼を受けてるのは知ってるから、なんでお前がここにとは聞かねぇが、いったい何してやがったんだ？」

　人ごみをかき分ける作業で、かなり疲ひ労ろうした色を見せている赤毛の男はややおめかししているクラースであった。

　その背後には目を輝かがやかせた無数の少女達がクラースの背中を羨せん望ぼうやら好意やらの視線で見つめ続けているのだが、それには構わずクラースはロレンへと話しかける。

「いやここがボクの母校だって話はしただろ？　久しぶりに母校を訪れるからと少し着き飾かざってきてみたんだが……在校生に囲まれてしまって」

「その囲みとやら、まだ後ろで待機してんだが」

「いや困ったな。キミ達、まだ授業とかあるんだろ？　ボクはちょっとこれから仕事の話を校長先生にしに行かなきゃいけないんだ」

「迷宮の実地試験の監かん督とく員いんをされるんですか!?」

　囲みの少女達たちの一人が尋たずねれば、周囲が目に見えてざわつき始めた。

　再度、取り囲もうと動き出した少女達を手で制しつつ、クラースは困ったような笑え顔がおを向けながら、それでもその問いかけには答えてやる。

「あぁ、そうだね。冒険者としてその依頼を受けにきている」

「今年の試験にはクラース様が!?」

　ざわめきが一段と大きくなる中、クラースは少しずつ後ろに下がりながら距きよ離りを詰めてこようとする少女達をなだめるかのように言う。

「そうなるね……その話を校長先生にしてこなきゃいけないんだ。だからその……って、あ、ちょっとロレン！　ボクを置いていこうとしなくてもいいんじゃないか!?」

　付き合ってられるかとばかりに、クラースを置いて先に行ってしまおうとしていたロレンはクラースに呼び止められて迷惑そうに振り返った。

　取り巻く少女達の視線がやや敵意を持ってロレンへと向けられる中、慌あわててその場から駆かけ出したクラースはロレンの近くまで来ると、何故だかうらみがましい視線をロレンへと向けてくる。

「同じ依頼を受けたんだ。一緒に行ってくれてもいいじゃないか」

「取り込み中だったんだろ？　俺おれらは適当に済ませてくるから、可愛かわいい後こう輩はい達の相手をしてやってりゃ良かったじゃねぇか……ってか、いつもの三人はどこいった？」

「ボクが学校へ依頼の話を聞きに行くといったら一人で行って来いと……あの三人もここの出身なんだが、何故だかボクと来るのを嫌がるんだ」

　それはそうだろうなとロレンはクラースの向こう側からまだ敵意のある視線を向けてきている少女達をちらりと眺める。

　どうやらこの学校の生徒達にとってクラースという男は、かなり人気のある人物であるようで、アンジェ達のようにクラースの近くにいる異性というものは、それだけでここの少女達から敵視されても無理はない。

　同性であるロレンにまでかなり険しい視線を向けてくるような少女達が群がってくることが分かっているならば、アンジェ達が学校に来たがらないというのも理解できる。

「ボクはここの卒業生だから、ここの案内なら任せて欲ほしい。だからちょっとボクも同行させてくれ。このままでは逃にげるに逃げられない」

　小声でそんなことをいうクラースであるが、小さな声は聞こえにくく自然とクラースはロレンへと近づいて囁ささやくような形になった。

　また面めん倒どうな話をと思うロレンであるが、良く考えるとこの学校に通っている生徒は一部は才能を見み出いだされて学校へと招しよう致ちされた生徒達であるが、かなりの割合で地位のある人物の子し弟ていが交じっている学校でもある。

　そんな生徒達を邪じや険けんに扱あつかえば、後でどのような事態が待っているか分からず、クラースもあまり強くは出られないのかもしれない、と考えれば彼の陥おちいっている苦境が理解できなくもなく、突き放すのも哀あわれかとロレンは考え直した。

「仕方ねぇな……ほら、行くぞ」

　クラースの肩を掴んで、ぐいと自分達の進行方向へと突き出してやるとそのやや荒あらっぽい扱いに、クラースを取り囲んでいた少女達から非難の声が上がった。

「クラース様に何すんのよっ！」

「その小こ汚ぎたない手でクラース様に触さわるんじゃありませんわ！」

「クラース様をどこにつれてくの？　まだ話は終わってないのよ！」

　投げつけられる言葉に、クラースの顔が青くなる。

　ロレンがどのような人間であるのか知っているクラースからしてみれば、そのロレンを罵ののしるという行こう為いがどれだけ危険であるのかも、大体は理解していた。

　しかもその罵りの原因が自分にあるとなれば、青くなるのも仕方が無い。

　やや慌てて、少女達を制止しようとしたクラースだったのだが、ロレンはそれより先に少女達に対面するように立つと、その身から醸かもし出している雰囲気に一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ少女達へ、それほど大きな声ではないが、はっきりと聞こえるようにこう言った。
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「うるせぇな、食い散らかされてぇか？」

　背せ負おっている大たい剣けんに手をかけたわけではない。

　それでもはっきりと殺気を乗せたその声に、少女達の顔が一気に青あお褪ざめた。

　そればかりではなく、ロレンに近い場所にいた少女達の何人かは、口から泡を吹ふきつつその場に頽くずおれ、失神してしまったのである。

　さらには意識の有う無むに拘かかわらず、スカートやらズボンを濡ぬらしてしまう生徒達が続出し、中々に混こん沌とんとした状じよう況きようが発生してしまったのだ。

　悲鳴やら泣き声、怒ど号ごうが飛とび交かう中、ロレンは自分が引き起こしてしまった事態に驚かされてしまう。

　威い圧あつされて萎い縮しゆくするくらいだろうと思っていたというのに、泡を吹いて失神、もしくは失禁までするとは流石さすがに予想していなかったのである。

「ちっとばかり、脆もろすぎやしねぇか、これ？」

「いや、今のはボクも肝が冷えた」

　青い顔でそう答えるクラースの近くでは、ラピスが不思議そうな顔をしてじっとロレンの方を見つめている。

　その表情は、クラースのように威圧の余波を受けて驚かされた、というよりは何かしら不思議な出来事を前にして、訝いぶかしんでいるような感じであった。

　何か感じるものがあったのだろうかと思うロレンの視界の端はしに、シェーナがひょっこりとその顔を出しながらてへへと笑う。

〈今ちょっと、お兄さんの殺気に死の王の雰囲気を混ぜたのが、いけなかったかもしれないです〉

　何をしてくれているんだと呆あきれるロレンへ、シェーナは腹立たしさが収まらないような表情でロレンの視界の中を飛び回る。

〈だってお兄さんの手、小汚いなんて言ったんですよ！〉

　絶対許せませんと憤いきどおるシェーナに、ロレンはなんと言葉をかけていいやら分からない。

　自分のために怒おこってくれたということに関しては、少しばかり嬉うれしさを感じないでもなかったが、その結果が失神者と失禁者続出という混沌とした状態なのは、やりすぎのようにも思えてしまう。

　気持ちは嬉しいが、ほどほどにしてくれという類のことをロレンがシェーナに告げてやると、シェーナは今一つ納なつ得とくできていないような表情ではあったが、ロレンの言うことだからと頷うなずくと、また視界から消えていった。

「今何か妙みような気配を感じた気がするんですけど？」

　じっとロレンの方を見たまま、ラピスが問いかけてくる。

　おそらくシェーナがその力を行使したのは、ほんの少しだけの時間と量であったはずなのだが、それだけのことでしっかりと事態を察知しているその感覚に内心で舌を巻きつつロレンは素知らぬ振りをした。

「さて、俺は感じなかったが」

「そうですか？　気のせい……いえ、もしかしたらロレンさんってすごく怖こわい人？　威圧しただけであの惨さん状じようを作れるくらいに？」

「ここの生徒が脆すぎんだろ。いちおうこちとら戦場仕込みの戦場帰りだぜ？　実戦を知らねぇ子供が面と向かうにゃ、荷が重すぎんだろ」

　そういうことにしておこう、とロレンがそんな説明をすればラピスはいまいち納得できない様子ながら、それ以外の理由に思い当たることもなく、首を捻ひねりつつもいちおうはそれ以上の詮せん索さくを止める。

「そういうものでしょうか？　とりあえず、仕事に戻りましょう」

「校長室へ行くんだろう？　案内しよう、ついて来てくれ」

　先導しようとするクラースに、ロレンとラピスがこそこそと会話する。

「最初の頃から比べると、妙に態度が良くなりすぎてねぇか？」

「何かこう、腹に抱かかえてたりするんでしょうか。油断させておいて背中からぶすりとやるつもりでいるとか」

「そこは、改心したとか言って欲しいんだが……まぁいいよ……」

　何をどう言ってみても、この学校の卒業生であるクラースに案内してもらえるのであれば敷しき地ち内ないで迷子になる心配はない。

　がっくりと肩かたを落としつつも案内をすること自体は止める気がないらしいクラースを先頭に立てて、ロレンとラピスは大混乱となりつつあるその場を離れたのであった。







「ヴォルフ冒険者養成学校というのは、今から三百年ほど前に活かつ躍やくしたヴォルフという冒険者の功績を称たたえて作られた学校なんだ」

　学校の廊ろう下かを先導して歩きながら、クラースが聞いてもいない説明をしている。

　ラピスはいちおう、これも知識の一つだろうとでも思っているのか、大人しくクラースの説明に耳を傾かたむけているが、ロレンからしてみればそんな何百年も前の冒険者の名前を出されても、あぁそうですかくらいの感かん慨がいしか持てなかった。

　大体において傭兵という生業についている者というのは、思考が刹せつ那な的てき、あるいは短たん絡らく的てきであることが多く、あまり長期的な考えをする者は少ない。

　ロレンにもその傾向は少しばかりある。

　傭兵団においてロレンの教育係を担当した団員は、常つね日ひ頃ごろそれを直すようにとロレンに口が酸すっぱくなるほど言い続けていたので、多少は矯きよう正せいされているのだが、どうしても興味の無い事こと柄がらなどに直面した時にはこの悪あく癖へきが出てしまう。

　財さい布ふ事情などはその顕けん著ちよたるものだよななどと考えているロレンを余所よそに、クラースの説明は続く。

「ヴォルフという冒険者については、そんなに説明の必要はないんじゃないかな？　彼かれの功績は挙げていったらキリがないほどで、この学校に通う者は大体みんな彼を目標としているといっても過言じゃない」

「どんな功績を挙げられた方なんでしょう？　生あい憎にくと私は神官の修しゆ行ぎようなどでそういった世せ俗ぞくの情報には疎うといんです」

　尋ねるラピスであるが、それは嘘だろうとロレンは思う。

　そもそも、ラピスの正体は大陸の一部でひっそりと暮らしていることになっている魔ま族ぞくであり、神官の修行というものも本当に行ってきたのかどうか怪あやしいものだ。

　さらにラピスという少女が情報というものについてその下調べを怠おこたるとは到とう底てい思えずにいる。

　来る前から行く場所がヴォルフ冒険者養成学校だと聞いていたのだから、確実にそれについて調べていないとおかしい。

　ならば、何故ここでわざわざクラースに説明させているのかという疑問が生じるが、そんな疑問を抱いたロレンにラピスはこっそりと囁いた。

「答え合わせみたいなものです」

　自分の知っている情報と、クラースから得られる情報とのすり合わせを行っているらしい。

「そうだね。真しん偽ぎの程ほどは昔のことなので分からないといえば分からないのだけれど、竜りゆう討とう伐ばつの話はいくつも残っているし、古代王国の遺い跡せき発見は無数。邪じや神しんを討伐し、封ふう印いんしたなんて話もあるし」

「眉まゆ唾つば、とは思われないんでしょうか？」

　少しばかりひやりとするような話の振り方をするラピスである。

　少し前までのクラースであれば、おそらくクラースが尊敬しているのであろうその冒険者にまつわる話に、眉唾ではないのかなどと問うたならば、烈れつ火かの如く怒り出すような事態になったのであろうが、本人曰いわく改心した、というのは真実なようで少し困ったように笑うだけで声を荒らげたりもしない。

「話だけ聞けば眉唾と思われても仕方ないかもしれないね。けれど、その話の幾いくつかを裏付ける証しよう拠こがある。それがヴォルフ冒険者養成学校の地下に広がる迷めい宮きゆうだ」

「なんだって？」

　これから仕事として赴おもむく場所の話となれば、ロレンとて興味を抱く。

　それまで黙だまっていたロレンが急に口を挟はさんできたことに少しばかりぎょっとした顔をしたクラースであったが、すぐに柔やわらかな微び笑しようを浮うかべると説明を続ける。

「学校の下にある迷宮は、ヴォルフが造ったものだと言われてるんだ」

「掘ほったってわけじゃねぇよな？」

　それはそれで偉い業ぎようのような気もするロレンであるが、冒険者の偉業が迷宮を掘りあげたということでは少しばかり格好がつかない。

「元々あった迷宮を支配下においた、と言われているね」

「迷宮ってそんなことできんのか」

「ダンジョンコアの仕組みを解き明かした、とも言われているけれど、それについての記録は残っていないんだ。ただ、学校の地下にある迷宮を見ると、その話もあながち嘘じゃないのかもしれないって思わされるよ」

　クラース曰く、ここの迷宮は階層ごとにはっきりとその難易度が区別されているのだという。

　それはあたかも迷宮を探たん索さくするにあたっての訓練場のような作り方であり、ヴォルフが後の世の冒ぼう険けん者しや達たちのためにそういった仕組みにしたのだ、といわれている。

　浅い階層の危険は少なく、深い階層にいくにつれて危険度が上がっていくというのは他ほかの迷宮でも同じことであり、ここだけが特別ではないのではないかとラピスが問えば、クラースはこう答えてみせた。

「ここは十階層構築の迷宮なんだけど、普通にいけるのは九階層までなんだ。十階層は学校長の許可がないと入ることができない」

「そこに、そのヴォルフさんの功績の証拠が収められている、と？」

「そう。ボクも卒業する前に一度見ただけだけどね。今回の仕事である実地試験で受験者は九階層まで到とう達たつできると、ご褒ほう美びに十階層へ入れるんだ」

　学校長の許可は試験前にもらえるんだよと説明するクラース。

　これはいいことを聞いた、とロレンは思う。

　ここへ仕事を請うけにきたのはラピスが捜しているラピスの体の一部がこの迷宮にあるのではないか、という話が発ほつ端たんであったが、クラースの説明からしてそれがあるとすればその十階層の可能性が高いと思われた。

　ならば生徒達をフォローしつつどうにか九階層まで到達させ、ご褒美だという十階層に足を延ばせば、比ひ較かく的てき簡単に話は終わりそうだ。

　ついでにこの迷宮が一いつ般ぱん的てきには開放されていない理由というのもこれではっきりしたことになる。

　その十階層というのがどのような護まもりをされているのかは分からないが、外部からの冒険者がその十階層へ入り込んで、ヴォルフの功績の証あかしとやらを盗ぬすみ出したりさせないための措そ置ちであったらしい。

「ちなみに、生徒が断念しない限りは試験は続行されるので、ある程度の長丁場は覚悟しておいた方がいい。ボクが知っている最長記録は一ヶか月げつだ」

「その間、ずっと同行しなきゃならねぇとなると、あんまり実入りのいい仕事じゃねぇな」

「そうだね。だからこの仕事はここの卒業生が請けることが多いんだけど、キミらはまたどうしてこの仕事を？」

　クラースの質問にロレンはなんと答えたものかと考える。

　まさか馬ば鹿か正しよう直じきに地下の迷宮に用事がありました、とはいえない。

「興味ですよ。私もロレンさんもあまり真っ当な冒ぼう険けん者しやではないので、養成学校というものに興味がありまして」

　迷うロレンに対してラピスはさらっとその問いかけに答えてみせた。

　あらかじめ答えを用意していたのではないかとすら思ってしまうほどの滑なめらかさに、クラースはなるほどと納得した顔をし、ロレンはあまりに用意周しゆう到とうに思えるラピスの反応にやや呆れた顔をしてしまうのを隠かくすためにそっぽを向く。

　そんなロレン達をクラースが案内したのは、学校長の部屋である。

　学校からの依い頼らいではあるのだが、依頼主という点においては学校長をおいて他にない。

　ならばそこに挨あい拶さつにいくのは当然のことであり、クラースは到とう着ちやくした校長室の扉とびらを開ける。

「良く来た！　私がヴォルフ冒険者養成学校校長、ヴォルフ十世であるっ!!」

　途端に開いた扉の向こうから飛んできた大だい音おん響きように、クラースの体が強こわ張ばり、ロレンは思わず耳を塞ふさぎ、ラピスは素す早ばやくロレンの背中へと隠れた。

　ぎりぎりガードの間に合ったロレンと、その背後に隠れていたラピスは難を逃のがれることができたのだが、その大音響をまともに正面から受けてしまったクラースのひざが笑い出すのをやや背筋が寒くなるような思いで見るロレンは、その向こう側にいる校長なる人物を見てさらに背筋を寒くする。

　そこにいたのは小さな山のような男であった。

　校長という肩かた書がきに似合った格式ばった格好をしてはいるものの、そのスケールが常人とはかけ離はなれている。

　ロレンもそこそこ背せ丈たけの高い方ではあるが、校長用の机の向こう側に座すわっていたのは、座っているというのにロレンと目線の位置が変わらないような大男だ。

「何を突つっ立たっておる！　さっさと中へ入ってこんかぁっ！」

　びりびりと壁かべが震ふるえるのを耳を塞いだまま見ながら、この距離でそんな大声を出す必要はあるのだろうかと思いつつ、ロレンは肘ひじで固まっているクラースの背中を押す。

　押されたクラースは引き攣つった笑顔になりながらも、おそるおそるといった感じで校長室へとその足を踏ふみ入いれた。

「お、お久しぶりです校長先生。相変わらずお元気そうで」

「貴様も息災のようで、何よりであるっ！」

　やはり声がでかい。

　耳を塞いでいてもはっきりと聞こえるその声に、辟へき易えきするロレン。

　その背中ではそこに隠れたラピスが自分の頭を抱えるようにしてじっとその大音量に耐えているような状態である。

「そ、その校長先生。少し声を抑おさえるわけにはいかないですか？」

「黙れクラース！　貴様、我わが校こうを卒業した後の所業をワシが知らんとでも思っているのか！」

「その件についてはその、反省しております……」

「む？　そうであるか？　確かに、聞いていたのとは少し雰囲気が異なるようであるな」

　声のトーンがわずかに落ちた。

　それでも十分大声といえるほどの声ではあるが、どうにか耳を塞がなくとも耐たえられる程度には音量が落ち、ロレンは耳を塞いでいた手をどけ、ラピスはおずおずとロレンの背中側から顔を出す。

「心を入れ替かえたかクラース。多少は謙けん虚きよさを身につけたようであるな」

「ご心配をおかけしまして」

　ぺこりと頭を下げてみせたクラースに、校長は大きく鼻を鳴らす。

「聞いたままの貴様だったら、仕事の前に一度鍛きたえなおしてやる必要があるかと思っておったが、いらんようであるな」

「その機会に恵めぐまれまして」

「幸運であったな」

　なにやらロレンにはよく分からない会話を繰くり広ひろげている校長とクラースであったが、よく分からないところでなんらかの和解が成立したらしい。

　それを見み越こしてロレンは、いつでも逃げられるような体勢をとりながら、クラースを見て満足げに笑っている校長らしきその人物へと声をかける。

「おい、仕事の話をしてもらってもいい状況になったかよ？」

「おぉ、すまんな。昔の教え子が少しばかりオイタをしていると聞いたもので、釘くぎを刺さす必要があるかと思っていたのだが、不要であった」

「そいつは何よりだが、声をまた張らねぇでくれよ」

　釘を刺されなきゃいけないのは校長の方ではないかと思いながらのロレンの言葉に、校長はじっとロレンとその背中からひょっこりと顔を出しているラピスを見つめた後、クラースの方へと視線を向ける。

「今回はまた、かなりの手て練だれが来たものであるな。クラース、貴様の改心のきっかけはその辺りか？」

　じろりと睨にらみつけられて、クラースが恥はじ入るかのようにわずかに俯うつむく。

「お恥ずかしい話ですが」

「ふむ、そこのでかい男。礼を言わねばならぬようであるな」

「でかさじゃアンタに負けると思うが、礼とかどうでもいいから仕事の話をしてくれ」

　ロレンに促うながされて校長は自分の机の上へ二つの紙の束を置く。

　その紙は普通の大きさの紙であるのだが、校長が取り出すと小さな紙し片へんに見えてしまうから不思議だ、と思いながらロレンは机の前まで近づくとその紙の束を手に取る。

「次に試験を受ける者達の名めい簿ぼである。今回はクラースのパーティと、お前達のパーティとで二つ。迷宮へ潜ることになる」

「お前じゃなくてロレンだ。後ろにいるのがラピス。二人一組で仕事を請ける」

　名乗るロレンの背後から、ラピスがカッファの街の冒険者ギルドから持ってきた書類をそっと校長の目の前へと滑すべらせる。

　それに目を通した校長は、書類が間ま違ちがいないことを確かく認にんすると一いつ旦たん、引き出しの中へとそれをしまいこんだ。

　これで依頼は受理されたことになり、仕事が完かん了りようした後に校長の押おう印いんを貰もらって書類が返へん却きやくされるのだ。

「仕事の内容は受験者への同行。基本的に受験者達への助力は認めておらぬが、助言を求められたりした場合はしても構わん。迷宮内部でのことは全すべて自己責任とし、命を落としたとしてもその責は問われんから安心するがいい」

「救助するのは構わねぇんだな？」

「無論。ただその場合は速すみやかに地上に戻ること。受験者達は自分達で地図を描えがくことになっておるが、お前達にはあらかじめ迷宮の地図を渡わたしておく」

　既すでに何回も試験に使われている迷宮であるからこそ、地図はかなり完かん璧ぺきなものが出来上がっていたようで、有事の際にはそれを頼たよりに地上まで戻って来いとのことだった。

　同行者の助けを得てしまっては、受験者の実力を測ることなどできはしない。

　つまりはその助けが必要だろうと判断されたところで試験は終しゆう了りようということである。

「試験は第五階層を突とつ破ぱするのが合格条件であるが、いけるところまでいっても構わん。もちろんいけた階層の数は評価に直結しておる。逆に五階層までいけない限りは試験は終わらん。受験者が断念した場合はそこで終了である。質問はあるか？」

「第九階層まで到達した場合、十階層への入場を許可してもらえるってクラースから聞いたんだが、本当か？」

「本当である。正確には九階層におるキーパーを倒たおせれば、十階層への階段に到達できる。そこは通常封印されておるが、そこを通過する許可はワシが受験生に渡しておく」

「それが褒美ってのは、いささかしょぼい気がするんだがな？」

「何か持ち出せるのであれば、それも許可されておる」

　ニヤリと笑いながら校長が口にした言葉はロレンにとっては意外であった。

　遥はるか昔の冒険者であるヴォルフの功績の証を収めている場所から、物を持ち出してもいいというのは、破格の褒美であるように思えたからだ。

「同行者も、それは同じである。何か持ち出せるようなら持ち出してみるといい。だが、何が起こっても責任は取れぬので、そのつもりで」

「あぁ、ろくでもないトラップか守護者がいるんだな、それ」

　やれるものならやってみろという校長の態度は、それができない何かがそこに存在しているということであり、おそらくは学生やその辺の冒険者などでは到とう底てい太た刀ち打うちできないような何かが帰り道に待っているということなのだろうとロレンは考える。

　それと遭そう遇ぐうした時に、何も持っていなければ通過を許され、何かを持ち出していたのならばその何かを倒すなり乗のり越こえるなりしない限りは迷宮から出られないということになっているのだろう。

「それで、二つあるパーティのうち、どちらを誰だれが担当することにするかね？」

　問われてロレンはクラースを見るが、クラースはロレンに先に選ぶようにと促してきた。

　おそらくクラースはこの学校の卒業生であり、現在在学中の生徒達からもかなり慕したわれているようであるので、誰のパーティを担当してもそれなりにやってのける自信があるのだろう。

　そう考えたロレンは、二つのパーティに関する情報を記した紙の束を交こう互ごに見た後、片方の紙の束を机の上へ置いた。

「こちらのパーティを担当させてくれ」

「よかろう。しかし……何か選せん択たくに根こん拠きよはあったのかな？」

　校長に問われてロレンは、手の中の紙の上へと視線を走らせながら答える。

「少しばかりの縁えんがあってね」

　まだロレンの背中に隠れているラピスはその状態のままロレンの肩かた越ごしにロレンが持っている紙の束へと目を落とす。

　そこに書かれていたパーティリーダーのアインという名前と、そのパーティメンバーの容姿に関する情報を見たラピスは、それが昨日酒場でロレンが乱入して助けたあの一団のものであることを知って、なるほどと納得するのであった。







　顔合わせは非常に短時間で済んだ。

　それはお互たがいに全く知らない相手ではなかったということが、大きく影えい響きようしている。

　昨夜、酒場で出会った時も彼らが相当に若いということは分かっていたロレンであったが、改めて明るいところで顔を合わせると、その顔に残る幼さのようなものにロレンは少々複雑なものを感じてしまう。

「ロレンさん、ちょっと老ふけ顔ですもんね」

「自覚はあるから、わざわざ言うんじゃねぇよ」

　実の所、ロレンは自分のきちんとした年ねん齢れいを知らない。

　物心ついた頃ころから数えれば、二十歳はたちを少しばかり越えたくらいの年齢であるはずなのだが、確かな数字が分からないのだ。

　それについては周囲も気にしていなかったし、ロレン自身も傭よう兵へいをやる上では特に意味もないだろうと考えてこなかったのである。

　年齢を気にするような歳としまで生きていられるのか分からない生業、という点も少々影響していたのだが、若くてまだ学生の身である彼らの顔を見ていると、妙に老けたような気分になるのが不思議であった。

「大だい丈じよう夫ぶ、まだ若いですよ。ロレンさん」

「慰なぐさめとかいらねぇんだよ。ところで、ラピスって今いくつなんだ？」

「これはロレンさん。まさか貴方あなたに遠まわしな自殺願望があったとは驚おどろきです」

「おいおい……」

「冗じよう談だんですよ。見た目通りの年齢です」

　魔族であるから、実はとんでもない年齢ということはラピスに関してはなかったらしい。

　ただこれはラピスの自己申しん告こくであるので、どこまで真実であるかは分からなかった。

「お二人とも、今回は監かん督とくよろしくお願いします」

　やたらと元気のいい声でロレン達に挨拶をしてきたのは、今回ロレン達が同行することになっているパーティのリーダーであるアインという少年だ。

　少年といっても体格はかなりよく、がっちりとした体格に鎖くさり帷子かたびらを纏まとい、円形の盾たてに長ちよう剣けんを携たずさえた姿は典型的な前衛担当の戦士のいでたちである。

　短く刈かり込んだ金きん髪ぱつが彼の印象をさらに厳いかつく見せていた。

「別に監督なんていらねーんだけどな」

　そう嘯うそぶくのは茶ちや髪ぱつで軽い感じに見えたクラウドという少年。

　こちらは革かわ鎧よろいを身につけているが、ロレンが身につけているようなものよりもさらに部品が少ない胸鎧と言われるもので、腰こしから下げている武器も細身の長剣であるエストックだ。

　おそらくは速度を生かして戦うタイプの剣けん士しなのだろうとロレンは推測する。

「クラウド、止めておきなって。相手は冒険者だよ？　きっと怒らせると怖いよ？」

　かなり気弱なことを口にしているのは茶髪をおかっぱにしたアルという少年。

　こちらはラピスが身に纏っているのとデザインが似ている神官服に錫しやく杖じようのようなメイスをぶら下げている。

　聞けば、いちおうは至高神に仕える神官見習いということらしかったが、その気弱な様子からしてどうにも、神々の頂点に座しているといわれる至高神に仕える神官とは到底思えない雰ふん囲い気きの少年である。

「昨晩は、あぶないとこをありがとう！　ほんとに助かったよ！」

　妙に元気な声を上げるのが、ローブ姿に木の杖つえというオーソドックスな格好の魔ま術じゆつ師しである黒くろ髪かみショートの少女、フェイムだ。

　こちらは見た目通りの魔術師であり、卒業間近という身でいちおうは初級の魔ま術じゆつを一日に一回まで使える実力だと自己紹しよう介かいしてきた。

「この面子で九階層までいけると思うか？」

　顔合わせが終わり、アイン達が迷宮に潜もぐるための準備をしているのを遠巻きに観察しながら、ロレンは傍かたわらでぼうっとしているラピスへ小声で尋ねてみる。

　ロレン達の荷物は装備の他は一ひと纏まとめにしたものを宿屋から既に学校へと持ち込んでおり、ラピスはそれをバックパックに入れて背負っているが、ロレンは背中に大剣を装備しているせいでバックパックを背負うことができない。

　しかたなく頭ず陀だ袋ぶくろに詰つめ込んで左ひだり腕うでにぶら下げており、さらに左の腰には今回の仕事のために新調した無骨なナイフが一ひと振ふり、吊つるされていた。

「ロレンさん、ナイフも使えるんですか？」

　さらりと全く別方向の話題を口にするラピス。

「まぁな。戦場じゃ敵兵の首を掻かき切るのに使うからな」

　そう語って抜ぬき放って見せたそのナイフは、形状こそ確かにナイフの形をしてはいるものの、その長さは到底ナイフと呼べるような可愛らしいものではなく、刃はの肉厚もまるで斧おのか鉈なたのように分厚い。

「ほとんど小剣並みじゃないですか。よくそんなの武器屋で扱ってましたね」

「カッファの武器屋にこいつが一本だけあってな。頑がん丈じようさは保証するが無骨すぎて誰も買っていかねぇってんで、銀貨十枚にまけてもらった」

「いってくだされば、用意しましたのに」

「予備の武器なんだからよ。適当な切れ味と頑丈ささえありゃいいんだよ」

　そう答えるロレンであるが、ラピスは不満そうに鼻を鳴らす。

　ロレンが身に纏っているコートや、その背中に吊るしている大剣などは表面上はカッファの武器屋に偶ぐう然ぜんあった物ということになっているが、裏ではどうやらラピスが手を回して用意したものを、武器屋経由でロレンに売りつけてきた、ということははっきりとラピスが口にしたわけではないが、ほとんどばればれの事実である。

　これらを新調することでロレンはラピスに金貨三十枚という、軽く一財産を作れるくらいの借金を負っているのであるが、おそらく実際はそんな金額ではそろえることのできないような代しろ物ものであるらしいこともなんとなく分かっていた。

　そんなラピスに予備武器の調達をお願いすれば、またとんでもなく高そうな武器を用意してくるであろうことは分かりきっており、確かに本当の値段から考えれば非常識なくらいにお買い得なのかもしれなかったが、だからといってそれでも金貨何枚かもするようなものを次から次へと購こう入にゆうする余よ裕ゆうはロレンには無い。

「で、どうなんだよ？」

「彼らの実力的にということですか？　そうですね、ちょっと厳しいかもしれないです」

　あぁでもないこうでもないと、荷物の選択を行っているアイン達を眺ながめつつラピスが口にした評価は、やや辛からい代物であった。

「合格ラインの五階層まではなんとかいけそうですが、その下となると微び妙みようですね」

　校長から監督員へと渡された地図には、トラップの位置やその階層に出しゆつ没ぼつする魔ま物ものの情報などがかなり事細かく記されていた。

　ラピスはそれらの情報から、大体の各階層毎ごとの難易度を算出していたのである。

「ここの迷宮産の魔物が普ふ通つうの魔物と変わりないと仮定してのお話になりますが」

「どう違ちがうんだ？」

　ラピスの言葉に疑問を感じてロレンが尋たずねる。

　当然であるが元傭兵であったロレンは、迷宮などというものに入ったことはなく、ラピスのいう普通の魔物と迷宮産の魔物の違いが分からない。

「簡単に説明しますと、死ぬと死体が残るのが普通の魔物で、死ぬと体の一部を残して迷宮に吸収されてしまうのが迷宮産の魔物です」

「強さとか違うのかよ？」

「はい。迷宮の規模なんかで結構その強さは上下しますね」

　見た目が同じだからといって油断してはいけないのだとラピスはいう。

　ただ、今回潜る迷宮は学校が試験場として使っているくらいなものであるので、出現する魔物も通常と同じかそれより弱いくらいであろうとラピスは考えていた。

「最悪、あの四人には全ぜん滅めつしてもらって……」

　ぶつぶつと呟つぶやき出したラピスの言葉は、驚くほどに真っ黒な内容であった。

　それに対してロレンは即そく座ざに突っ込みを入れる。

「報告に上がる前に最下層に寄り道をってか？　俺おれは手伝わねぇぞ？」

「いや、そこは止めてくださいよ。何、静観する気でいるんですか」

　突っ込みを入れ返してくるラピスに、ロレンは素知らぬ顔でそっぽを向いた。

　そんなもしもアイン達に聞かれれば大変なことになりそうな会話を、こともなげに交わしているロレンとラピスである。

「そういや、お前の一部があるとするなら十階層なんだろうが、なんでそんなとこにあるんだよ？　三百年も前の冒険者が集めた代物が眠ねむってんだろ？」

　もしやラピスという魔族は、その頃から世界を渡り歩いていたりしたのだろうかという考えがふと頭をよぎったロレンであるが、ラピスの自己申告を信じるのであれば、そんな昔にラピスは生きていない。

　だがしかし、それではここの迷宮の最下層にラピスの一部が保管されている説明がつかないだろうとロレンが聞けば、ラピスは考えこみ、言葉を選ぶようにして答える。

「おそらく……うちの両親がこっそりと忍しのび込んだんじゃないかと。どこかに抜け道があるか、或あるいはうちの両親なら簡単に忍び込める程度の迷宮なのか……」

　簡単にいうラピスであるが、ここの迷宮は冒険者養成学校が専有し、その出入りを厳しくチェックしている迷宮であり、他の冒険者達が盗とう掘くつに成功したという話も聞かないような場所である。

　しかもラピスの両親であるならば、当然それは魔族であり、そんな存在が簡単に出入りしているようではセキュリティも何もあったものではない。

「何モンだよ、お前の両親って」

「今度挨あい拶さつにでも行きます？　なんでしたら招待しますけど」

　にやりと笑うラピスの顔には、何かしら他の意味も含ふくまれているように感じ取るロレンであったが、ここは素す直なおに正直なところを答えるべきだろうと口を開く。

「行きたくはねぇなぁ……そもそもここにそれがあるってのは、どんな根拠なんだ？」

　行きたくないと答えられて一いつ瞬しゆんがっかりした顔をしたラピスだったが、その後の問いかけに対して彼かの女じよは何の脈みやく絡らくもなくロレンの右手を取る。

　いきなりラピスに手を取られたロレンはほんの少しだけ驚きを覚えるが、そんなロレンに構わず、ラピスはロレンの手を握にぎったまま問いかけてきた。

「ロレンさん、ここに自分の右手があるの、わかりますか？」

「そりゃ、俺おれの右手だしな。分からねぇ方がおかしいだろ」

「同じことです。私も私の一部なのですから、この辺りにあるだろうという漠ばく然ぜんとした感覚があるんですよ」

　握られた右手がそこにあることを実感することと、もぎ取られた体の一部がその辺にあるだろうと感じることとが同じことだといわれても、ロレンには今ひとつ理解ができない。

　ただそれは、考えてみてもやはり理解ができないことであろうと思われたので、そういうものなのだなと納得することにしてそれ以上深入りすることをロレンは避さけた。

「そいつをアテにするとして、どうやって下まで降りるかだよな」

「最終手段としては本当に、四人を〈睡眠スリープ〉か何かで行動不能にして、その間に用件を済ませてしまうという方法くらいしか……」

「よし、準備終わったな？」

　またラピスが物ぶつ騒そうな提案をし始めた矢先、どうやら荷物の準備が終わったらしくアインが他のメンバー達たちに確認の声を上げた。

　すぐに口を噤つぐむラピスの視線の先で、纏めた荷物を背せ負おいながらアイン達が出発前の気合を入れ始めている。

「合格ラインは五階層だけど、俺達が目指すのは十階層だ」

「俺らならいけるいける。問題ないっしょ」

「大丈夫かな……」

「がんばろう！　その為ために今日まで訓練したり、勉強したりしてきたんじゃない」

　アインが音おん頭どを取っているそれを聞いて、ロレンはおやっと思う。

　ラピスの目から見て、最下層へと到達するにはいまひとつ技量不足な感じがする彼らであったのだが、どうやら彼らの最終目標は最下層に到達するということであるらしい。

　それならば、彼らの目標を達成させてやることができたのならば、ラピスが口にするような物騒な手段を取らなくとも、ラピスの目的は達成できるわけで、それでいけるのならばそっちの方が何倍もいいはずであった。

「助言、くらいでなんとかなりゃいいがなぁ」

「ちょっとそれは望のぞみ薄うすな気がしますよ？」

　直接手が出せるならば、話は少しばかり簡単に済むだろうにと思ってしまうロレンであるが、今回の仕事の主役はあくまでも生徒達であって、ロレン達は脇わき役やくに徹てつしなければならない。

「バレないようにちょっとずつ手を貸して、どうにか最下層を目指してもらいましょうか」

「それしかねぇだろな」

「お二人とも、それでは行きましょう」

　アインの号令の下、ロレンとラピスに学生四人といった集団は迷宮の入り口に向けて歩き出す。

　学校の地下に存在する迷宮の入り口は、学校の建物の中にあるのだ。

　そのことがまた、迷宮に学生以外の者を入れさせないようにすることに一役買っているのだが、本当の本当に最悪なことを想定した場合、学校に無断で忍び込むことも考こう慮りよしておかなければならず、ロレンはその入り口へ向かう道すがら道順や周囲にトラップの気配などがないものか、きょろきょろと視線を動かしながら確認しつつ前へと進むのであった。







　迷宮への入り口、という言葉からロレンが連想するものはどうしてもかなり物々しいイメージになってしまう。

　しかしながら今回潜る迷宮の入り口は、ヴォルフ冒険者養成学校の一室から地下へと続いている階段であり、抱だいていたイメージからはかけ離れたとても質素な代物であった。

　拍ひよう子し抜ぬけしてしまうロレンであったが、入り口の質素さは迷宮自体の危険度とはまるで無関係なものであると気を引ひき締しめなおす。

　迷宮へと続く部屋でロレンはクラース達の一団とすれ違うことになった。

　なぜだか少女ばかりが四人いる一団を引き連れたクラースの後ろには魔術師であるアンジェの姿があったのだが、苦虫を口いっぱいに頬ほお張ばって噛かみ潰つぶしたような顔をしているアンジェの顔を見ていると、クラースがおかれている状じよう況きように彼女が非常な不満を抱いているということがよく分かり、ロレンは少しだけ笑ってしまう。

「君達もこれから入るのか」

　クラースの言葉に頷うなずくロレンであったが、不思議なことにクラースが引き連れている少女の一団からは敵意に似た視線を向けられ、首を傾かしげてしまう。

　この学校において人気者というか、好意を集めまくっているらしいクラースが親しげに話しかけているということが、そんなに気に食わないのだろうかと考えるロレンはふと、校長室で見せられた今回の受験者に関する書類の中身を思い出してクラースに尋ねた。

「なんか、メンバーが違わねぇか？」

　記き憶おくに残る、ロレンが選ばなかった方の受験者達の情報はロレンも詳くわしくは覚えていなかったのだが、少女ばかりということはなかったように記憶している。

　しかもクラースの背後にいる少女達は、いずれも剣士のいでたちをしており、そこまで偏かたよった構成でもなかったはずだった。

「クラース様が監督員を務めると聞いて、順番を替わってもらったのですわ」

　ロレンの疑問に答えたのは、クラースではなく背後にいる少女であった。

　金髪縦ロールといった髪かみ形がたで気の強そうな顔をしたその少女は、ロレンに対して臆おくすることなく堂々と胸を張り、少女達たちを代表するような形で口を開く。

「在学中、天才の名をほしいままにしたクラース様に監督して頂ける機会を、みすみす逃してしまうというのは、実に愚おろかな行こう為いですから」

「これ、誰だ？」

　お前には聞いてない、という雰囲気を隠そうともせずクラースに尋ねたロレンへ、クラースは少しばかり引きつった笑顔を向けながら答える。

「パルメ＝ペンタトニックさん。貴方あなたは興味がないと思うけれど、とある国の伯はく爵しやく令れい嬢じよう」

「感謝なさい冒険者。そもそもは貴方如ごときが言葉を交かわせる相手ではなくってよ」

　胸を反らして見下すような目をするパルメと呼ばれた少女に、目を合わせることもなくロレンはクラースに再度尋たずねてみる。

「学校じゃ爵位とかってのは有効なのか？」

「正式には在学中は爵位などに関しては考慮せず、学生は学生ということになっているけれど……才能の高い学生や彼女のような爵位の高い家の生まれの子というのが、幅はばを利かせることがあるのは事実だ……申し訳ない」

「なんでお前が謝あやまんだよ？」

　徐じよ々じよに声が小さくなっていくクラースに、呆あきれるロレンである。

　おそらくは今までの自分の行為を恥じているのだろうという予想は立たなくもないのだが、反省し行動を矯きよう正せいしている彼かれの態度を見ている身としては、そこまで恐きよう縮しゆくする必要もないのではないかと思ってしまう。

「そうですわ！　クラース様がこのような者に謝る必要など……」

「うん、ちょっと君、黙ろうか。ボクのことを慕ってくれているなら尚なおのことね」

　食ってかかりかけたパルメを、顔に影かげまで差してきたクラースがそっと引き止める。

　ロレンからしてみれば、女子生徒にいくら食ってかかられようともいかほどにも気になるようなものではなかったが、相手をせずにすむならば、それにこしたこともない。

　それくらいで女子生徒達に興味を失ったロレンは、彼かの女じよ達の後ろで渋しぶい顔をしているアンジェの方へと注意を向けた。

「すげぇ顔してんのな」

「気持ちは分かるでしょ？」

「なんとなく察するけどよ。あんたがそんなんだとクラースも気を揉もむだろうし、生徒の受けも悪ぃんじゃねぇか？」

　生徒からの感情はどうでもいいと思っていたかもしれないアンジェだったが、クラースの気を重くしているかもしれないという可能性を示し唆さされれば、その表情が少しばかり普通のものへと戻もどる。

　それでもまだ眉み間けんの辺りにしわが残っているのをなんとなく見ながらロレンは視線を周囲へと走らせた。

「残りの二人は？」

「ボイコット。今回の仕事は私とクラースだけよ」

　仕事の依い頼らいは、何人で受けなければならないという人数の条件は特に指定されていなかったようにロレンは記憶している。

　どうやらクラースの仲間である女騎き士しのレイラと女僧そう侶りよのロールの二人は、この雰囲気に耐えることができないと判断したのか、同行することを拒きよ否ひしたらしい。

「だったらあんたも拒否すりゃよかったんじゃねぇか？」

「クラースを一人だけ、女の子の集団に放り込めっていうの？」

　とんでもないことだといわんばかりのアンジェの剣けん幕まくに、ロレンがやや気け圧おされたように仰のけ反ぞってアンジェから距きよ離りを取ろうとするのだが、アンジェはそんなロレンに真正面から詰め寄よっていく。

「いい？　確かにクラースは顔もいいし腕うでもそこそこ立つ。性格もこのあいだ貴方に色々とされて傲ごう慢まんさも消えてきたし、角も取れてきた。けどね。異性への手の早さは、全く治ってないんだからね！」

「俺もそれは矯正した覚えはねぇな」

　覚えがないというよりも、クラースの手の早さなどロレンの知ったことではない。

　仲間の三人がいずれも女性で、しかも全員がクラースに好意を持っているらしいということから、多少は手が早いのだろうと思っていたが、そっちについてはそうであったからといってロレンに何か害があるわけでもなかったからだ。

「こんな人の目のない迷めい宮きゆうで、女の子ばっかりのパーティにクラースを放り込んだら。出てくる頃には全員、頭の上にハートが飛んでるわ！」

「いや、よく分からねぇけど」

「下手すると十月十日後には、あなたの子よ、認にん知ちしてって女の子が殺さつ到とうする羽目になんのよっ！」

　それはいいすぎだろうと思うロレンであったが、ふとクラースを見ればクラースは青あお褪ざめた表情で視線を明後日の方向へと泳がせているところであった。
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　周囲にいる女子生徒達たちは、そんなアンジェの台詞せりふに目を丸くして驚いている者もいたが、中には頬ほおを真っ赤に染めてやたらと嬉うれしそうな顔をしている者もいる。

「それを阻そ止しするためには、私が同行するしかないのよ」

「そりゃまた、災難だな。がんばれ」

　気の無い声せい援えんを送ってから、ロレンは再びクラースへと近づくと、その肩かたにぽんと手を置いて自分の方へと軽く引き寄せた。

「ほどほどにしとけよ？」

「いや……あはははは。ご忠告に感謝しようかな」

　力なく笑ってみせるクラースの様子に、これはもしかすると駄だ目めかもしれないという感想をロレンは抱く。

　迷宮内部でパーティが全滅した理由が痴ち情じようのもつれから、というのでは格好がつかないこと甚はなはだしいが、そういうことの顛てん末まつを見せられないことを祈いのるしかロレンにはできない。

「それで、どっちから先に入ります？」

　ロレンの話が終わったあたりを見計らって、ラピスが全員に話しかけるように尋ねる。

　迷宮へと続く階段は部屋の一角にあったのだが、全員が並んで仲良く迷宮へと入れるほどの広さはなく、今回の試験に参加しているパーティが二つあるのであれば、どちらかが先でどちらかが後に入らなければならなかった。

　先と後と、どちらが有利ということもないとロレンは思うのだが、そこは受験生同士に話し合いで決めさせた方がいいだろうと沈ちん黙もくを決める。

「貴方あなた達に先を譲ゆずりますわ。いいですわね？」

「ちょっと待って欲しい。勝手に決めないでくれ」

　あくまでも目線は上からのパルメと、真っ向から話をするアイン。

　各パーティのリーダー同士の会話は、最初からやや激しめに開始されたのであるが、その主な論点は、どうにかして相手のパーティを先に潜らせようというものであった。

　何をそこまで必死に、相手に先手を譲ろうとしているのか不思議に感じるロレンへ、ラピスがそっと囁ささやく。

「今回の受験者のパーティ、どちらも盗とう賊ぞくがいないんですよ」

　言われてロレンは、はたと気がつく。

　確かにアインのパーティは戦士二人に魔術師と神官の四人。

　パルメのパーティは見た感じから戦士ばかりが四人という構成になっていて、一人として盗賊の姿がない。

　冒ぼう険けん者しや養成学校というくらいなのであるから、盗賊の養成もしているはずではあるのだが、だとすればどちらのパーティにもそれがいないというのはおかしな話であった。

　迷めい宮きゆうを探たん索さくするにあたって、盗賊の有用性というものは説明するまでもない。

　あちこちに設置されているのであろう罠わなや、隠かくし扉とびら。

　或いは鍵かぎのかかった扉や箱を開ける場合に盗賊の技能は必ひつ須すなものであり、それがパーティにいないというのはどう見てもおかしい。

「おそらくですが、あっちの貴族子女のパーティに盗賊がいないのは、職業的に蔑べつ視ししていて、仲間に誘さそうことがなかったんでしょうね」

　貴族からしてみれば、盗賊などという職業は卑いやしい生業だと見ていても不思議ではない。

　まして貴族の子女がわざわざ盗賊の技能を修得しようとするはずもなかった。

　とはいえ、その技能なしに迷宮を探索するという行為は、迷宮探索に詳しくは無いロレンからしてみても、非常に危険な行為なのではないかと思ってしまう。

「宝箱なんかを無視するなら鍵開けの技能は必要ないでしょうし、罠なら注意深く観察したり、長い棒とかで地面や壁かべを叩たたきながら進めば、発見できなくもないですからね」

　ちょいちょいとラピスが指差した先にいる女子生徒は、背せ丈たけほどの長い棒を武器の他に持たされていた。

　ラピスが予想するに、おそらくその棒を持たされている生徒がその壁や地面を叩いて罠がないか探さぐる役目を命じられているのだろう。

「翻ひるがえってこちらのアインさんパーティですが、こちらはたぶん、単に盗賊の技能を学んでくれる人がいなかったんでしょうね。なんとなく四人全員仲良しグループみたいな雰囲気がありますし」

「だったら盗賊の仲間を一人入れりゃいいじゃねぇか？　別にパーティの人数に制限があるわけでもねぇんだし」

　ロレンの知らない冒険者の常識として、大体一つのパーティは四人ないし五人のメンバーで構成するというものがあった。

　これはそれ以上少ない人数でパーティを組めば危険に対する対処能力が足りず、これ以上の人数でパーティを組んだのであれば、今度は動きが鈍にぶくなるという冒険者達たちの経験則に基もとづいた数である。

　もちろん、効率を考えずにパーティを組むのであれば、下は二人から組めなくもないし、上には上限がない。

「たぶん、盗賊の知り合いがいなかったんでしょうね。なんとなくあの四人、閉へい鎖さされたコミュニティって感じがしますし」

　要は仲のいい四人が集まって作ったパーティに、必要なことは分かっていたとしても外部から別の人間を仲間に入れるということができなかったのではないかとラピスはいう。

　規模は違うが傭兵団でも似たような状況になることがある。

　それまで仲間内だけでなんとかやってきたものが、何らかの理由で人数が減った場合に、急に外から増員を入れるということに、内部の人間が強い抵てい抗こうを覚えてしまうのだ。

　これにより、新人を募ぼ集しゆうしようという気にもなれないままに、減った分の人数を残された者達で補おうとしてしまう。

「田舎者が余所よそ者ものを嫌きらったり、異常に警けい戒かいしてしまうようなものです」

「身も蓋ふたもねぇ比ひ喩ゆだな……」

「そんなわけで、彼らからしてみれば未み踏とうの地となる迷宮の中に、まず相手を侵しん入にゆうさせて様子見といきたい、という気持ちからの先行の譲り合いというわけですね」

　ラピスがそう話を締めくくるのに、ロレンが苦く笑しようしたあたりでそれまで喧けん々けん囂ごう々ごうと議論を重ねていたアインとパルメの会話が止まった。

　どうやら決着がついたらしいとロレンがそちらを見れば、顔を真っ赤にして悔くやしそうな表情のパルメと、どこかしてやったりという顔をしているアインの姿がそこにある。

「さぁ、先に入ってもらおうか」

「覚えていなさい庶しよ民みん。この借りは高くつくわよ」

　ぎりっと歯は軋ぎしりをしたパルメであったが、決まったことに異論を唱える気はないらしく、他の少女達を纏め上げると、ぺこぺこと頭を下げ続けているクラースと、そんなクラースの態度にも不ふ機き嫌げんさを感じているらしいアンジェとをつれて、迷宮へと続く階段を下りていってしまう。

「けどよ、その相手を先にいかせて安全を確保ってのは、同じ道を辿らねぇと意味がねぇんじゃねぇか？」

　別な道を通ってしまえば、先行も後続も意味が無い。

　そう考えるロレンへ、ラピスは呆れているという感情を隠すことなくいった。

「養成学校で教えている方法で探索をすれば、同じ道を通ることになるみたいですよ」

「そりゃどういう意味だ？」

「ここに来る前に養成学校のカリキュラムというものをちらっと拝見してきたのですが……迷宮に入った場合は、外がい壁へきと分かる壁に左手をついて、その壁にそって歩けばいいと教えているらしいです」

「それ、迷めい路ろの出口が迷路の真ん中とかにある場合は、一生出口に着かねぇ方法だって聞いたけどな？」

　外壁に沿って歩いて迷宮から出るためには、出口がその外壁のどこかになければいけない。

　これが外壁に接していないような迷宮の中心部に下層への階段などがあった場合は、この方法では出口にたどり着くことはできないのだ。

「その時は一周しながら作成した地図を頼たよりに、探索をしなおすんだそうです」

「気の長ぇ話だな」

　気の短い者が多い傭兵には務まりそうにない仕事だと、地図製作のための準備をしながらいつ迷宮へ足を踏ふみ入いれるか相談し始めたアイン達を見つつロレンは一つあくびを噛み殺ころすのであった。







第三章　突入から到着する







「よし、そろそろ行こうか」

　アインが全員をそう促うながしたのはパルメ達のパーティが階段を下りていってからかなり時間が経たってからであった。

　いかにパルメ達のパーティを先行させて、ある程度の安全を確保しようという考えであったとしても、流石さすがにパルメ達のすぐ後ろをついていかないというくらいの考えはあったらしい。

　どちらにしてもあまり格好のいい話ではないと思うロレンであるが、今回のロレン達の役割は受験者達の監督であって、その行動に文句をつけることではなく、そのくらいのことはロレンも分かっている。

「あんまり褒ほめられた行為じゃないですよね」

　ただロレンの傍らには、あまり自分の立ち位置というものを気にしない神官がいた。

　その神官はロレンが口にしなかったことをさらりと口にして、受験者達からあまりよろしくない類たぐいの視線を向けられるが、それに全く臆した様子も無く隣となりを歩くロレンに文句を垂れ流してくる。

「そもそも女性を先に歩かせて、安全を確保しようなんていう魂こん胆たんがよくありません。私が試験官なら、大おお幅はばに減点してるとこですね」

「冒険者ってのは騎き士しじゃねぇからなぁ。生き残るためなら何やってもいい、とかそういう教えなんじゃねぇか？」

　そこは傭兵にも通じるものがあると思っているロレンである。

　基本的に戦場というものは、生き残った者こそが正しいという考え方がある程度まかり通っている場所であり、騎士達たちが行うような作法や礼れい儀ぎに則のつとった行動というものは、賞賛されることがないわけではないが、それで死んだりすればいい笑い者にされるだけの場所だ。

「大体ラピスだって……未知の知識を手に入れるために、利用できる奴やつがいたら、利用すんだろ？」

　言われたラピスは、じっとロレンの顔を見つめた後、腕を組み考える格好をする。

「ふむ？　意外と彼ら、できる人達なのかも？」

「俺はお前とのパーティをこのまま組んでいていいのか心配になってきたぞ」

　引きつり気味の顔でラピスを見るロレンへ、ラピスはしばらくしてから冗談ですよと笑ってみせたのだが、本当に冗談であったのか、やや本気であったのかについては考えない方が幸せであろうとロレンは思う。

「それに、たぶんこいつらの思おも惑わくは外れると思うぜ？」

「それはまたどうして？」

　ロレンの指し摘てきにラピスは不思議そうな声を上げるが、ちょうどそれとタイミングを同じくして先頭を歩いていたアインが、階段を下りきると迷宮へと続いている扉を押おし開ひらいた。

　開いた扉の向こうは暗い通路になっており、少し真まっ直すぐ進んだところで左右に分かれているのがロレンには見える。

「暗くて何も見えないな。フェイム、明かりを用意してくれ」

「わかったよ」

　火打ち石が何度か鳴らされ、作られた火種がフェイムの持つランタンに火を灯ともす。

　生じた明かりが迷宮の壁を照らすとようやくアイン達は安心したかのようにほっと息をついた。

「よし、じゃあ進むぞ」

　先頭を戦士であるアインとクラウドが務め、その後ろをアルとフェイムが続く。

　迷宮の通路は二人が並んで歩くくらいの広さがあり、天てん井じようはやや高くフェイムが掲かかげているランタンの明かりは届いていない。

　それでもロレンの目は天井までの距離が自分が背中の大たい剣けんを振ふるったとしても十分に余裕があるくらいの高さがあることを見て取っていた。

「天井、高いですね」

　上を見上げるラピスに、ロレンは無言で頷いてみせる。

「俺が大剣を振るっても、まだ余裕がありそうだ」

「ロレンさん、なんで見えてるんですか？」

　言われてロレンはふと気がつく。

　前を歩いているフェイムが掲げているランタンの明かりは天井まで届いていない。

　つまり天井付近は本来、闇やみに覆おおわれているはずでロレンの目に天井が映るわけがないのだが、見上げたロレンの視線には、はっきりと石造りの天井が見えている。

「……夜目が利きくっていっただろ。これくらいの明かりがあれば、どうにかぼんやりとは見えんだよ」

「なるほど」

　ロレンの答えにラピスはそれっきり興味を失ったように、そのことについて触ふれてこようとはしなかったが、ロレンの内心はかなり焦あせりを覚えていた。

　心の中で、自分の中に眠っているらしいシェーナへ呼びかけを行えば、すぐにシェーナからの反応が返ってくる。

〈闇を見通すアンデッドの目ですよ〉

　シェーナの感覚共有はロレンが持っている感覚をシェーナも感じ取ることができるようにするものだとばかり思っていたロレンであるが、どうやらシェーナの持っている感覚をロレンの器官に還かん元げんすることもできるらしい。

　アンデッドにとって闇とは、常に身近にあるもので、当然ながらどのアンデッドも闇の中で自分以外の存在を知覚する能力を兼かね備そなえている。

　ノーライフキングであるシェーナの目は、最上位のアンデッドということもあってなのか、闇そのものを見通してしまう視覚を持っているらしかったのだが、その視覚をロレンの目に同調させた結果が、ランタンの明かりが届かない場所まで見ることができてしまう現状を引き起こしたらしい。

　そういうことをやるなら前もっていっててくれと思わなくもないロレンであるが、シェーナが良かれと思ってやったことに文句をつけるのもどうなのだろうと考えて、とりあえずは心の中だけでシェーナに礼を告げる。

　そうこうしている間に、アイン達は通路を進み、最初の分ぶん岐きにたどり着いた。

　学校の教えを守るのであれば、左側の壁に沿った形で進むべきであり、アイン達は特に相談するようなこともなく、左右に分かれた通路を左側へと進み始める。

「俺はな、クラース達は右に行ったと思うんだよ」

　アイン達に聞こえないように、ひそひそと囁いたロレンにラピスは首を傾げる。

　ラピスがこっそりと見てきた学校のカリキュラムからすれば、左側の壁に沿って進行方向を決めたアイン達の行動は、この学校の教えからすれば定石であるはずだったのだが、ロレンはそれを否定してみせた。

「先に入ったパルメ達だが、言い負かされた上に自分達がアイン達の露つゆ払はらいなんぞをさせられるってのは腹に据すえかねる話だとは思わねぇか？」

「それはまぁ理解できますね」

「だからあいつらは、右に行ったと思うぜ。別に右手の壁に沿って歩いても、同じ結果になるわけだしな」

　この方法による迷路の攻こう略りやくは、外壁に接している壁伝いに歩けばいいというだけで、必ず左側の壁を選ばなくてはならないわけではない。

　その後の行動を統一できるのであれば、右か左かのいずれかを選んでそれに沿い続ければいいだけの話なのである。

　ならば、後から来るアイン達が学校の教え通りに左側の壁を伝うだろうと予測し、その露払いをしないように行動しようとすれば、自然と選ぶのは右側の壁になるということであった。

「それ、教えてあげないんですか？」

　アイン達の行動が、先行しているパルメ達がある程度の安全を確保してくれているという考えの下に行われているのであれば、パルメ達が先行していないとロレンが予想している左側の通路を進む限り、非常に危険な状態に陥おちいっていると考えるべきであった。

　この先にパルメ達はいないぞと、一言教えてやればアイン達の警戒も強まりそうではあったのだが、ロレンは自分の予想をアイン達に伝える気は全くない。

「聞かれてねぇからな。あくまでも俺達は監かん督とくが仕事で、求められりゃ忠告してもいいってだけの身分なんだからよ」

　まだ迷宮に入ったばかりであり、浅い階層にそれほど致ち命めい的てきなものはないだろうとロレンは考えている。

　ならばパルメ達が先行していないということに気がつかなかったとしても、大事にはなりにくいだろうし、仮に大事になったとしても、迷宮内部での出来事は全すべて受験生達にその責が帰すると校長より聞いている以上、ロレン達には責任が生じない。

「それにこんな浅い階層で、助言を求められるようじゃ、最下層にたどり着くなんて無理だろ」

「それもそうですね」

　ロレンの言葉に同意して、ラピスは視線を先頭を歩く二人へと向ける。

　現状では、ある程度時間をおいてはいるものの、パルメ達が一度は取った道を進んでいるつもりの二人は、時たま自分達の持っている武器の先などで床ゆかや壁などを突つついているもののその歩みは少しばかり速い。

　それを追いかけるような形になっている後衛の神官と魔ま術じゆつ師し。

　これでは急に背後からの攻こう撃げきがあった場合に、対処できなくなるのではないかと思うロレンなのであるが、よく考えてみるとこの一団の最さい後こう尾びに位置しているのは自分とラピスの二人であり、もし背後から奇き襲しゆうを受けたりした場合、それに対処しなければならないのが自分達であるということに気がついた。

「俺達、体のいい盾たて扱あつかいなんじゃねぇか？」

　迷宮産の魔ま物ものがどのようなものであれ、受験生と監督員とを区別して襲おそい掛かかってくるほど器用にできているとは考えにくい。

「もしかすると監督員の利用方法なんかも、試験のうちだったりするんでしょうか」

「もしそうなら、事前に説明しといてくれねぇと気持ちよく利用されてやれねぇよなぁ」

「あの校長ですと、説明するのを忘れてたという可能性も否定できないです」

　ラピスにいわれてロレンは、校長室で見たあの巨きよ体たいを思い出す。

　その容よう貌ぼうは確かに、細かいことは気にしなさそうな雰ふん囲い気きがあった。

　あの校長はその名前からして古いにしえの冒険者の血筋に連なっているのだろうと考えられるが、英えい雄ゆうの子が英雄であるかと問われれば、そうでもない場合も多々あり、仮に英雄のような力を持っていたとしても、教育者としては失格という可能性もある。

「まぁその分も報ほう酬しゆうに入っているものと諦あきらめるしかないと思いますよ」

「だったら随ずい分ぶんと安い報酬じゃねぇか？」

「ほとんどボランティアみたいなノリなんでしょうね」

　そんなことをひそひそぼそぼそと会話しながら歩くロレンとラピスなのだが、そうなってしまうのにはわけがあった。

　なにせ、非常に暇ひまなのである。

　少しばかり速い移動速度ではあるのだが、それでもアインやクラウドは罠や敵の接近などに注意を払はらい続けており、アルやフェイムは咄とつ嗟さの事態にも対応できるように、いつでも法術や魔ま術じゆつを行使できるように身構えていた。

　そんな警戒をしているパーティなのであるが、肝かん心じんの敵が一向に出てこないのである。

　もしや予想に反してパルメ達のパーティは入り口のところで右側へは行かず、素す直なおに左側を選んでいるのではという思いが生じてきてしまうほどに、アインが選んだ道は魔物とのエンカウントが全く無かったのだ。

「浅い階層だから仕方ねぇのかな」

「全く何も出てこないというのも不気味ですね」

「そうなのか？」

　魔物が出てこないということは、暇は確かに暇であるのだが、危険がないということでもあり、それはいいことではないのかとロレンは思う。

　だがラピスはそんなロレンの考えを否定してみせた。

「浅い階層でも、ここが迷宮であるならば、どこかにちゃんと魔物が湧わくポイントがあるはずなんです」

　そして魔物が出現するポイントがあるのだとすれば、どれだけ広い迷宮だとしても全く魔物と出会わないという可能性は少ない。

　だが現実はロレン達が迷宮に足を踏み入れてからというもの、一匹ぴきの魔物も眼めにしていないのだ。

「あたし達の運がいい、ってことじゃない？」

　ロレンとラピスの会話に入り込んできたのは、ランタンを掲げ続けているフェイムであった。

　他の三人はロレン達が最後尾でしている会話に入る余よ裕ゆうなどなく、足早に移動しながら周囲を警戒しているのだが、一人ランタン係をやっている彼かの女じよだけは、会話に参加できるくらいには暇を持て余していたらしい。

「運で片付く話ならいいんですけどね」

「悲観的だなぁお姉さん。隣のお兄さんみたく、顔が老ふけちゃうよ？」

　思わぬタイミングで言葉による攻撃を受けたロレンが、なんともいえない顔で頭を掻かくと、隣のラピスは口元を手で隠しながらロレンに背中を向け、細かく肩を震ふるわせた。

　どうやら笑っているらしいことはロレンにはすぐに分かったのだが、自覚もある話であり、文句のつけようもない。

「でもお兄さん、あたしちょっと老けてる顔の方が好きだよ」

「ぶっ!?」

　いきなり方向転てん換かんを見せたフェイムの言葉に、それまでとは違ちがった意味合いでラピスが吹ふきだし、続いてげほげほと咳せき込みだした。

　言われた当の本人であるロレンは、フェイムの言葉になんと答えたらいいか分からないままに頭を掻き続けている。

　いちおう、褒められたような気配のある言葉ではあるのだが、老けているという評価が覆ったわけでもなく、怒おこるのは違う気がするし、礼を言うのもまた何か違う気がして、言葉が見つからないのだ。

〈お兄さん、この人は敵ですか……？〉

　とりあえずは頭の中に響ひびいてきた凍こおりつきそうな気配のシェーナの声を宥なだめてやりながら、ロレンは迷宮自体の危険性とは別な要因で、自分達は無事にこの仕事を終えられるのだろうかと心配になり始めるのであった。







　そんなロレン達たちがようやく魔物との遭そう遇ぐうを果たしたのは、地下二階に下り立ってからのことであった。

　結局、地下一階では魔物と出会うことなく、下へと続く階段を発見したアイン達であったのだが、二階に下りてから少し歩いた小部屋で、四匹のゴブリンを発見したのである。
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　すぐさま臨戦態勢に入るアイン達。

　その速度は、それなりに訓練を積んだ者の反応であり、それほど期待はしていなかったロレンもその点についてのみは、及きゆう第だい点てんを与あたえてもいいのではないかと考える。

　それに比べて、とロレンは侵しん入にゆう者しや達を目にして身構えたゴブリン達の様子を見た。

　以前、それが大量に出てくる遺い跡せきで酷ひどい目に遭あわされた魔物であるが、数さえ揃そろわなければ通常、世間一いつ般ぱん的てきに思われている程度には弱い魔物である。

　だが、今回遭遇したゴブリン達はそんなイメージを鑑かんがみても、それよりもさらに弱々しい雰囲気を醸かもし出しており、ロレンは眉まゆ根ねを寄せた。

　迷宮産の魔物の強さは迷宮の規模などに左右される、という話を事前に聞いていなければ何かしらの病気にでもかかっているのではないだろうかと思ってしまうほど、ゴブリン達の粗そ末まつな小剣や盾たてを構える手がぷるぷると震えてしまっている。

　これでは最初から戦いにはならないだろうと思うロレンの前で、前衛を務めているアインとクラウドが武器を構えつつ気合の声を上げた。

　だが、それよりも速く攻撃を仕し掛かけた者がある。

　それは魔術師のフェイムであった。

　もちろんここで一回しか行使することのできない魔術を使ってしまったのならば、ロレンとしても呆れ返る以外のことができないような事態になってしまうところだったのだが、フェイムが使ったのは魔術でもなければ、左手に握にぎっている木の杖つえでもなく、ランタンを木の杖の先にぶら下げて、右手でローブのポケットから抜ぬき放ったダーツの矢である。

　勢いよく彼女の手から放たれたダーツの矢は、狙ねらい過たずに一匹のゴブリンの肩へと突き刺ささった。

　だが、ダーツの針はそれほど長いものではない。

　ゴブリンの皮ひ膚ふはかなり厚く、それ自体が簡素な革かわ鎧よろいくらいの防ぼう御ぎよ力りよくを持つものであるのだが、ぎりぎりそれを貫かん通つうするくらいの威い力りよくしかないダーツの矢が刺さったくらいで、ゴブリンが怯ひるむこともないようにロレンには思えた。

　しかし、その思いに反してダーツの矢が突き刺さったゴブリンは、手に持っていた武器を取り落とし、ダーツの矢が刺さった部分を手で押さえながら床の上を転げ回り始める。

「よし！　効いた！」

「えげつないですね。あれ毒塗ぬってますよ」

　ぐっと拳こぶしを握るフェイムを半眼で眺ながめるラピス。

　この場合、毒を使ったフェイムとすぐに毒だと看破したラピスと、どちらの思考がよりえげつないのだろうかという疑問を抱だいたロレンだったが、その思いはすぐに剣と剣とが打ち合わされる音にかき消された。

　見ればアインとクラウドがちょうどゴブリン達と接近戦を開始したところで、盾を持つアインが二匹のゴブリンを引き受け、残りの一匹をクラウドが相手にしている。

　アインの戦い方はひどく消極的だった。

　盾も剣もどちらかといえば防御に徹てつするような形で使い、相手にダメージを与えにいこうというつもりが見えない。

　だが、確実に二匹のゴブリンを自分に引き付け続けているという点においては、前衛の仕事を果たしているといえた。

　クラウドの方は速度を生かして手数を稼かせぐ戦いをしている。

　突くことに特化したエストックは、打ち合いをするには向いていない。

　だからこそ相手の攻撃をかいくぐり、一方的に自分の攻撃を当て続けることこそが戦い方となるのだが、今回に限っては相手のゴブリンが見ていてかわいそうになるくらいに弱っており、クラウドの動きに全くついていけていない。

　それでも必死に盾と小剣を使ってクラウドの突き技を防御し、カウンターで一いち撃げきを入れようともがくのであるが、クラウドは深追いすることなく、常に相手に一撃を加えてはすぐ間合いの外に出るという戦い方で、ゴブリンの攻撃が届くことがなかった。

　それでも見ているロレンからいわせると、かなり弱っているゴブリン相手にちくちくとひたすら小さな傷を作り続けているクラウドの戦い方は、ふざけているのでなければ、相手を嬲なぶっているようにしか見えず、あまり気持ちのいい光景ではない。

「アル！　今だよ！　押さえてるからぶん殴なぐって！」

「えぇええ！　だってまだ動いてるよ!?」

「それを動かないようにしなきゃいけないんでしょっ！」

　メイスを両手で握り、おっかなびっくりといった感じで最初にフェイムが倒たおしたゴブリンへと近づいていくアルの向こう側では、フェイムが毒のついたダーツを突き刺して弱らせたゴブリンの背中を踏んづける形でその動きを止めている。

「早くしてよ！　そんなに強い毒じゃないんだから！」

「うぅぅ……分かったよ……」

　ほとんど半泣きになりながら、アルは手にしているメイスを振りかぶる。

　フェイムが踏んづけているゴブリンが、その動作を見てもがき出し、フェイムの足の下から逃のがれようとするが、フェイムはさらに力を込めて踏みつけることでゴブリンをそこから逃さない。

「このぉっ！」

　気合の声というにはやや間の抜けた声と共に、振り下ろされたメイスは本当ならば頭を砕くだくべく振り下ろされたのであろうが、狙いを外してゴブリンの背中、肩けん甲こう骨こつ辺りに当たって鈍い音を立て、ゴブリンが痛みに悲鳴を上げる。

「やぁっ！」

　さらに振り下ろされた一撃は、ゴブリンが頭を庇かばおうとした腕に当たって打たれた腕がおかしな方向へと曲がる。

　また一つ大きくなったゴブリンの悲鳴を聞きながら、アルは汗あせを拭ぬぐうような素そ振ぶりをしつつ、手に持ったメイスを不思議そうに見つめた。

「なんで当たらないんだろう？」

「そりゃ、振り下ろす時に目ぇ瞑つぶってりゃ、当たるもんも当たらねぇわな……」

　思わずといった感じでロレンが口を挟はさんでしまう。

　監督員として、求められてもいないというのに助言をしてしまうというのは、褒められた行こう為いではなかったが、このままやらせ続けているといずれゴブリンを押さえているフェイムを殴りそうな気がして仕方なく、そうならなかったとしても一思いに楽にしてもらえないゴブリンが、ロレンからしてみれば、ある意味哀あわれすぎた。

「でも目を開いて振り下ろしたら、当たった時に見たくないものが……」

「じゃあやるな。なんで冒険者になんかなりやがった？　そもそもだな……」

　思わず怒ど鳴なりつけそうになったロレンの腰こしにラピスが背後から抱きつくように腕うでを回してアルへと掴つかみかかろうとするのを止める。

　そんなロレンの行動を不思議そうに見ていたアルは、すぐにまだゴブリンが生きているということを思い出すと、手にしているメイスをまた振りかぶった。

「ラピス、なんで止めやがる？」

「気持ちは分からなくもないのですが、ここは抑おさえてください。監督員の役割の範はん疇ちゆうを超こえていますし、ここはおそらくそういうことを学ばせる場所でもあるんでしょう」

「けどよ……」

「えぇ、私もここまで酷いとは思っていませんでした。冒険者養成学校の卒業試験を受験する、と一口にいってもやはり、質はピンキリということなのでしょう」

　いわれたロレンはしばらく不満そうな表情を顔に浮うかべていたが、やがて一つ舌打ちをすると、まだ自分の腰に抱きついているラピスの頭をぽんぽんと軽く掌てのひらで叩いた。

　それはもう大だい丈じよう夫ぶだという意思表示のつもりであったのだが、ラピスはロレンの腰から腕を放そうとしない。

「おい、ラピス？」

「ロレンさん、何気に腰がきゅっとしてません？」

「お前よりは太ぇから心配すんな。それよりここはそういうことも含ふくめての学校用の迷めい宮きゆうってことなのか？」

　尋たずねたロレンに、ラピスはその腰から腕を放しつつ顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべてみせる。

「ここのゴブリン達たちは、迷宮産の魔物ってやつなんだろ？」

「えぇそうでしょうね。外から魔物が流入してくるような要素がありませんから」

「ってぇことはだ。あの随分と衰すい弱じやくしているように見えるゴブリン達ってのは、試験用の魔物として迷宮が生み出したってことなんだろ？」

　ロレンの言葉に、ラピスは視線をアイン達の方へと向ける。

　自分から攻撃に出ようとしないアインは、二匹のゴブリンを引き付けたまま、進展の無い戦いを繰くり広ひろげており、相変わらずクラウドは、動きの鈍いゴブリンへ小さな傷を作り続けていた。

　アルとフェイムが二人がかりで始末しようとしているゴブリンもまた、アルの振り下ろすメイスの命中率が悪すぎて、フェイムに踏まれたままなんとか逃にげ出そうと暴れており、フェイムがその背中に、おそらくは麻ま痺ひか神経性の毒が縫ぬってあるのであろうダーツを突き刺しなおそうとしている。

「ロレンさん、確かに迷宮産の魔物というものは迷宮の規模によってその強さが変わる存在なのですが、わざわざ衰弱している魔物を生み出す迷宮なんてないですよ？」

「いや、だってよ……」

「考えてもみてください。衰弱している魔物を生み出すくらいなら、衰弱しているのと同じくらいの普ふ通つうの魔物を生み出せばいいんです。なんでわざわざ衰弱させた状態で生み出すんですか？」

「そりゃ俺おれに聞かれたって困る」

　ラピスに分からないものが自分に分かるわけがないとロレンは匙さじを投げる。

　そんな匙を投げられた形になったラピスは、胸の前で腕を組むと、まだ戦っているアイン達を眺めながら、口をへの字に曲げた。

「ロレンさんが衰弱している、というのですから衰弱しているのでしょう。問題は何故なぜそんなことが起きているのか、ということです」

　念ねんの為ため、ロレンはこっそりとシェーナに意識を向けて、それがシェーナの仕し業わざではないのかという確かく認にんを行う。

　魔物が衰弱しているという理由が、シェーナのエナジードレインにあるのではないか、と考えてしまったからなのだが、シェーナから返って来た答えは否であった。

「迷宮が衰弱している魔物を生み出すような非効率的なことをするとは思えません。そうなると理由は二つ考えられます」

「一つ目は？」

「生み出された後に、何らかの理由で衰弱させられた、ということです」

「二つ目は？」

「生み出すシステム自体に何らかの不具合が発生しているという可能性」

「で、どっちが原因かってのは分からねぇわけだな？」

「情報が少なすぎますので」

　いずれにしてもこの迷宮で何かが起きているということだけは確かなようだとロレンは溜ため息いきを一つ吐はき出しながら考える。

　面めん倒どうなことになるくらいならば、シェーナが悪ふざけをしていた、というのが原因であった方がどれだけマシか分からないが、本人に確認してその可能性は既すでに潰つぶされてしまっていた。

「厄やつ介かい事の臭においしかしねぇ……」

「私も、私の一部の話がなければ回れ右をしてここから帰りたい気分になってきましたが……そうするとまた依い頼らい失敗の上、今度は途と中ちゆう放ほう棄きのペナルティで、罰ばつ金きんまで発生してしまいますから悩なやみどころです」

「参考までに、罰金ってないくら支し払はらうんだ？」

「成功報酬の五倍です。ロレンさん、支払えます？」

「俺の懐ふところ具ぐ合あいは、お前も知ってんだろ？」

　当然ながら払えるだけの現金をロレンは持ち合わせていない。

　罰金を支払えなかった場合、その冒ぼう険けん者しやの身にどのような災難が降ふりかかってくるのかロレンは知らないが、どう考えてもろくな未来が待っていないということは確かなようであった。

「なんなら、お前だけ抜けても恨うらみ言ごとはいわねぇが？」

　ラピスの懐事情であれば、違い約やく金きんなどすぐにでも支払えるだろうと思うロレンである。

　おそらくそれは事実なのであろうが、ラピスは苦笑するとこう応じてみせた。

「ご冗じよう談だんを。元々私が受けたいといった仕事ですし」

「そうか？」

　何発目になったのか分からない、アルの攻撃が偶ぐう然ぜんゴブリンの頭を捉とらえた。

　その一撃がとどめとなって、ゴブリンは何度か痙けい攣れんした後にその場で動かなくなる。

　命を失った迷宮産の魔物は、そのまま迷宮に吸収され体の一部が素材としてその場に残る、はずであったのだが即そく座ざに崩くずれたゴブリンの体が迷宮へと吸収されていった後には何も残ってはいなかった。

「あれ？　なんで？」

「珍めずらしいね。素材が残らないことってあるんだ」

　きょときょとと周囲を見回しているアルと、聞いたことのない結果に興きよう味み津しん々しんといった雰囲気のフェイム。

　その向こう側ではクラウドがようやく相手にしていたゴブリンを倒し、アインが抑えている二匹の内の一匹を受けもとうとアインの所へ駆かけ寄よっていく。

　クラウドの背後では彼かれが倒したゴブリンの体が即座に崩れて迷宮の床に沁しみ込むように消えていき、それすらも消え去った後には何一つ残っているものはなくなっていたのである。







　得る物のないゴブリン達との戦いの後、ロレン達はやはり魔物と遭遇することなく地下三階への階段を発見していた。

　ここまで魔物との遭遇がなければ、何かおかしなことが起きているということは明白であり、アイン達も何かしら不安がっているのではないか、と思うロレンであったのだが、当のアイン達は不安がるどころか、魔物との戦せん闘とうがほとんどないことを喜んでいたりする。

「この分なら合格ラインの五階踏とう破はは楽勝だな」

　アインの言葉に嬉うれしそうに頷うなずいているパーティメンバー達であるが、ロレンの目からしてみればこのくらいの実力の彼らをそのまま冒険者として野に放った場合、一年後に全員が生きている可能性は、自分が明日突とつ然ぜん魔ま術じゆつが使えるようになるくらいの確率ではないかと思ってしまっている。

　受験者、という言葉に惑まどわされ気味であるが、試験というものは必ずしも合格する目のある者ばかりが受けるものではないということを、ロレンは思い知らされていた。

「先が短そうですね」

　同じ感想を抱いたのか、ラピスが淡たん々たんとした口調でそんなことを呟つぶやくのに、ロレンとしては頷く以外の行動がとれない。

「ところでロレンさん気が付いてます？」

「金きん髪ぱつ縦ロール達の姿がないってことか？」

　問われて答えたロレンに対して、ラピスは少しだけ不満げな表情をみせた。

　おそらく、なんのことだと問い返してからの会話を期待してはいたのだろうとロレンも思うのだが、こう如によ実じつに分かる懸け念ねん材料が目の前にあっては、それを無視して尋ね返すような芸当はロレンにはできない。

　二人が気にしているのは、先行しているはずのクラースを引き連れたパルメ達のパーティの動向であった。

　校長から渡わたされている地図によれば、この迷宮では下の階層へと下りる階段は一ヶか所しよしか存在しておらず、これだけ障害なく進んでいるのであればどこかで追いついてしまったとしてもおかしくはない。

　しかし、パルメ達のパーティは姿ばかりか気配すらなく、それがロレンの懸念材料となっていた。

「戦闘の実力はあちらの方が上っぽかったですから、こちらよりもさらに速い速度で先に進んでいるんでしょうね」

「追い抜いた気配もねぇしな」

　弱っているゴブリン達にかなりの時間を食ったアイン達である。

　パルメ達をどこかで追い抜いてしまっているとは考えにくかった。

「この分じゃ、あっちはもう五階層まで下りちまってんじゃねぇか？」

「うーん？」

　アイン達に見えないように、地図を広げて道筋を確認しているラピスが唸うなる。

「それはあっちのパーティがどのくらいの実力者なのかってことによりますねぇ。こっちとどっこいどっこいなら進んでても四階止まりでしょうし」

「パルメさんのパーティのことなら、剣技だけなら学校でトップグループに入る実力だよ」

　ラピスの呟きに割り込みをいれてきたのはフェイムであった。

　ロレン達の先を歩いていたアイン達であるというのに、いつの間にやら一人だけ後ろを歩いていたロレン達の所まで下がってきていたのである。

　フェイムが近づいて来た、というだけで不ふ機き嫌げんさが増していくラピスであるのだが、険しい顔になりつつあるラピスの顔を掌で隠かくして、ロレンは近づいて来たフェイムに色々と尋ねてみることにした。

　迷宮の探たん索さくに関かかわることでなければ、助言や忠告としては受け取られないはずで、それならば監督員の範疇を超えたとはいわれないだろうという打算の下にである。

「あのパルメとかいう縦ロールはそんなに強いのか？」

「そりゃもう。その周りにいた女の子達も、今回の受験者の中じゃ十位以内には入る剣の使い手ばっかりだよ」

「あっちとこっちと、差がありすぎやしねぇか？」

「あはは、やっぱりそう思う？」

　笑うフェイムであるが、笑い事ではないとロレンは思う。

　そしてフェイムのいうことが本当であるならば、おそらくパルメ達はすでに五階層に到とう達たつしているか、突とつ破ぱしている辺りまで行っているだろうとも。

「あたし達は、貴族でもないし才能があるわけでもない。そういう人間の集まりだからね」

「ちょっと待て、冒険者養成学校ってのは、才能ある人材を育てるための学校って話じゃねぇのかよ？」

　確かラピスの話ではそういう組織であったはずだとロレンがラピスの方を見れば、ラピスは嘘うそはいっていないとばかりにこくこくと首を縦に振ってみせる。

「基本的にはそうなんだけどね。やっぱほら、才能があるって一言で言ってもすごい人もいればそうじゃない人もいるじゃない？」

　それはそうだろうとロレンは思う。

　言葉にすれば一言でしかないが、程度の差というものは存在するはずで、驚おどろくほど才能がある者がいるならば、才能っぽいものが認められる程度の者もいてもおかしくはない。

「上の方だけで切せつ磋さ琢たく磨まできるならいいんだろうけど、中の上くらいの人から天才と呼ばれる人を見たら、やっぱり劣れつ等とう感かんが湧くじゃない？」

「なんとなく、言わんとしている所は理解したぜ……」

　つまるところ、この学校は才能のある人材を育成するという謳うたい文もん句くを掲げてはいるものの、一部にはそれほど才能がないというよりは、むしろ才能など全くなさそうな生徒の受け入れもしている、ということらしい。

　何故そんなことをしているのかといえばとロレンが考えたところで、ラピスがその答えを口にした。

「自分より下がいることで、一部の人間が安心するからですか。効果的ではあるのでしょうが、くだらないことしてますね」

「あはは、悪いことばっかりじゃないんだよ。いちおう戦い方や知識はちゃんと教えてくれるんだし」

　そのことをクラースは知っているのだろうか、とロレンは考えてみたが、おそらくは知らないのだろうなという結論に至った。

　もし知っていたのならば、ロレン達にそんな落ちこぼれ気味のパーティを担当させるような真似まねはしなかったように思うからである。

「国から支し援えん金きんも出るしね！」

「その分だと、学校の方にも補助金辺りが出てやがんだろうな」

　とびきりの人材からそこそこの人材までを育てるために、ものにならなそうな生徒を引き受けさせているのである。

　その分の駄だ賃ちんのような意味合いで、国から学校へいくらかの金が流れているのだろうと考えると、依頼を受けるときに顔を合わせたあの校長も、やや意外ではあるが腐くさった類たぐいの人間に分類されるらしい。

　そう考えたロレンだったのだが、その考えは次のフェイムの言葉で否定された。

「たぶん出てるんだろうけど、校長先生は知らないんだろうね」

「なんでだ？　奴やつがここの責任者じゃねぇのか？」

「学校の経営は、別な人達がやってるから。校長はほら、ここの学校の由来になった冒険者の血筋を引いているでしょ？」

　名前を聞けば分かるだろう、と思ったロレンはそこで気がつく。

「名前だけ貸してるわけかよ」

「正確には校長すらも雇やとわれ、ということのようですね」

　補足するようにラピスが口を挟む。

　あの校長がこの辺りの事情を説明されているのかどうかはこの時点においては分からないが、なんとなくあの校長ならば知っていたのであれば引き受けないようにロレンには思える。

「そんなわけだから、あたし達って校長がどう思ってるかは知らないんだけど、最初から合格は期待されてないんだよね」

　そんな言葉で話を締しめくくろうとするフェイムであったが、ロレンからしてみればこれは非常に危険な話のように思えた。

　本来ならば、フェイム達は試験に合格することなく、ここで不合格の烙らく印いんを押おされ、さらに学生生活を続けるのか、あるいは辞めて別の道を選ぶかしなければならなくなるはずだったのだろう。

　だが、今この迷宮は何らかの理由で、魔物がほとんど出てこないような状じよう況きようにある。

　今のところは三階層までしか来ていないが、おそらく四階層も五階層も似たような状況なのではないかとロレンは考えていた。

　もしそうなると、アイン達はまともな実力もないままにこの試験を合格し、もしかするとそのまま一人前の冒ぼう険けん者しや扱あつかいで世に送り出されてしまうのかもしれない。

　これはアイン達にとっても不幸な話であるし、もしかしたら彼らを雇うことになる誰だれかにとっても非常に不幸な話になってしまう危険性があった。

「一つ疑問が」

　話を聞いていたラピスが軽く手を挙げる。

「あのアルさんという神官さんも同じ事情ですか？」

「どういうこった？」

「アルさんは至高神の神官だと聞きました。他の神様と違って至高神の神官というのは、誰でもなれるわけではないんですよ」

　神々の中で最も力があり、最も貴とうとい神であるといわれている至高神という存在は、全ての神の上にある神とまで呼ばれており、それに仕える神官というものはそれなりの家いえ柄がらや実力が求められるのが常であった。

　それを知るラピスからしてみれば、落ちこぼれを自じ認にんしているフェイム達のパーティに至高神に仕える神官がいる、という事態が理解できない。

「アルはちょっと事情が違うんだ。彼はアルフォード＝ヴェローニカっていって、本当は貴族の次じ男なん坊ぼうなんだって」

　貴族で至高神の神官とくれば、それなりの家柄か実力があるのではないか、とロレンは思ってしまう。

　ゴブリンにトドメを刺す時のメイスの使い方は酷いものであったが、それも神官としての実力が高いのであれば、目を覆おおうような欠点ではない。

「アルはね。ただの市民で落ちこぼれでしかなかった私達の仲間になってくれたばかりじゃなく、知識や法術で私達を助けてくれる、頼たよれる人なんだ」

「あれでか？」

　とてもではないが少し前に彼が見せた態度は、頼れるという言葉からはかけ離はなれており、到底信じられないロレンなのであるがフェイムの顔にふざけたような雰囲気は微み塵じんも感じられず、どうやら彼女は本気でいっているらしいとしって愕がく然ぜんとしてしまう。

「そりゃちょっとは気弱だし、武器の扱あつかいも下手だけど」

「聞こえてるよー……」

　前方を歩くアルから、笑いを含んだ声が聞こえてくるがフェイムは気にせずにその先をしゃべり続ける。

「でも、ちゃんと頼りになる人なんだよ？　今回だってアルが、あたし達ならきっと合格できる。五階層を越えられたら十階層だって夢じゃないはずだ、っていってくれたから、みんな試験を受ける気になったんだし」

「ボクはみんながちゃんと授業を受けたり、訓練したりしてるのを見てたからね。そりゃ上手うまくはできないかもしれないけれど、みんなで力を合わせればきっと可能だよ」

　気弱そうな声はそのままに、それでいてどこか自信ありげにそんなことをアルが口にすれば、他の三人がその通りとばかりに頷きあう。

　その光景は、これまで落第生として扱われてきた生徒達が、それでも合格を目指してがんばっている姿のように見えて、ロレンは隣となりでぼーっとしているラピスに小声で質問してみた。

「んな話、あると思うか？」

「さて？　もしかしたらどこかで誰かが覚かく醒せいしたりするのかもしれませんし？　もしかしたらロレンさんの暴走みたいな技能を隠し持っている人がいるのかもしれませんし？　私からはなんとも申し上げられないですねぇ」

「俺らの見立てが間ま違ちがっている、って可能性もねぇわけじゃねぇからな」

「希望を持つ、ということは悪いことではないですからねぇ。たぶんですけど」

　心にもないことを、ただなんとなく形式ばっていうような口調のラピス。

　そのような言い方をする必要もないとは思うロレンなのであるが、このまま進めば評価も実力も関係なく、彼らはこの試験に合格してしまう。

　何せ障害がなにもなく、ただ歩いているだけなのだ。

「下へ下りる階段があるぞ！」

　先を歩いていたアインの声に、他の三人が小走りに駆け出す。

　その背中を追いかけるでもなく見ていたロレンは、三階層においても全く魔ま物ものと遭遇しなかったという現実に、迷めい宮きゆうに起きている何かと、勘かん違ちがいしたまま進む目の前の彼らと、どちらを気にするべきなのだろうかと考え込んでしまうのであった。







　ロレンの心配はおよそそのままに現実のものとなった。

　何故かというところまでは分からないままに、四階層もまた、全く魔物に出くわすことなく五階層に続く階段を発見してしまったのである。

「おかしいだろこれ」

　ロレンがそんな言葉を漏もらしてしまうのも無理は無かった。

　何せ試験だというはずの迷宮探たん索さくであるというのに、合格ラインの五階層に到達するまでの時間が、ロレンの体感ではあるのだが半日ほどしか経過していない。

　本来ならばもっと時間がかかってもおかしくないというのに、この速度は異常である。

　しかし、それもまた無理の無いことではあった。

　なにせ、魔物と一度しか遭遇していない上に、アイン達のパーティはトラップのようなものにも全く遭遇していないのだ。

　つまりはその足を止める要素がほとんどないせいで、ただ単に歩いて地下五階までやってきました、という状況になっており、これでは時間がかかるはずもない。

　そこまで考えたロレンはふと、地図を持っているラピスに問いかけてみる。

「なぁこいつら……迷ったか？」

「いいとこに気がつきましたねロレンさん」

　相変わらず、アイン達に見えないように隠しながら地図を確認していたラピスが、まるでようやくその答えにたどり着いた助手を労ねぎらう探たん偵ていのような台詞せりふを口にした。

「この子達どこかおかしいですよ。多少遠回りしているルートを通ることもあるのですが……ほとんど最短距きよ離りを歩いてます。まるで、道順を知っているみたいに」

　言われたロレンは前を行くアイン達を眺める。

　歩いた距離や方向から、地図を書き起こしているのは魔ま術じゆつ師しであるフェイム。

　だが行き先を決定しているのは、このパーティのリーダーを担当しているアインであり、時たまアルが相談役としてアインの相談に乗ったりしている。

「ついでにこの地図には、トラップの位置なんかも記き載さいされているんですが……その通りだとすると彼ら何回かトラップに引っかかってないとおかしいんです」

「作動してねぇってのか」

　トラップが作動しないという理由は、ロレンが思いつく限りでは二つしかない。

　一つは作動するための仕掛けがなんらかの理由で作動しないようになっている。

　もう一つはアイン達が通りかかる前に、誰かの手によってトラップが解除されてしまっている場合だ。

　前者の理由であるならば、迷宮自体が何かおかしいということになり、後者の理由であるならば、先行しているパルメ達のおかげなのか、そうでないのだとすれば第三者の介かい入にゆうを疑わなくてはならない。

「あの軽いのは、考こう慮りよしねぇで良さそうだな」

「同意します。何か企たくらむようなタイプにも見えないですしね」

　残りの三人はいずれもが怪あやしい。

　それが何かを企んでいるのか、あるいはただ単に不正を働いているだけなのかまではこの時点で判別がつくわけもなかったが、それでもその三人のうちの誰かが、本来は監かん督とく員にしか知らされていないこの迷宮の地図の情報を持っているのではないか、と思われた。

「試験ってのは五階層到達で終わりか？」

「いえ、六階層への階段を発見した時点でいちおうの終しゆう了りようです。そこから先は受験者の裁量に任せられていますね」

「そうか、なぁお前ら」

　ロレンは前を行くアイン達に声をかけた。

　それは監督員としてはあまり褒ほめられた行為ではないが、ロレンからしてみればどうしても必要なことであり、ラピスには少し目を瞑っていてもらおうと考える。

「なんですか？」

　訝いぶかしげに返答してきたのは、アインであった。

　体格がよく、角かく刈がりで厳いかつい印象を受けるアインであるが、戦い方からすればあまり好戦的な性格をしているとはいえず、どちらかといえば保守的、守備的な考え方をするタイプのようだとロレンは見ている。

　そんなアインにロレンはこう切り出した。

「この階層で六階層への階段を見つけりゃ、試験は終わるんだろ？」

「えぇまぁ。いちおうは」

「ならよ。ここで棄き権けんするってわけにゃいかねぇか？」

　唐とう突とつ過ぎるロレンの提案に、アインは驚きの表情を顔に浮かべて絶句してしまうが、その代わりのように近づいて来たクラウドがロレンへと食くって掛かかる。

「おいこら、手前ぇ何をいきなり……」

「お前らも薄うす々うす気がついてんじゃねぇのか？　試験だってのに魔物に遭そう遇ぐうしたのが一回だけ。それ以外はトラップすら出てこねぇなんておかしいんじゃねぇかって」

　ロレンの言葉にクラウドは最初の勢いを失い、アインはわずかにロレンから目を逸そらす。

　楽に試験を通過できるのであれば、それに越こしたことは無いとは思っていても、何かしら状況がおかしいということは気がついていたようで、そんな試験に合格することに意味があるのだろうか、というくらいの疑問は抱いていたらしい。

　これならばまだ見込みがあるか、と考えたロレンだったがそんな会話にアルが割り込んでくる。

「それはおかしくないでしょうか？　この試験は学校側が用意したものです。なんらかの不具合があるのならば、事前に試験が中止されていないとおかしいでしょう？」

「そ、そうだ！　中止されてねぇんだから、何も恥はじるとこなんかねぇよ！」

　勢いを取とり戻もどしたクラウドが再度声を荒あららげ、ロレンは困ったように頭をかく。

「別に恥はじとかの話はしてねぇんだがな。不具合ったって事前に分かるもんと、そうでねぇもんがあるだろ？　試験中に迷宮が機能してねぇってのは、あからさまにおかしいとか思わねぇか？」

「そういう調整かもしれねぇじゃねぇか！」

　試験用に迷宮の難易度を下げる、などということができるのかどうかはロレンにも分からない話ではあった。

　学校の地下で管理されているような迷宮であるのだから、もしかしたらそんなことができるのかもしれないが、もしそんなことを学校側がしているのならば、それは冒険者養成学校ではなく、ただの死体製造機でしかないとロレンは考える。

「これから冒険者になろうって生徒を試験すんのに、迷宮の難易度下げてどうすんだよ」

「そりゃ……」

　言葉に詰つまるクラウドであるが、すぐに助け船が出される。

「迷宮の探索に成功することで、自信を付けさせようという学校側の配はい慮りよの可能性があるじゃないですか」

「そ、そうだ！　その可能性だって……」

「んな可能性が本当にあんなら、この学校の教師どもは底そこ抜ぬけの阿あ呆ほうだぞ？」

　確かに何か成功させることで、本人に自信をつけさせるという方法はある。

　ロレンもそれくらいのことは知っていたし、実際にそれが行われるところも傭よう兵へい団にいた頃ころに何度か見たこともあった。

　新人の傭兵に自信や度胸をつけさせるために先せん輩ぱい達たちが画策するのだが、端はたから見ていて非常に難しい話であったことをロレンは覚えている。

　なにせ、それと分かってしまったのでは意味が無いのだ。

　本人に悟さとらせないように、それでいて確実に成功するくらいの難易度でもって話を持っていくということは、いうまでもなく生半可な調整では成なし遂とげることはできず、現在アイン達が置かれている状況のように、あからさまに難易度が下がっていると分かるようでは全く意味がない。

「じゃあ手前ぇはどうしろってんだ!?」

「だからいったろ？　ここで引き返して迷宮の異常を校長なり教師に報告したらどうだって。結果試験はやり直しになるのかもしれねぇが、このまま合格するよりゃずっとマシなはずだぜ？」

「ふざけんな！　ここまで来てみすみす不合格になれってのか！」

「ふざけてねぇよ、真ま面じ目めだっつうの。それに合格不合格を口にすんなら、お前らは俺からみりゃ落第だよ。冒険者とやらになったところで、一年と持たずに土の下に寝ねることになるぜ？」

「それは貴方あなたの見解でしかないでしょう？」

　ぐっとまた言葉に詰まるクラウドの代わりに、またアルが口を挟む。

「未来が分かるのは神のみです。その神ですらない身の貴方に、ボク達たちの未来が見えるとは到底思えません」

「予想はできる、と思うんだがな？」

「ならばそれは外れることもある、ということではないですか」

「外れる、と思うかい？」

「少なくとも今、貴方に助言を求めている人はいないはずですが？」

　言外に、監督員の範疇を超こえていると受験者本人から指し摘てきされてしまえば、それ以上ロレンができることはない。

　下手をすれば、監督員に試験を邪じや魔まされた、という報告を学校側に上げられることになり、ロレン自身が何らかのペナルティを負わされる可能性もあった。

　必要な助言は、求められずともしてやろうかというある意味余計なお節せつ介かいから口を出してみたロレンだったのだが、そこまでする気もなく、アイン達もフェイムだけはやや微び妙みような表情であったが、クラウドとアインはアルの言葉に賛同するような気配であったので、これ以上できることはないかとロレンは首をすくめる。

「そうかい、悪かった。余計な世話が過ぎる性しよう分ぶんでね」

　ロレンがそういって引く気配を見せれば、アインはどこか不安げに、クラウドは目を険しくしながら、そしてアルはすぐにロレンに対する興味を失ったかのように踵きびすを返して再び迷宮の通路を進みだす。

　それをゆっくりと追いかけ始めるロレンに、ラピスが労いの言葉をかけた。

「お疲つかれ様さまです、ロレンさん」

「悪ぃな。依い頼らいの評価にケチがついたら俺のせいだ」

「いえいえ。なんとなくですがこの依頼。また失敗になるような気がしてきましたし」

　また失敗、という言葉にロレンの顔が暗くなる。

　実際に、ロレンが傭兵を辞やめて冒険者になってから受けた依頼の達成率というものは非常に低い、というよりは成功した依頼というのは薬草集めくらいなもので、その他の依頼は全すべて失敗に終わっているのだ。

　今回もまた失敗に終われば、依頼料はまともにもらえず、冒険者としての評価も下がる一方であり、ラピスに食わせてもらっているヒモ男という噂うわさはさらなる信しん憑ぴよう性せいを得て広がるようなことになりかねない。

「他人の心配してる場合じゃねぇな、俺」

　頭の中で、がんばってくださいお兄さん、というシェーナの声せい援えんを受けながら自じ嘲ちよう的てきに笑うロレンである。

「依頼が失敗に終わるのは、ロレンさんのせいじゃないんですけどねぇ」

「そうはいっても結果が全てだからな。実際に失敗扱いにされてる以上は弁解のしようもねぇよ」

　がっくりと肩かたを落とすロレンの様子に、実はロレンにこそ一度成功することで得られる自信というものが必要なのではないか、と思ってしまうラピスなのだが、何故だかロレンと依頼を受けるとそれほど難しくないように思える依頼が、突とつ然ぜんその難易度を上げてとんでもない事態を招き寄せてくる。

　自信を持たせようと簡単な依頼を受ければ、それくらいは察してしまうであろうし、なおかつそんな依頼がまた難易度を上げられて失敗にでも終われば、自信を持たせるどころか喪そう失しつさせることになりかねない。

　だとするならば、とラピスは隣を歩くロレンの様子を確認しながら考える。

　無理に簡単な依頼を受けようとせず、適当に受けたい依頼を受けながら、それが失敗に終わった場合はロレンのせいではないのだという理由を探して、そちら方面から慰なぐさめに入る方が効果的なのではないかと。

「冒険者ギルドの評価は上がってると思いますよ？　毎回私が報告書を上げてますが、ギルドからは良く生き残れたな、みたいな見られ方しているみたいですし」

「嬉しくねぇよ……単に、生き意地が汚ねぇか、悪運が強いってだけだからな」

「それもまた実力のうち、なんてことをいうと彼らも魔物が出ないのは運だ！　とかいいかねないですね」

「失敗する依頼にばかり当たるって運の悪さも実力ってんなら、俺は……」

「あ、止めましょうロレンさん。それ確実に延々と悪い方向に思考が向くパターンです」

　顔は平然と、内心では慌あわててラピスはロレンの思考を断たち切きらせる。

　明るめの話題を提供することで、思考が上向くのではないかと考えていたのだが、ロレンの思考が逆向きのベクトルに突つき進すすみかけるとは思っていなかったのだ。

　一いつ旦たんそちらの方向へと思考が突き進むと、何をどうやっても全てを悪い方向へ考えてしまうようになり、フォローするのが難しくなる。

「それよりも今は目の前の問題です。彼ら、六階層への階段を見つけたところで満足して引き返すと思いますか？」

「無理だろ。最下層までいくようなこといってたしな」

「では、六階層もこれまでの階層同様、魔物が出ないような状況になっている、と思います？」

　そんなことは尋たずねられてもロレンには答えることができない。

　これまでの階層のことを考えれば、ここから下もそうなっていたとしてもおかしなことは何も無いのだが、ロレンには一つ引っかかるものがあった。

「分からねぇが……わざわざこの階層を合格ラインとして、この下までは無理にいかなくてもいいようにしてんのには、わけがあんだろうなと」

「そうですね、っと。そろそろ六階層に下りる階段がある場所です。さてさて、彼らの反応が見物ですね」

　それも随ずい分ぶんと意地の悪い物の見方ではないかと思うロレン。

　そんな二人の先を歩いていたアイン達たちが、ついに六階層への階段を発見し、上げた歓声が迷めい宮きゆう内に響ひびき渡ったのであった。
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第四章　合格から急転する







「これで試験は合格なんだよね？」

　フェイムが下へと続く階段を覗のぞき込みながら確かく認にんするかのように言う。

「あぁ、だがここから俺おれ達たちはさらに最下層を目指す」

　頷いてそんなことを言うアインに、同調するかのようにクラウドも頷いてみせる。

　そんな二人にアルが満足そうに微笑ほほえみ、フェイムは少しだけ不安そうに自分達の背後から様子を見守っているロレン達の方を見た。

「こっちを見られても、何も言うことはねぇぞ？」

「私達、所しよ詮せんはただの監督員ですからねぇ」

　やや不満そうな顔をしながらもそう答えたのはロレンであり、皮肉っぽい口調とは裏腹にニコニコと笑え顔がおを振ふりまいているのがラピスだ。

　そんな二人にやや敵意を含ふくんだ視線を向けてから、アインは改めて自分のパーティメンバーの顔を見回すと、決意を新たにするかのように告げる。

「いいな？　俺達は最下層まで到達し、ヴォルフの遺産を持ち出して俺達でもこれだけできるんだということを学校に知らしめる」

「あぁそうすりゃこれまで俺達を見下してた貴族の餓が鬼きどもも、地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがるだろうさ」

「ボク達ならできるさ。一人では困難でも、四人が力を合わせれば」

　円えん陣じんなど組みつつそんな風に気合を入れているアイン達の様子を、ロレンは相変わらず不満そうな顔のまま黙だまって見守っている。

　本音を言ってしまえば、ここで引き返すということを提案したくてたまらないロレンなのであるが、少しばかり落ち着いて考えてみると、実はロレン達もその最下層に用があるわけであり、しかも九階層から十階層へと続く道は校長の話では通れないようになっていて、そこを通るための許可は生徒にしか持たされていない。

　そう考えると、ここで引き返す提案をするというのは生徒達の命を考えれば適切な提案ではあったのだが、事情を考えるとこのまま進んでくれた方が都合がいいのは確かなのである。

「ちょっといいでしょうか？」

　そんなアイン達の会話に割り込んでいったのはラピスである。

　ロレンではなくラピスが急に声をかけてきたことにアイン達は怪け訝げんそうな顔をするが、ラピスは構わずに自分が聞きたいことを聞きたいように尋ねた。

「最下層への通行許可なんですけれど。誰がどのようなものを持っているのか教えて頂いても？」

「アンタになんの関係があるってんだ」

　やはり最初に噛かみついて来たのはクラウドである。

　ただその噛みつき方はロレンへのものに比べると幾いく分ぶん、大人しい。

　ラピスは黙っていれば見た目は清せい楚そな神官であり、口を開いてもその腹黒ささえ露ろ呈ていしなければ、人当たりも悪くはなく、しかも美人である。

　クラウドとしてもロレンに対するような噛みつき方はできなかったらしい。

「いちおう、ここから先は危険度が増すと聞いていますし、もしもの時に必要になるかもしれない情報は先に仕入れておきたいなと思いまして」

「それなら俺おれが持っている」

　ラピスの問いかけに答えたのはアインだった。

　その鎧よろいの胸むな元もとからアインが取り出したのは、銀の首くび飾かざりであり、その鎖くさりには同じく銀でできているらしい指輪が通されている。

「ちょっと拝見しても？」

「あ、あぁ。構わないが」

　相手の了りよう承しようを取ってから、ラピスは無防備にアインへと近づくとその胸元の鎖を手に取り、自分の手の平に乗せてしげしげと見つめる。

　鎖をアインの首から外しているわけではないので、当然ながらその体はかなりアインへと近づくことになり、アインの頬ほおが真っ赤に染まるのをなんとなくつまらない気持ちでロレンは眺ながめてしまう。

「なるほど、これが鍵かぎになっているんですね。分かりました、ありがとうございます」

　しばらくその指輪を観察していたラピスはやがてそっと指輪を鎖ごとアインの胸元へと押し付けるとにっこり笑ってお辞じ儀ぎする。

　その仕草に顔の赤さがさらに増すアインだったが、ラピスは気にした様子もなくそこからすぐにロレンの傍かたわらへと戻っていく。

「も、もういいか？　それなら、これから六階層へ入ろう」

　顔の赤さはそのままに、声はややしどろもどろになりながらアインが宣言する。

　その宣言に異論が出ることはなく、発見した階段をアインとクラウドを先頭にして下りていく一行は、今までの階段と同じくらいの長さの階段を下りきった先で、これまでの階層とはまるで違ちがう光景を見ることになった。

「これ……一体何？」

　誰に尋ねるでもなくそんなことを口にしたフェイムの言葉に、答えられる者はアイン達のパーティの中にはおらず、ロレンやラピスもその光景に言葉を失う。

　階段を下りた先にあったのは、これまでと同じような石作りの通路であった。

　しかしこれまでと異なるのはそのあちこちに、透とう明めいでありながらやや濁にごったような粘ねん液えきがそこいら中にぶちまけられたような状態になっていたのである。

　しかもそれらの粘液は、アイン達が見ている中で少しずつではあるのだがその体を蠢うごめかせ、通路や壁かべなどをゆっくりと移動していたのだ。

「なんつうか、気持ち悪ぃなこれ」

　言葉を失っているアイン達の後ろで、ロレンもランタンの明かりに照らされている光景に嫌けん悪お感を隠せずにいた。

　その隣で、こちらは興味深そうに通路の光景を眺めていたラピスが、一番近くにわだかまっている粘液の近くにしゃがみこむとしばらくそれをじっと見つめた後で、立ち上がりつつその粘液の正体を口にする。

「これ、スライムですね」

「スライム？　スライムってあのスライムか？」

　戦場育ちのロレンでも、スライムの名前くらいは聞いたことがあった。

　もちろん実物も、たまに戦争が終わった後の戦場に出てきたりすることがないわけではなかったので、見たこともある。

　いわゆるそれは不定形の粘液であり、端から見れば意思や感情を持っていないような単純かつ下等な分類の魔物だ。

　生息している環かん境きようによって、様々な属性を持つこともあるが動きが鈍にぶく、防ぼう御ぎよ力りよくもそれほどなく、それこそその辺に落ちている木の枝などで核かくを潰つぶしてしまえば死んでしまう程度の存在、というのが一いつ般ぱん的てきな認にん識しきである。

「たぶんそのスライムだと思いますけど」

「そりゃ……やばいとこに来ちまったな」

　ロレンが漏らした言葉に、アイン達の視線が集中する。

　フェイムは不思議そうな視線をロレンへと向けていたが、残りの三人はいかにも何を馬ば鹿かなことをと言わんばかりの顔だ。

「スライムがちょっとばかり多くいるだけじゃねぇか。何びびってんだ？」

　クラウドがロレンへそんな言葉を浴びせながら、足元に這はいずってきていた粘液の塊かたまりをブーツのかかとで踏ふみ潰す。

　スライムのほとんど液体に近い体はそれだけであっけなく潰され、核を破は壊かいされたスライムの体は迷宮の床ゆかの上に力なく広がってしまう。

「俺が何にびびろうが、お前にゃ関係ねぇよ」

「はっ！　この程度の魔物にびびってんじゃ、底が知れるってもんだ」

　小こ馬ば鹿かにするクラウドであるのだが、ロレンはそれにはとりあわない。

「ラピス、松明たいまつとか持って来てっか？」

「ありますよ？」

　ロレンは腰こしに吊つるしていた大おお振ぶりのナイフを抜ぬき放つと右手に持ち、左手にはラピスが差し出した松明を持つ。

　すぐさまラピスがその松明へと火打石と火種で火をつけると、ロレンは松明を自分達たちの頭上のやや高めの位置に掲かかげる。

「何してんだ、あいつ？」

「いいさ構うな。それより先へ行こう。ここまでパルメ達のパーティと全く遭遇していないってことは彼かの女じよ達は更さらに先に行っているはずだ」

　先を急ごうと促うながすアインに頷うなずいて、クラウドはアインの隣に並ぶとパーティの先頭に立って歩き出す。

　それについていくフェイムとアルの背後から、歩くロレンの傍らでラピスが少しだけ感心したような声を上げた。

「ロレンさん、スライムの怖こわさをご存じなんですね」

「奴らはヤバい。何せ余計な思考やら感情の持ち合わせがないからな。その分的確に獲え物ものに対して反応しやがる。確かに奴らはトロいしすぐ殺せるが……条件が揃そろえば手て練だれの傭兵だってやられかねねぇ」

「経験がおありですか？」

「前に戦場でな」

　語るロレンの表情は非常に険しい。

　その時のことを思い出すように、少しだけ沈ちん黙もくしてからロレンは語りだす。

「酷ひどい戦でな。まぁ酷くねぇ戦ってのもねぇんだが。何をトチ狂ったんだかやたらめったらと魔ま術じゆつが使われた戦でよ、とにかく敵味方で兵士がやたらと死んで、死体の処理に困ったことってのがあったんだ」

「それはまた……スライムというのは一説によると、魔力が溜たまったり乱れたりした空間で発生する生物である、という研究がありますから、それでスライムが出たんですね」

　戦場規模で魔術を打ち合うようなことがあると、一時的にではあるが戦場周辺の魔力が乱れることがあるのだとラピスはいう。

　その乱れに水分や血、死体などが加わることでスライムが生み出されるという現象が起きることがあるらしい。

　ロレンが経験したのも、そんな戦場でのことであったのだがスライムとは基本的に食べられるものはなんでも食べてしまう生物である。

「あんまり死体が多いもんだから、もうスライムに食わせちまえってことになってな」

「あぁ……なんだかオチが見えましたよそれは」

「食わせりゃ太る、ってのは分かっちゃいたんだが、まさか増えるとは思ってなくてよ」

　発生原因はどうあれ、スライムとは生物である。

　当然、食べる物を食べればその体は成長していくのだが、スライムの増ぞう殖しよく方法はある程度育ったスライムが分ぶん裂れつして二匹ひきに増えるというものだ。

　つまり、豊富にある死体を取り込んだスライム達はすくすくと成長し、分裂してはまた死体を取り込んで成長するというサイクルを繰くり返かえすことになったわけである。

「結果、増えすぎたスライムが戦場を覆いつくして津つ波なみみてぇなことになってなぁ」

　あれは悪夢だったとロレンは非常に嫌いやそうにぼやく。

　死体のみならず土やら水やら、とにかく食べられる物を食べまくったスライム達はその数と体積を増やしまくって、敵味方関係なく周囲にいる存在を飲み込み始めてしまったというのがロレンの体験したスライムによる被ひ害がいであった。

「溶とけかけの死体やらなにやら一いつ緒しよくたになった半はん透とう明めいの津波がな……」

「いえ、説明とかいらないです。想像しちゃったらどうするんですか」

「今でもたまに夢に見るんだぜ？」

「食欲減退するじゃないですか……まぁこのままですと今日の夕飯は不味まずい保存食ということになるのですが……」

　嫌そうな顔でそれ以上の説明を拒きよ否ひされれば、ロレンとしても無理にそのことについて話そうというつもりはない。

　ただ、自分が感じている危険が少しでも伝わっただろうかと周囲を見回せば、アイン達はただ嫌そうな顔をしているばかりで、自分達が置かれている状じよう況きように何らかの危き惧ぐをいだいているようには見えなかった。

　これは駄だ目めかもしれないなと思うロレンだったが、そのロレンの体へラピスが必要以上にそっと寄より添そう形で体を擦すり寄せる。

「ラピス？」

「特に意味はないのですが、たぶんここが現在一番安全な場所ではないかと」

　語ったラピスの言い分はロレンにも理解できるものであったので、それ以上は何もいうことなくロレンは歩を進める。

　事情を知らない者が見れば、ただいちゃいちゃしているだけに見えるようで、アインはすぐに目を逸らし、クラウドは聞こえよがしに舌打ちをしてロレンを睨にらむ。

　アルはすぐにロレン達に興味を失ったように踵を返し、一人フェイムだけが興きよう味み津しん々しんという感じでほとんどロレンにしがみつくような形になっているラピスを見ていた。

「お二人ってそういう仲なんです？」

「そういうってどういうんだ？」

「ですからその……」

「フェイムさん、貴方が期待しているようなことは、ちょっとはあるかもしれませんが、現在のこれはそれとはまた別なのです」

　質問に突っ込まれて、顔を赤らめたフェイムへラピスは平へい坦たんな声で告げる。

「現状を理解していれば、実はここが一番安全、ということが理解してもらえるはずなのですが……ちょっと難しいでしょうかねぇ？」

「安全、ですか？」

　安全という言葉が出てくるということは、現在が危険であるということである。

　だがフェイムは自分達が、ラピスが危惧するほどの危険の中にあるとは感じていないらしかった。

「フェイム！　そいつらに構うな。つうかランタン持ってるお前が来てくんねぇと先に進めねぇんだからさっさと来いよ！」

　クラウドの呼ぶ声に、フェイムは少しばかりラピスの言葉が気になる様子ではあったが、すぐにランタンを手に持ちつつアイン達を追いかける。

「しっかしスライムだらけだぜ？　どうすんだこれ？」

「手間になるが、一つずつ潰していこう。脅きよう威いになりそうなものは少しでも少ない方がいいだろうし」

　アインの提案に賛成する形で、クラウドとアルが床や壁にくっついているスライム達を一つずつ踏んだり、メイスで叩たたいたりして潰していく。

　アイン自身も手にしている剣けんでスライムの核を貫つらぬき始めれば、パーティの前進速度は当然ながら遅おそくなる。

「ここを襲おそわれたらひとたまりもなさそうですよねぇ」

　ロレンにしがみついたままのラピスが他人ひと事ごとのようにいうが、ロレンは首を傾かしげつつアイン達の後を追う。

「これだけスライムがいる中で、襲ってくる何かっていると思うか？」

「いたらいいなって思います」

　声のトーンを下げて、がっくりと項うな垂だれつつロレンにしがみつくラピス。

　スライムは食べられる物ならばなんでも食べる生物である。

　それが大量に繁はん殖しよくしている状態で、スライム以外の何かがそこにいるとは到とう底てい思えない。

「おい！　何かいるぞ！」

　そう考えていたラピスの思いは、先頭を歩くクラウドの大きな声によって即そく座ざに打ち消されてしまったのだった。







　ランタンの光が届かない通路の先の方に、確かにそれは倒たおれていた。

　何かの奇き跡せきでもあるかのように、その周囲だけはスライム達の姿がない。

　革鎧に身を包つつみ、石の床に長く茶色の髪かみの毛けを投げ出した形で倒れているそれは、ロレンの目には人のように見えた。

「パルメ達のパーティの一人だぜ」

　おそるおそるといった感じで近づいていくクラウドが、見覚えでもあったのか途と中ちゆうでその倒れている者の正体を口にし、少しばかり足早にその近くへと歩を進める。

　倒れているその少女は、意識があるのかないのか分からないまでも、近づいてくる足音に、うつ伏ぶせに倒れたまま全く反応を示さない。

「お、おい？」

　おっかなびっくり呼びかけてみるクラウドなのだが、やはり少女は動かない。

　どうしたものかと仲間達の方を振り返るクラウドなのだが、アイン達のパーティの中に答えの出せる者は一人もいなかった。

「生きて、いるのか？」

　その少女がどのくらいの時間そこで倒れていたのかは、アイン達には知る由よしもない。

　だが、周囲にスライムが大量に発生している状況下において、もしも何らかの理由で意識を失い、ここに倒れているのだとすれば無事でいるというのはどう考えてもおかしい話であった。

　だとすれば、死んでいるのか、と考えるのが普ふ通つうであるが、倒れている少女を眺めてみても死んでいるのか生きているのかの判断はアインやクラウドにはつかない。

「どうすんだこれ？」

「そ、そうだな」

　対処に困ったアインが、手にしていた長ちよう剣けんの先で倒れている少女の体をつついてみる。

　おっかなびっくりといった感じでつつかれた少女の体は、それでも何の反応も見せない。

　これはどうやら、良くない結末に終わっているらしいとアイン達がお互たがいの顔を見合わせた途と端たんに、いきなり倒れていた少女の体がびくりびくりと痙けい攣れんを始める。

　何事かと思わず何歩か後ずさったアインとクラウドの視線の先で、痙攣し続けていた少女の体が何かの拍ひよう子しにごろりと仰あお向むけに転がった。

「うわっ!?」

　驚おどろきの声を上げたのはアインとクラウドのどちらであったか。

　とにかく彼かれらは仰向けになった少女の顔を見てしまっていた。

　そこにあったのは、酷くへたくそな工芸家の手によるもののような、仮面のような顔だ。

　その両目はだらりとまぶたが半開きになっているが、本来そこにあるべきはずの瞳ひとみはわずかに開いている隙すき間まから確認することはできず、見えるのはただ黒い穴だけ。

　口もぽっかりと開いてはいるのだが、そこに歯や舌の存在は確認できない。

　なまじ倒れていた少女が整った容よう貌ぼうをしていただけに、空くう虚きよな穴と化している目や口が、その顔から漂ただよう雰ふん囲い気きを異様なものにしているその少女は仰向けに転がった後も、ただ全身をびくりびくりと痙攣し続けていて、止まる気配がなかった。

「な、なんだってんだよこれ！」

　その気味の悪さに対して虚きよ勢せいを張るかのように、声を荒らげたクラウド。

　そんなクラウドの声に反応するかのように、突とつ如じよ少女の目鼻や口からごぼごぼと、水音を立てながら吐はき出だされたものがあった。

「これ、スライムなのか」

　慄おののくような声で、アインが少女が吐き出したものの正体を呟つぶやく。

　それはアインのいう通り、スライムであった。

　おそらくはなんらかの方法で少女に襲い掛かかり、その命を奪うばった後で口といわず目といわず、とにかく体の表面にある穴という穴から体の内部へと侵しん入にゆうし、少女の内部を蹂じゆう躙りんし尽つくしてしまったらしい。

「ってことは……」

　目の前に転がっている少女の体は、皮だけが残った死体であるということに気がついてクラウドの顔が青ざめる。

　つまりはその体の内側には本来あるべきものが何一つ残されておらず、ただスライムがパンパンに詰まっているということに気がついたのだ。

　そんなクラウドの精神状態を読んでいたというわけではないのだろうが、突如として少女の死体が内側から破は裂れつしたように飛び散る。

　その皮ひ膚ふを突き破やぶって姿を現したのは、少女の内部を食い尽くしてしまったスライムだ。

　本来透明であるはずのその体は、血肉をむさぼってまだ時間が経過していないのか、ほんのりと赤く染まっており、半透明の体の内部にはまだ消化されていない少女の内部であったものがゆらゆらと蠢いていた。

「うぁ……」

　そんな目を覆おおうような光景に、反応が遅おくれるクラウド。

　目の前に動きが止まった獲物がいるという状況をスライムが見み逃のがすはずもない。

「クラウド、危ないっ！」

　まともに見なかった分だけ、近くにいたアインの反応がぎりぎり間に合う。

　飛とび掛かかってきたスライムの体を盾たてで防ぼう御ぎよし、動けずにいるクラウドの体を後ろへとおしやったアインだったのだが、盾へと付着したスライムはそのまま盾を巻き込んでアインの体へとその粘液の体を伸のばし始める。

「このやろうっ！」

　盾を振り回してスライムの体を振り払はらおうとするアインであるが、スライムがその程度のことで盾から離はなれるわけもない。

　そればかりか、盾に気を取られていたアインはまだ少女の体の中に残っているスライムが床伝いに足元へとその体を伸ばしつつあるのに気がつけなかった。

　気付いたときには右足がくるぶしの辺りまでスライムに取り付かれ、さらには振り払えなかった盾に付着した分のスライムが盾を持つ手にまでその体を伸ばし始めたのを見て、ついにアインが恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

「た、助けてくれっ！」

「アイン！　畜ちく生しようが！　アインを離しやがれっ！」

　アインの助けを求める声に、我に返ったクラウドがアインの足に纏まとわりついているスライムへエストックの切っ先を突き刺さすが、核を潰さない限りは千切られても痛つう痒ようを感じないスライム相手に、刺突武器であるエストックはあまりにも相あい性しようが悪すぎた。

　いくら刺されても怯ひるむことのないスライムの体はそのままアインの足首を包み込み、履はいているブーツの表面が徐じよ々じよに侵しん食しよくされて色が変わり始める。

　さらには、盾を持つアインの手の方も少しずつ侵食が始まっていた。

「痛ぁっ!?　くそっ！　手が焼けるっ!?」

　既すでに犠ぎ牲せい者しやとなっている少女の場合は、何らかの方法でその命を奪ってから内部へと侵入し、侵食したらしいスライムであったが、今回はアインが暴れるのと取り付いた場所が悪かったせいなのか、命を奪うより先にその体を侵食することから始めたらしかった。

　強い酸でもかけられたかのように、スライムに纏わりつかれているアインの手や腕うでが、溶けて爛ただれて赤黒く変わり始め、必死にそれをはがそうとするアインが悲鳴を上げる。

「アルっ！　どうにかしてくれ！」

「どうにかって……」

　エストックでいくら刺しても一向に怯むことのないスライムに、まさか素す手でで掴つかみかかるわけにもいかずにクラウドがアルへと助けを求めるが、求められたアルにも腕や足に絡からみ付いてしまったスライムをどうにかする方法の持ち合わせはなかった。

「えっと、スライムへの対処法は……」

　アイン達が大おお騒さわぎしている中、一人フェイムは自分のローブのあちこちをまさぐって、何かしらこの事態に対処できるものがないか考えている。

　その視線はちらちらとロレンの方を向いているが、ロレンはその視線に気がついていないわけではなかった。

　しかし、何も言ってこないフェイムに対して何かをするわけでもなく、黙ってスライムに纏わりつかれるアインと、その周囲でおろおろしだしたクラウドとアルの様子を見ているだけだったのだが、しばらくして溜ため息いきを一つ吐つくとロレンはフェイムに対してロレンが頭上に掲げている松明を指で指し示してみせた。

　その行こう為いが意味するところを考えたフェイムは、やがて何か思いついたようにローブから小さな小こ瓶びんを取り出すと、大騒ぎしているアイン達の脇わきをすり抜けて、その体からスライムを吐き出した少女の死体の上に、その小瓶の中身を振りまく。

　小瓶の中身は少しばかり粘ねん度どのある透明の液体で、それは少女の死体の上といわず、そこから体を伸ばしているスライムの上といわず、あちらこちらに飛び散ってその表面を濡ぬらした。

「アイン！　息を止めてっ！」

　警告の言葉を発したフェイムは手にしていたランタンを勢い良く少女の死体の傍らへ叩きつける。

　砕くだけたランタンの破は片へんが周囲に飛び散り、中で燃えていた炎ほのおが突如勢い良く少女の死体へと燃え移り、大きな炎へと転じた。

「フェイム!?　何してやがる!?」

「スライムが仲間の体に纏わりついてしまったら、焼くしかないって授業で言ってた！」

　スライムに対して焼くという方法は、有効な対処方法の一つとして知られている。

　種類によってはそれすら有効ではない場合もあったりはするのだが、大体のスライムはその体が水分を多く含んでいることもあってなのか、非常に炎を嫌きらう。

　フェイムが少女の死体の上にばら撒まいたのは、油であった。

　それもランタンの燃料として、燃えやすく加工されたものである。

　そんなものをぶちまけられ、火をつけられたことで急速に広がった炎は少女の死体ごとアインに纏わりついているスライムの体を焼き始めた。

　やや黒い煙けむりと、異い臭しゆうを放ちつつ焼かれていく体にここで初めてスライムが、焼かれたということになのか、焼かれる痛みになのか、怯んだようにアインの体から離れ始める。

　だが、そんな炎の熱を至近距きよ離りで浴びたアインも無事では済まない。

　焼けるスライムの体から発せられる煙や異臭を吸い込まないように顔を背そむけはするのだが、その体は熱の影えい響きようを受け、火傷やけどを負ってしまう。

　それでも、スライムによる拘こう束そくが弱まったのを見計らって、腕うでと足をスライムの体から引き抜いたアインは、咳せき込みながら焼けた腕などを庇かばいつつ転がるようにしてその場から離れた。

「無事か!?　大だい丈じよう夫ぶかよアイン!?」

「くそっ！　酷い目にあったっ」

「治ち癒ゆの法術はまだ温存しておきたいから、薬と包帯で対処しよう」

　スライムに食い殺されることはどうにか免まぬがれたアインであったが、その格好はかなり酷いものになってしまっていた。

　履いているブーツは侵食が進んであちこちに穴が開き、盾を持っていた左腕は爛れたように醜みにくい傷きず跡あとがかなり広い範はん囲いに広がってしまっている。

　その他、顔や首筋などはフェイムが放った火の影響を受けて、軽い火傷を負ったような状態になっており、そこへアルが軟なん膏こうや包帯で怪我けがの処置を始めた。

「今の一連の行動はロレンさん的にはどんな評価になります？」

　一部始終を黙ってみていたラピスが、まだしがみついたままロレンへと尋たずねる。

　ロレンは、松明の明かりで頭上を照らしながらしばし考えこんだ後に返答した。

「俺、冒ぼう険けん者しやとしちゃ経験浅いからな」

「傭よう兵へいとして、でもいいんですが？」

「まぁまぁじゃねぇのか？　躊躇ためらわずに火を放ったところなんか特に」

　とにかくスライムという存在は、物理的な攻こう撃げきに関しては相当タフに出来ている。

　体の一部を潰されたり、切り飛ばされたり、千切られたりしても痛覚がないのか怯んだりすることがないのだ。

　的確に核を潰す技術があるならばまだどうにかなるのだが、そうでない限りは今しがたクラウドやアインが見せたような状況に陥ってしまうことが多い。

　そうならないためには素す早ばやく駆く除じよする方法が必要となってくるのだが、その方法の一つが火で焼き殺すというものなのである。

　魔ま術じゆつ師しがいて、豊富に魔術を扱あつかえるのであればそれに頼たよるという方法もあるのだが、ロレンが所属していた傭兵団のように、魔術師が乏とぼしい、もしくは魔術師がいないような状況でスライムと遭そう遇ぐうした場合には、とにかく焼き払うしかないとまで言う者もあるくらいだ。

　また仲間や自分がスライムに取り付かれてしまった場合は、それこそ犠牲者ごとスライムを焼く以外に、その体から引き離す方法がない。

　核を潰そうにも、斬きったり叩いたりすれば味方を傷つけることになり、しかもその傷口がスライムの侵食を助けてしまうことすらある。

　ロレンがナイフを握にぎり、松明を掲げている理由の一つは自分がスライムに取り付かれた場合、核を潰せるようならばナイフで潰し、そうでないならばすぐさま自分の体ごとスライムを焼く気でいるからであった。

　相手がスライムである以上は、背中に吊るしている大剣はほとんど物の役に立たないであろうことをロレンは熟知していたのである。

「諦あきらめて、戻もどった方が良くねぇか？」

　薬と包帯で傷を処置されたアインの状態を見て、ロレンが提案してみるがアインは首を左右に振ふり、クラウドからは敵を見るような目で睨まれてすごすごと引き下がる。

「俺おれ達たちは、最下層まで行くって言ってんだろうが！」

「それは聞いたが、明かりをどうすんだ？　ランタンの替かえはあるのかよ？」

　ロレンにそう言われて、クラウドがまだ燃え続けている少女の死体とスライムを見て、その周囲に散らばっているランタンの破片から、自分達が持っていた明かりがここで失われてしまったことを知る。

　ランタンを壊こわして火をつける、というのは非常に乱暴な手段のように思うロレンであるが、あの状況下ではわざわざランタンの蓋ふたを開いて、中の火を火種に移してと悠ゆう長ちようなことをやっている場合ではなく、勢いに任せてランタンを床に叩きつけたフェイムの行動はそう責められるべきではないと思っていたのだが、クラウドは別の感想を抱だいたらしい。

「おい、どうすんだよ？　まだ先は長ぇんだぞ!?」

　顔を険しくしてフェイムへと詰つめ寄るクラウドに、フェイムは少しばかりばつの悪そうな顔をしながら、他の仲間達を見回しつつ尋たずねた。

「替えのランタン、ないの？」

「ボクが一つ持って来ている。大丈夫ですよクラウド、まだ問題ありません」

　異臭を放ちながら燃えている少女の死体が上げる炎から、アルが火を取って自分が持ってきたという替えのランタンへ火を灯ともす。

　明かりを確保できた、ということでほっとしたような空気が流れるアイン達であったが、すぐにまだ燃えている少女の死体へとその注意は移った。

「ここで一人脱だつ落らくしてたんだ」

「問題はここから引き返したのか、それとも先へ進んだのか……パルメの性格からすれば、先へ進んだものと思うが」

「クラースさんがついていますから、とはいっても今回は監かん督とく員。余計な口を出さなかったとすれば、そうですね。パルメさんなら先へ進むでしょう」

「俺達はどうすんだ？」

　クラウドの問いかけに、アインは傷ついた腕をさすりつつしばし考え、やがて力強く宣言した。

「進む。これくらいのことで引き返すわけにはいかない」

「スライム対策に、全員に油と火種を持たせましょう。それからパルメさん達やクラースさんを見かけても不用意に近づかないこと」

「ちょうど良く、そこで勢い良く燃えてんのがあるから、そこから火種に火を移しちまえ」

　一行を襲ったスライムは、少女の死体ごと燃やされてのた打ち回りつつ段々とその動きを鈍くしているところであった。

　このまま放っておいても大丈夫だろうと、アイン達はまだ燃えているその炎から火を取ってそれぞれが用意している火種へと火を移し始める。

「ランタンは今度はボクが持つ。これが壊れたらもう替えがないからそのつもりでいて」

「やべぇと思ったらすぐ燃やす。これだな。アイン、怪我が辛ぇなら肩かた貸すぜ？」

「大丈夫だ、問題ない」

　いい加減スライムが纏わりついて侵食され、さらには火にあぶられてしまった盾をアインはここで放ほう棄きしていくことに決めた。

　少女の死体から装備を剥はぎ取とっていけるのであればそうしたのだろうアイン達なのだが、そうする前に火を放ってしまい、既に少女の死体からは利用できそうなものを入手することができなくなっている。

「フェイム、いちおうこの場所を地図に記き載さい。火が消えたら別のスライムが食い散らかしそうだが、地上に戻った時に報告する必要があるだろうからな」

「うん、分かった」

「それじゃ、先へ進むぞ」

　アインの号令のもと、さらに先へと進み始めるパーティ。

　それを追いかけようと足を進ませかけたロレンは、自分にしがみついているラピスが自分の服を摘つまんで引っ張っているのに気がついて目をそちらへ向ける。

「ロレンさん、機会の判断はお任せしますね」

「機会？　何の機会だってんだ？」

「色々と、です。例えばこのパーティから離り脱だつするタイミングとか」

　さらっと、依い頼らいを途と中ちゆう放棄するようなことを口にしてラピスは先に歩いていったアイン達の背中を見つめる。

「あれと心中する気はないんですよね？」

「そりゃまぁ……だがよ、奴やつらがいねぇと俺達の目的の最下層へは入れねぇんだろ？」

「そこはどうとでも。お任せくださいロレンさん」

　自信たっぷりに請うけ合うラピス。

　ラピスがそういうのであれば、確実に何らかの手を打ってはいるのであろうが、それを使うということはすなわち、アイン達を見捨てて自分達の目的だけを遂すい行こうするということになる。

　その見み極きわめを自分に任すと丸投げしてきたラピスに、どうしたものかとロレンは溜息を吐きつつ考え始めるのであった。







　ロレンの思おも惑わくを余所よそに、アイン達はさらに先へと進んでいく。

　トラップのような形でスライムに、アインが大きな被害を受けたせいなのか、邪じや魔まになりそうな場所にいるスライム達をアインらは軒のき並なみ潰つぶしたり、焼いたりしつつ進んでいるので、その歩みは遅ち々ちとして進まない感じではあるのだが、それでも前へは進み続けている。

　ただ、状況は悪くなる一方であった。

　傷を負ったアインは、どうにか一人で歩ける程度の体力は残していたが、盾を失い、腕に火傷を負った状態で、満足に戦えるような状態ではない。

　それに肩を貸すクラウドはその得物であるエストックが、スライムに対してはあまり有効な武器ではないことが証明されてしまっており、前衛としての役割を十分には果たせそうにない状況だ。

　ただ神官のアルと、魔術師のフェイムとがスライムの駆く逐ちくに一役買うことができるようになっており、全体としてはどうにか探たん索さくを続行できるような形は保たれてはいる。

　ただそれも、火種と油とを使ってスライムを焼くという方法を取っているからこそであるのだが、火種はともかくとして、油の方は無限に物があるわけではない。

　まして、ランタンの燃料と兼けん用ようでもある油は、帰り道の分を残しておかなければならず、派手に使ってしまうわけにはいかない代しろ物ものだ。

　それでも幸いなことに、最初フェイムがやったように油をぶちまけて焼かずとも、動きの鈍にぶいスライムの体に少し垂らして火をつけてやれば、ある程度勝手に逃にげていってくれるので、アイン達はいくらか油の使用を節約しながら進むことができている。

「ジリ貧ですよねぇ」

　ロレンの背中にしがみついているラピスがそんなことを呟く。

　クラウドやアインは、ロレンとラピスが場所も弁わきまえず、人の目も憚はばからずにいちゃついているものだとばかり思っているのか、かなり険しい視線をロレン達へと向けていたのだが、いつまで経たっても離れようとしないラピスに、ロレンは異変を感じていた。

　最初はロレンの問いに対してはぐらかすような答えを返していたラピスだったのだが、しつこくロレンが問いただすと、ついにラピスは本当のところをロレンへ打ち明ける。

　それは、義手義足であるラピスの四し肢しが、あまり思うように動かなくなりつつある、という話であった。

　それを誤ご魔ま化かすために、ロレンの体にしがみつき、そのまま移動していたのだというラピスをロレンはすぐに背せ負おって移動することにしたのである。

　四肢が動かないという話は、以前にも一度ロレンは経験していた。

　それはラピスに対して魔力を消失させる魔術が行使された結果、魔力を介かいして動いているその四肢が一時的に機能不全に陥り、動かすことができなくなったという事態である。

　今回もそれと同じことが起きているのだろうかと思ったロレンだったのだが、ラピスはそのロレンの疑問に関しては首を横に振っていた。

「魔力がないわけじゃないんです。ただ、上手うまく伝わらないというか……」

　言葉を濁にごすラピスの様子からして、ラピス本人もあまり事態をきちんとは把は握あくできていないらしいことをロレンは悟さとる。

「無理をすれば動かせますから、緊きん急きゆうの際には落としてくださいね」

　ロレンの背中でそんな囁ささやきをしてきたラピスだったのだが、ロレンとしてもあまりラピスを背負ったままではいたくない事情がある。

　それは、どこからスライムが襲ってくるのか分からないということだった。

　全身が粘ねん液えきであるスライムは、それこそどんなところにでも登ってしまうし、どんな隙間にも潜もぐりこんでしまうという特性がある。

　それは木々の梢こずえであろうが、石壁かべの隙間であろうが、とにかくおかまいなしに登り、潜りこんでは、そこから唐とう突とつに犠牲者へと襲い掛かってくるのだ。

　戦場くらいでしかスライムに出会ったことの無いロレンではあるのだが、その戦場ですら木の上から落ちてきたスライムや、ちょっとした荷物の隙間、あるいは積み重ねられた死体の山の隙間などから襲い掛かってきたスライムに、命を奪われた傭兵や兵士の姿を何度か目もく撃げきしている。

　そんなスライムが、迷めい宮きゆうという空間に存在した場合。

　隠かくれ、待ち伏せする場所には全く事欠かないという状じよう況きようになることをロレンは理解していたのである。

　それこそ、天てん井じように張り付いて下を通りかかった獲え物ものの頭目掛けて落ちてみたり、壁の隙間から染しみ出すようにその体を出してみたり、床ゆかとて完全に隙間の無い床ではなく、どこからスライムが湧わき出でてくるか分かったものではない。

　そんな状態の中で、最も死角になりやすい背中にラピスをおぶるという行為は、身に降ふりかかる危険性を増す結果になるばかりで、ロレンとしては気が気ではないのだ。

　しかもラピスを背負っている間、監かん視しするべき生徒達からは、なんだこいつらいちゃつきやがってという目で見られ続けるのである。

　これはロレンでなくとも辟へき易えきするような状況であり、好ましい雰囲気であるとは到底いえない。

「なぁ、本当に引き返さねぇか？」

「うるせぇなこの色ボケ野や郎ろう」

　そんな調子で探索を続けていたアイン達だったのだが、運がいいのか悪いのか、パルメのパーティメンバーであった少女の死体を発見してから少しして、ついに七階層へ下りる階段を発見するに至る。

　喜びに沸わくアイン達であったのだが、七階層へと下りた彼らを待ち受けていたのは、さらにその密度を増した、数々のスライム達だったのであった。

「もしかして、六階層から下はスライムの繁はん殖しよく地ちか？」

「そんなわけはない、と思うんだけど……」

　また通路のあちこちに無数に存在している粘液状の魔ま物ものに、うんざりしたような声を上げたロレンへ、フェイムが驚きを隠せないような声で答える。

「これは……やべぇんじゃねぇか？　最下層までたどり着けたとしても、帰り道の分の油が足りなくなるんじゃねぇかよ？」

　ここへ来て、クラウドが弱音を吐き始めたのだが、それに対してはアルが自分が持ち込んだ荷物を指し示しながらこう答えた。

「ボクの荷物の中にはまだ十分な量の油があります。大丈夫、帰り道の分まで問題なくいけるはずです」

「なんでそんなに油持ち込んだんだよ？」

「迷宮ですからね。道に迷うと思ったんですよ。ですからランタンの油は多目というよりもちょっと多すぎるくらいに持ってきていました。それが幸いしましたね」

「だが、この調子でこの下の階層もこんな状況じゃ、そのうち進めなくなるんじゃないか？」

　もっともなアインの言葉にもアルは自信ありげに答える。

「先行しているパルメさん達もある程度は駆除しているでしょうし、全すべてを相手にする必要もないはずですから」

「さっきの死体のところから引き返した可能性も……」

「それならボクらと鉢はち合あわせしていないとおかしいでしょう。そうならなかったということはボクは彼かの女じよ達たちは前へ進んでいるんだと思いますよ」

　言い切られて、それに対する反論の言葉も見つからないままにアインとクラウドは顔を見合わせると、頷うなずきあってさらに先へと歩き始める。

　フェイムはそんな三人の背中を不安そうに見つめながら、それでもその背中を追いかけて歩き出し、ロレンはそれらを見届けてからゆっくり彼らの後を追う。

「これ、お前の一部が関係してたりしねぇだろうな？」

　アイン達を追いかけながらロレンが背中におぶさっているラピスにそんな質問をぶつけてみると、ロレンの背中の上でラピスがびくりと体を震ふるわせた。

　まさか思い当たる節でもあるのかと肩かた越ごしに背中を見れば、目のあったラピスがぷるぷると首を横に振り出す。

「ここに私のどこがあるのか分かりませんが、流石さすがにどの部分があってもこんな事態を引き起こしたりはしないですよ。信じてください」

「まぁそれほど疑ってるわけじゃねぇがよ。それでもこれは異常だろ？」

「確かに、この下も同じような状況だと仮定して、迷宮の半分がスライム尽くしというのは聞いたことの無い話ですね」

　そこまで口にしたラピスは、一いつ旦たん言葉を切るとしばし沈ちん黙もくした後で再び口を開く。

「聞いたことの無い話、というのは非常に興味深いですね」

「こんなところで助すけ平べえ根こん性じよう出すんじゃねぇぞ。俺達だってこんな状況じゃ、生きて帰れるかどうか怪あやしいんだからな」

　今はスライム達の駆除をアイン達に任せているロレンであるが、何らかの事情で自分達だけで地上へ戻らなければならなくなった場合は、そのスライムの駆除を今度はロレンがやらなければならなくなる。

　松明たいまつの予備はある程度、ラピスの荷物の中に準備されていたのだが、それらでスライム達を追い払いつつ地上へ帰れるかと考えれば、それはもちろん迷宮の先へ進むにつれて段々と難しくなっていっているはずなのだ。

「流石に私も、この状況下で自分の好こう奇き心しんを満たすことを優先するほど趣しゆ味みに生きている女じゃないですよ」

「だといいんだがな」

　意外とラピスには、趣味に興じるあまりに身を滅ほろぼしそうな危あやうい雰囲気がある。

　そんな風に感じているロレンは、もしもの時はラピスを殴なぐって気絶させるか、引きずってでもつれて帰らなくてはとまで考えて、ふと見捨てて置いていくという選せん択たく肢しを自然と意識の外に置いていることに気がついて苦く笑しようしてしまう。

「何か面白おもしろいことでもありました？」

「なんでもねぇよ」

　尋ねるラピスを誤魔化して、さらに歩き続けるロレンの視界の中では、シェーナがその小さな体に生えている羽をぱたぱたと動かしながら飛んでいる。

〈大丈夫ですお兄さん。もしものときはこの私が、死の王の力を最大限に使って必ずやお兄さんとお姉さんを地上に送り届けてみせますから！〉

　拳こぶしを握って力強く宣言するシェーナへ、期待していると答えを返したロレンは考えごとをしていたせいなのか、だいぶアイン達との距離を離されてしまっていることに気がついて、歩く速度を速めようとして唐突に立ち止まる。

「ロレンさん？」

　急に立ち止まったロレンの行動を不ふ審しんがり、声をかけてくるラピスだったがロレンはそれに答えることなくじっと自分の足あし下もとを見つめている。

　その足下からロレンが感じ取っていたのは、床が伝えてくるわずかな振しん動どうであった。

　それはわずかではあるのだが、石作りの床がそれと分かるほどに振動するということは、何かしら通路の先に起きているという証であり、ふと視線を上げて通路の先を見たロレンはそこに見たくない光景を見てしまう。

　それは、先へと行ってしまったアイン達が、必死の形相で駆かけ戻ってくるという光景であった。

　なりふり構わず、足下にいるスライム達を踏ふみ潰しながら全速力で駆けて来るアイン達。

　一体そんなに急いで何を走る必要があるのかと、彼かれらの背後を見ればそこには通路一いつ杯ぱいに広がり、まるで洪こう水ずいか何かのように通路を流れてくる大量のスライムの姿があったのである。

　これにはロレンも顔を引き攣つらせると、即そく座ざに回れ右をして今きた通路をひた走りに逃とう走そうし始めた。

「おいこら！　監督員！　なに手前ぇ真っ先に逃げ出してやがんだ！」

「俺おれも死にたくはねぇんでな！」

「せめて俺らが通りすぎてから逃げやがれっ！」

「そんな余よ裕ゆうなんざねぇわっ！」

　通路を埋うめ尽くして流れてくるほどの大量のスライムが相手では、ロレンに対たい抗こうする手段などあるわけもなかった。

　後はひたすら追いつかれないことを祈いのりつつ、走って逃げる以外に方法がない。

　松明の火で焼こうにも、相手の量が多すぎてまともに焼けないばかりか物量で押おし潰される未来しか見えないのだ。
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「一体どこからこんな量のスライムが出やがった!?」

　なんにしても唐突すぎるとロレンが叫さけべば、クラウドがそれに怒ど鳴なり返してくる。

「知らねぇよっ！　通路の向こう側から流れ出てきやがったんだ！」

「しゃべってる暇ひまがあったら、足を動かさないと！　追いつかれるよっ！」

「みんなっ！　こっちだっ！」

　泣き出しそうなフェイムの声に続いて、アルの声がした途と端たんにロレンの背後から人の気配が消える。

　気になって走りながら背後を振り返ればそこにあるのは大量のスライムが作り出した半はん透とう明めいの壁ばかりで、それまでロレンの背後を走っていたはずのアイン達の姿はどこにもなくなってしまっていた。

「呑のまれやがったか!?」

「いやそうじゃなく。脇わき道みちに逃げ込んだみたいですねぇ」

　ロレンに背負われていたせいで、背後の出来事を自分の肩越しに見ていたラピスが、今しがた起きた出来事をロレンへと告げる。

　どうやらアイン達は、追いかけてくるスライムの壁をやりすごそうと、途と中ちゆうの曲がり道へと飛び込んでいったらしい。

「こういうのは、はぐれたっていうのか見失ったっていうのか、どっちだ!?」

「どっちでもよくないですか？」

「よくねぇよ！　あいつらが勝手にはぐれたのと、俺が見失ったのとじゃ、依頼の成否に関かかわってくるかもしれねぇじゃねぇか！」

「この状況下で、心配するのそれですか……」

「そうはいっても、あいつらの後から逃げたんじゃ、逃げ切れなかっただろうし……」

　呟つぶやきながらもロレンの走る速度は全く落ちることはない。

　ある程度の距離を保ちながら、スライムの濁だく流りゆうから逃のがれ続けるロレンの背中の上で、ラピスは背後から迫せまってくるスライムの壁を眺ながめつつ、呆あきれたようにいった。

「その心配は、この状況下から逃げ切れてからゆっくり考えてもいいんじゃないでしょうかねぇ？」

「違ちがいねぇな」

　ラピスの言い分ももっともだ、と感じたロレンは一旦その問題については棚たな上あげしておくことにすると、人一人と大たい剣けんを背負っているとは到とう底てい信じられないような速度でもって暗い迷宮の通路を、スライムに足を取られることもなく全速力で駆け抜ぬけていくのであった。







第五章　逃走から最下層へ







　スライムの動きは遅おそい。

　一いち概がいにそうともいえないことは、今現在ロレンの背後から押し寄せてきているスライムの壁を見れば分かる話なのではあるが、普ふ通つうその辺にこびりつくようにして生息しているスライムの動きというものは、非常に緩かん慢まんとしているものだ。

　だからこそ、慎しん重ちように進行方向にいるスライムを駆除したり駆逐したりしながら進むよりは、実は捕つかまらない程度の速度でもって一気に駆け抜けるというのが、スライムだらけの迷宮を通り抜ける唯ゆい一いつの正解なのではないか、とロレンは考えていた。

　そのくらい、アイン達と別れた後のロレンの進行速度は速いものであったのだ。

　もちろん、ゆっくりと進むことを背後から押し寄せる大量のスライムが許してくれなかったというのも理由の一つではあるのだが、それにしたところでロレンは足下からロレンを捕とらえようとしてくるスライムの触しよく手しゆをすり抜け、頭上から落ちてくるスライムを回かい避ひしながら、掲かかげた松明の明かりだけを頼りに迷宮の中を駆け抜けている。

「ロレンさん、行く先にアテはあるんですか？」

　ちらちらと背後を振り返り、追ってくるスライムとの距離を確かく認にんしながらラピスが尋ねると、ロレンは走る速度を全く落とすことなくきっぱりと答えた。

「ねぇな」

「ですよねー……」

　監督員として、折せつ角かくもらった地図も既すでにほとんど役に立たなくなっている。

　なぜならば、ロレンがあまりに速く通路を走り抜けているせいで、現在位置というものが分からなくなってしまったせいだった。

　一旦自分達の現在位置を見失えば、周囲はどこまでも代かわり映ばえのしない石の壁と床と天井ばかりが続いている光景しかなく、再度自分の位置の情報を取得するための目印のようなものがなにもない。

　さらに、地上の学校で教えているような壁に左手をついて壁沿いに歩くという方法も、既に使えない状態に陥おちいっている。

　こちらは、迷宮の外がい壁へきに接している壁に手をつかなければ使えない方法であり、今現在ではどこの壁がその外壁に接している壁なのか、皆かい目もく見当もつかないからだ。

　つまりは、完全に迷子になった、という状況である。

「あいつらどうなったと思う？」

　走り続けながらのロレンからの問いかけに、一いつ瞬しゆん何を聞かれているのか分からずに首を傾かしげたラピスであったが、すぐにそれが途中で別れたアイン達のことを指し示しているのだろうと気がついて、ラピスはロレンの背中の上で深い溜ため息いきを吐つく。

「おいやめろ。首筋がくすぐってぇだろ」

「これは失礼しました。興味もありませんねぇ。今の状況下では何らかの助けになることもないでしょうし」

　途中で別な道に飛び込んだからといって、アイン達が助かっているとは限らない。

　飛び込んだ先の道にまでスライムの一部が追いかけていったかもしれないし、飛び込んだ先にスライムの大群がいたかもしれないからだ。

　だがアイン達が助かっていようといまいと、現在ロレン達がおかれている状況に何らかの違いが出てくるわけでもない。

「そんなことよりロレンさん。かなり走り続けていますが大丈夫ですか？」

　自分の荷物に大剣を含ふくんだ装備。

　それに加えてラピスまで背負っているロレンである。

　運んでいる重量はかなりのものになるはずで、その状態で走り続けるというのはラピスが考えても相当に体力を消費してしまうはずであった。

　だからこそ心配になって尋ねてみたのだったが、ロレンの走る速度は落ちる気配がない。

「戦場ってのは厳しいところでな」

　走るロレンの足音が、時たま湿しめったものへと変わるのは足下にいるスライムを踏み潰してしまっているせいである。

　そこで速度を緩ゆるめれば、踏んだスライムに足をとられてしまいかねないのだが、だからといって勢い良く駆け抜ければぬめりのあるスライムの体で足を滑すべらせ、ラピスもろとも転びかねない危険性もあった。

　そのいずれの状態にもならずに、それでいて速度を落とさないロレンの体さばきとバランス感覚は傭兵とはもしかして、みんなこれくらいのことができるのだろうかと考えてしまうような巧たくみさである。

「走れなくなった奴から順番にくたばるって言われてる。だから俺らはまず、走り続けることを訓練されんだよ。それも装備やら荷物やら、時には傭兵団の仲間やらを運ばされてな。それに比べりゃラピス一人くらい軽いもんだ」

「そのことなのですがロレンさん」

　別な話を切り出そうとしたラピスは、ふと全身を襲おそった浮ふ遊ゆう感に言葉を途と切ぎれさせる。

　一体何が起こったのかと周囲を見回せば、すぐにどうやらロレンが通路の途中に口を開いていた落とし穴らしきものに飛び込んだのだということが分かってラピスは肝きもを冷やす。

　自分からトラップに飛び込むということは、普通に考えれば自殺に等しい行こう為いであるはずなのだが、ロレンは危なげなく穴の底へと着地するとすぐさま疾しつ走そうを再開する。

　どうやら致ち死し性せいのトラップという落とし穴ではなく、強制的に被ひ害がい者しやを下の階層へと突つき落とす落とし穴であったらしい。

　それに気がついて一瞬胸を撫なで下おろしかけたラピスだったのだが、すぐにそれは八階層に飛び込んでしまったのだということだと悟って表情を硬くする。

「何がどうしたって？」

　さらに深い階層へと足を踏み入れていることに、気がつかないのか気にしていないのか、とにかく平静を保ったままのロレンへ、ラピスは穴に飛び込む前に話そうとしていた話題を思い出し、再びそれについて話そうとし始めて、背後の天井から滝たきのように流れ落ちてくる大量のスライムを見て、ロレンの肩を叩たたく。

「追ってきてますよ、ロレンさん！」

「階層が変わったくらいじゃ見み逃のがしてくれねぇかよ……」

　苦々しくそう言いながらも、再度速度を上げて走り出すロレンの耳元へ、ラピスは伝えなければならないことを伝えるために唇くちびるを寄せる。

「私の手足が動かないことについてなんですけれど」

「また魔ま力りよく切れか？」

「いえ、魔力は周囲に豊富にあります。むしろ豊富すぎるくらいかと」

　魔力で動いているらしいラピスの四肢の動きが悪くなっているというのに、魔力自体は周囲に豊富に存在しているという。

　魔術師や神官ではないロレンにはピンとはこない話ではあったが、それがおかしいようだというくらいのことは分かる。

「どういうこった？」

「魔力が濃こすぎるせいで、逆に正常な働きをしていない、という説明でご理解いただけますか？」

　その説明一つできちんと状況を理解できたわけではないロレンだったが、なんとなくにでもラピスが何を言いたいのかは理解する。

　何事も過ぎるほど大量にあると様々な弊へい害がいを生むものであるが、ロレン達たちがいる階層は魔力において、そのような状態にある、ということらしい。

「原因は分かんのか？」

「分かりません。ですが、多少時間をいただけるのであれば、手足の方はなんとか調整が可能だとは思います」

「時間、ね」

　ロレンはちらりと背後を振ふり返る。

　上の階層からロレン達と共に落ちてきて、さらにロレン達を追いかけているスライムの津つ波なみは、その速度を落とすことなくロレン達を追いかけ続けていた。

　ラピスの言う時間というものが取れるか取れないかは、全てロレンがどこまで逃げ続けることができるのかにかかっている。

「人目もなくなりましたし、手足の制せい御ぎよさえ戻もどれば背後のスライムは魔術で焼やき払はらっても……」

「まて、ラピス」

　ラピスの言いかけの台詞せりふを途中でロレンが遮さえぎる。

　何事かあったのだろうかと思うラピスは、自分達が逃げ続けている通路の先の脇道から飛び出してくる人ひと影かげを目にして、ロレンが自分の言葉を遮った理由を知った。

「クラース!?」

　脇道から飛び出して、走っているロレンの横に併へい走そうする形で走るのは、こちらはローブ姿のアンジェをお姫ひめ様さま抱だっこ状態で抱かかえているクラースであったのだ。

　聞かれれば面白くないことになりかねないラピスの台詞をロレンが遮ったのは、このせいだったかと理解するラピスは、背後から追いかけてきているスライムの壁が、クラース達が飛び出して来た脇道を通り過ぎた途端にその勢いを増したのを確認して、なんとなくではあるがクラースが置かれていた状況を理解してしまう。

「貴方あなたも追われてたんですか!?」

「これはっ！　貴方達だったか！　奇き遇ぐうだなっ！」

「いやな奇遇もあったもんだ」

　どうやらクラース達もロレン達が追われているのと同じようなものに追われている真っ最中であったらしい。

　それが少し大きな通路へと出た途端に横合いからも迫ってきているスライムの壁を目にして、慌あわててロレン達と同じ方向に駆け出した、ということのようだった。

　スライムの壁の速度が増したのは、クラース達が飛び出してきた脇道からのスライムの追加流入があったせいのようである。

「生徒達はどうしたってんだ？」

「あれに追われた時にはぐれてしまった。一人は上の階層で頭からスライムをかぶってしまって、助けられなかった」

「それにゃさっき遭そう遇ぐうしたぞ。体ん中スライムで一杯になっててな、こっちの受験者が一人、出てきたスライムにやられてそこそこの怪我けがを負ったぞ。迷めい惑わくじゃねぇか、焼いておけよ」

「そんな余裕は無かったんだよっ！」

　お姫様抱っこの状態で体を強こわ張ばらせているアンジェが頷いているところを見ると、クラースのいう余裕がなかったというのは嘘うそではないらしい。

　確かに助ける余裕すらないほどに、大量のスライムを頭からかぶったりしたのであれば、その場から逃げるのに手て一いつ杯ぱいで、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやとなった生徒を焼いてしまうようなことはできなかったのかもしれなかった。

　だがそれで、他の受験者に迷惑をかけているようではお話にならない。

「それはさておいてだな。クラース、ここがどこだか分かってるか？」

「生あい憎にくだが、ボクとて逃げるので精一杯だ。ましてアンジェを抱えてるこの状態で、地図を確認しながら逃げてきたように見えるか？」

「こっちと似たり寄ったりかよ」

　なんとなくは察していた話ではあったのだが、改めてきちんと言い切られてしまうと落らく胆たんしてしまうのも仕方が無い話だ。

　だが、ロレンの方もクラースと似たような状況でいることを考えれば、同じくクラースに落胆を味わわせている可能性もあり、お互たがい様さまかとロレンは考え直す。

「ってことは当然、逃げる先のアテもねぇよな？」

「そっちもそうだろ!?」

「ツイてねぇな……どうやりゃ振り切れんだよ、あれ」

　背後から迫るスライムの壁は付つかず離はなれずといった微び妙みような距きよ離りを保ったまま、ロレン達を追いかけ続けている。

　クラース達と合流することがなければ、ラピスが手足の制御を取り戻した時点で魔術で焼き払ってもらうというのが一番確実で堅けん実じつな方法であろうと思っていたロレンなのだが、クラース達と合流してしまったせいで人の目ができ、あまり無む茶ちやもできない。

「そもそもボクが受験者だった頃ころは、こんな階層じゃなかったんだぞ！」

「じゃあ何があったってんだよ？」

「ボクに聞かれても分かるわけがないだろう!?」

「とにかく九階層を目指すべきよ」

　クラースの腕うでの中から、アンジェが会話に参加する。

　抱え上げられた上に、クラースの首に腕を回すような格好のまま運ばれている彼かの女じよは、やや顔を赤らめながらもはっきりとした口調でこう語った。

「九階層のキーパーの前まで行ければ、あそこは迷宮の魔物が入ってこない、一種の安全地帯になっているはずだから」

「そうはいってもアンジェ。ボクらは今回、あそこから先へ行くための鍵かぎを持っていない。鍵は受験生だけが持たされているものだから。あそこで一息つけたとしても、ボクらはスライムに囲まれて閉じ込められるだけだ」

「そりゃ十階層に行けたとしても、同じことなんじゃねぇか？」

　口を挟はさんだロレンへ、この試験の経験者であるクラースが語る。

「十階層はヴォルフの遺産の保管庫のようになっているんだけれど、その先には地上への転送テレポート門があるんだ」

「それじゃ、十階層まで行けりゃ遺産とやらは持ち出し放題なんじゃねぇか？」

　持てるだけの宝物を持って、その転送テレポート門に飛び込めばいいだけのことである。

　それくらいのことは、いくらガーディアンがいたとしてもできるんじゃないかと思うロレンだったのだが、その思いはすぐに否定された。

「ところがその転送テレポート門の前にはガーディアンがいて転送テレポート門は起動されていない状態になっている。何も持ち出していなければ、門はすぐに起動するけれど、何かを持ち出そうとしている場合は、ガーディアンを倒たおさないと門が使用できなくなる」

「いずれにしても十階層に入れなければ同じことなんだけどね」

　そういって締しめくくろうとするアンジェの話を、今度はロレンの背中にいるラピスが引き取って続けた。

「そういうことであれば、私に考えがありますから、十階層を目指すことにしましょう」

「考えって？」

「ここでは明かせません。ですが、助かる可能性があるとだけ。ですからまずその九階層のキーパーを探し、十階層へ侵しん入にゆうすることを考えましょう」

　ラピスの提案に、クラースとアンジェはお互いの顔を一瞬だけ見合わせたがすぐに頷きを返してきた。

　他に方法も考えつかない以上、ラピスの提案に乗るしかないという結論に二人同時に達したらしかった。

「それでは、まずは現在位置と目的地までの道順をどうにかして考えましょう」

「任せてくれ。ここにはそれなりに潜っているから、時間をもらえればなんとなく分かると思う」

「それよりなにより、アレからどうにか逃れるのが先だと思うがな」

　ロレンの言葉に他の三人は背後へと視線を向け、相変わらずの速度で追いかけてくる半透明の壁に溜息を吐き、ロレンとクラースは走る足の速度を速め、ラピスとアンジェは走る邪じや魔まにならないように、しっかりとそれぞれの相棒にしがみつくのであった。







　とにもかくにも、追いかけてくる大量のスライムをどうにかするのがロレンにとってもクラースにとっても急務であった。

　いかに鍛きたえていたり、技能の恩おん恵けいがあったとしても、ロレンもクラースも人間であり、生き物である以上は疲ひ労ろうという要素から逃げることができない。

　ある程度長く行動することができたとしても、それは永遠であるはずがなく、いずれは力ちから尽つきて追いかけてくるスライム達に飲み込まれることが分かりきっている。

「クラース、ちょっと切り込んで来い。アンジェの運うん搬ぱんは引き受けるから」

「それはボクに死んで来いってことじゃないか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前ならやれる」

「その根こん拠きよの無い信しん頼らいが嘘うそ臭くさすぎる！」

　もしかしたらできるのではないかと思ってけしかけたロレンだったのだが、あっさりとクラースがそれを拒きよ否ひしたところからして、いかに力や性能を増すクラースの〈増力〉であっても、圧あつ倒とう的てきなまでの物量を覆くつがえすほどには便利ではなかったらしい。

「割と使えねぇな」

「そもそもあれを剣一本でなんとかしようと考えるのに無理がありすぎる！」

　喚わめけばそれだけ体力を消しよう耗もうし、スライムに追いつかれるまでの時間が短くなるだけのような気がするロレンであるのだが、それをさせているのが自分であるという自覚くらいはあったので、指し摘てきせずに黙だまってどうしたものかと考える。

　そんなことをしながら逃にげ続けていたロレン達だったのだが、いくつかの角を曲がり、ひたすら直線の通路を駆け抜けて、ふと背後に感じていた重圧がいつの間にやらなくなっていることに気がついた。

　少しばかり走る速度を抑おさえつつ、背後を振り返ってみればあれだけ圧倒的な質量で迫ってきていたスライム達の姿が、いつの間にやらいなくなってしまっている。

「助かったってのか……？」

「なぜ？　どうして？　いや、助かったのなら喜ぶべきだとは思うのだけど……」

　あまりにあっけなく、前まえ触ぶれも無く唐突に助かってしまったせいか、これ自体がもっと悪いことへの始まりなのではないかと疑いつつ、きょろきょろと周囲を見回すクラース。

　ロレンも状況が理解できないままに、何があっても対処できるよう身構え続けているところへ、視界の中にシェーナの姿が映りこむ。

〈大丈夫ですよお兄さん。スライムを処理したのは私です〉

　ほめてくださいとばかりにドヤ顔をしてみせるシェーナ。

　どうしていいやら分からないままにとりあえずはその労を心の中だけで労ねぎらいつつロレンがシェーナに事情の説明を求めれば、どうやらシェーナは死の王の力を行使することで、ロレン達をスライムの津波から救い出した、ということであるらしい。

〈スライムにエナジードレインを使って、衰すい弱じやく死しさせてみました〉

　スライムとは非常に下等にして単純な生き物である。

　確かに大量に集まれば、ロレンやクラースでも太刀たち打うちできないほどの脅きよう威いとなることは、現実のものとして体感したロレン達であったが、それでも個体としてはそれほど強力な魔物ではない。

　そんなスライムにシェーナは、ラピスにバレないように少しずつ、それでいて確実に一匹ぴきずつその生命力を奪うばい取とり、死に至らしめていたのだ。

　すぐに効果が現れなかったのは、数が多すぎて多少死亡して脱だつ落らくしたとしても態勢には影えい響きようが出にくかったということと、ラピスの感覚を警けい戒かいするあまりに強く力の行使を行うことができなかったかららしかった。

〈多用はできません。お姉さん、気がつきかけてたっぽいです〉

　ロレンのアストラル体の内側に、死の王のアストラル体が内包されているなどとラピスが知った場合、どのような行動に出るかロレンにもシェーナにも皆目見当がつかない。

　神官としての責務で、死の王を滅ぼすための行動を取るような気もするし、好奇心の赴おもむくままにロレンのことを観察対象扱あつかいしそうな気もする。

　あるいは全然別の行動を取るかもしれなかったのだが、とにかく知られればロクなことにならないことだけは確かなことであり、ロレンもシェーナもラピスにバレないように注意を払いつつ行動をしており、気付かれることは極力避さけたい話であった。

　気をつけてくれよと念を押してから、この状じよう況きようをなんとか誤ご魔ま化かさなくてはとロレンは口を開く。

「他に食いでのありそうな獲え物ものでも見つけやがったか？」

「それって、受験生くらいしかいないんじゃないか？　助けに……」

「状況も分からねぇままに動き回って、またスライム達の興味を引く気か？」

　アンジェのことを床ゆかに下ろし、そのままアテもなく歩き始めようとしたクラースをロレンがそうやって引き止めれば、多少なりとも不満そうな表情を見せはしたものの、ロレンの言葉ももっともだと思ったのか、クラースは無理にその場を離れようとはしなかった。

「じゃあどうすればいい？」

「とにかくまずは、現在位置だ。お前、多少時間かけて歩けばなんとなく分かるんだろ？」

「あぁ、じゃあそこから片付けていこう」

　クラース達も監かん督とく員として、地図の支給がされていた。

　その地図を広げながらクラースが歩き出せば、ロレンもその後ろからついて行く。

　アンジェの方は元々、体に何かしら問題があってクラースに抱だきかかえられていたわけではないので、スライムという脅威が去ってくれさえすれば自分の足で歩くことができた。

　しかしラピスの方は、クラース達の手前その原因に言げん及きゆうするわけにはいかないロレンであったが、義足と義手である四し肢しが機能不全を起こしたままであり、ラピスは変わらずロレンの背中にしがみついたままだ。

「そっちの神官さんは怪我でも？」

「お構いなく、好きでこうしていますので」

　クラースの心配するような言葉に、ラピスの反応は素っ気無い。

　クラースという人物が女性にややだらしないらしいという情報から来ている反応なのかもしれなかったが、取り付く島もないとはまさにこのことだと笑うロレンの近くでは、またむっとした表情をしているアンジェがクラースを睨にらみつけている。

　その視線から逃れるように愛あい想そ笑わらいなどしつつ足早に歩き始めるクラースをしばらく追いかけていると、クラースは少しばかりしてから自分が持っている地図の一点を指で指し示してみせた。

「ここが現在地だね」

　あまりに早い現在地の特定に、ロレンなどはやや疑念を抱いてしまう。

　現在位置の特定は任せろと言っていたクラースのことを、ロレンはあまり信用していなかった。

　それでも多少根拠のある情報が得られれば、とくらいにしか思っていなかったのだが、クラースが指し示した位置を、現在いる位置だと仮定して地図を頼たよりに動いてみれば、なるほど確かにクラースが指定した位置こそが自分達の現在位置らしいということが分かり、ロレンは素す直なおにクラースのことを驚おどろきの視線でもって見つめる。

「別に大したことじゃない。学生時代はよく潜もぐったものだからね」

「俺は今初めて、お前と行動を共にしてて良かったと思ってる」

「何気に褒ほめられてないよな、それ」

　これまで、特に褒めるような要素などなかっただろうとロレンが言えば、クラースもそのくらいの自覚はあったのか、何も言わずに首を竦すくめる。

　なにはともあれ現在位置さえ分かれば、八階層から九階層へと下りる階段までの道は手元の地図にきちんと記き載さいされており、道に迷うような心配はない。

　はぐれてしまった受験生のことが、全く気にならないロレンやクラースではなかったのだが、現状では彼らを探たん索さくしにいくこと自体が自分達の身を危うくしかねず、ここはまず地上に戻り、事の次し第だいを校長に説明するべきだろうと、ロレン達は九階層への下り階段を目指して通路を歩き出す。

　そんな矢先にクラースが急にその場に立ち止まり、手をかざして耳を澄すませ始める。

　何をしているのかとアンジェが訝いぶかしがる中、ロレンとラピスもクラースの注意を引いたらしい物音を耳にした。

「聞こえたか？」

「人の声みてぇだったが……今この迷めい宮きゆうに潜ってんのは俺らだけだよな？」

「あぁ、ならばこれがもし人の声ならば、生徒の可能性が高い。だから……」

「様子を見にいくってんだろ。分かったから、地図を追うのはそっちでやれよ？」

　クラースという人間は、基本的には善人である。

　だからこそ不正っぽいことには怒いかりを覚えるのであるし、自分を慕したってくれる人間を邪じや険けんにすることができないのだ。

　もっとも、慕ってくれるからといって片かたっ端ぱしから口をつけていたのでは、ただの節操無しでしかないのだが、そこをアンジェがなんとかすることができれば、それなりの人物になるのではないかと思い始めていた。

　ならばこの場において、さっさとこんな迷めい宮きゆうを退散したいという気持ちはあれど、受験生らしき誰だれかの声が聞こえたのであれば、それを見捨てていくようなことはできないだろうと考えていたわけであるが、図星のようである。

「助かる。ボクだけではアンジェの身を守るので精一杯になりつつあるからな」

「俺とて自分とラピスで精一杯だから、あんまり期待すんじゃねぇよ」

「それでも貴方とボクが協力すれば、もう一人か二人くらいはなんとかなるんじゃないか？」

「お前、それは今現在ここで迷子になってるらしい受験生七人のうち五、六人は見捨てるって宣言に等しいからな？」

「それは……」

　ロレンの言葉に悩なやみだすクラースであったが、いった側であるロレンもある程度見捨てていくということは、既に仕方の無いことだと思い始めている。

　助けられるものならば、と思わなくもない部分もあるのだが、他の者を助けるために自分達が危険に晒さらされるようなことになっては意味が無い。

「悩むのは後回しにして、まずは声の主の確認なんだが……」

　迷宮の中で音が聞こえた場合、その発生源の方向を特定するというのはなかなか難しい作業になる。

　なにせ、音が反はん響きようして方向が分からなくなる上に、通路自体が迷路の様相を呈ていしていて、音が聞こえたとしても、もしかすると壁かべの向こう側から隙すき間まを通って聞こえてきたのかもしれないというところまで考え出すと、キリがなくなるからだ。

　それでも、断だん片ぺん的てきに聞こえる泣き声のような音を頼りに、通路を歩き続けていたロレン達は、どうにかこうにかその声の発生源があると思われる地点までたどり着くことができた。

　そこでロレン達が見たものは、透とう明めいの壁に脇わきの下辺りまですっぽりとはまり込み、半泣きになりながらそこからなんとかして逃れようともがいているパルメの姿だったのである。

　金きん髪ぱつの縦ロールは乱れ、呑のまれていない脇から上の体にも透明な壁から伸のびている触手がへばりついて、その体を壁の中へと押し込もうとしていた。

　パルメはどうにかしてそれに対たい抗こうしようとしているのだが、掴つかむ物など何も無い状態ではそのもがきは無む為いに終わっており、少しずつではあるのだが確実に壁の中へと引き込まれかけている。

「パルメさん！」

　クラースが声をかければ、半ば観念してしまっていたのか涙なみだと鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしたパルメが、一瞬だけ顔をぱっと明るくしたのだが、すぐに首を振ると近寄ってこようとしたクラースを声で押し留とどめる。

「いけませんクラース様！　私に構わず逃げてくださいまし！」

「そんなことができるわけがっ！」

「私はもう駄だ目めです。ここまで呑まれてしまっては、逃げ出すこともできません。それに既に呑まれた部分は侵しん食しよくが……せめて慈じ悲ひをお示しくださるのでしたら、私ごとこのスライムを焼いてください！」

「それは……」

　スライムに呑まれた被害者がもう助からないと判断した場合は、焼き殺してやるのが慈悲であるという考え方がある。

　ゆっくりと溶とかされるのを自覚しながら呑み込まれ、最終的には窒ちつ息そくで死ぬというのは非常に苦しいことであり、そんな死に方をするくらいならば、ということであるのだが、流石さすがにクラースもまだ意識もはっきりとしているパルメを、焼けといわれて焼けるほどには覚かく悟ごが決まっていなかった。

「そうでないのでしたら、どうかここから立ち去ってください。私がスライムに呑まれるところなどお見せしたくはないのです」

　おそらくはみっともなく命いのち乞ごいをし、泣なき叫さけぶだろうからというパルメであるのだが、クラースの性格上、立ち去れといわれてパルメを見捨てるという選せん択たく肢しも選ぶことができない。

　なんとか引きずり出せないものかと近寄ろうとすれば、透明の壁を作っているスライムの体から触手が伸びて、近づくクラースの体まで搦からめ捕とろうとし始める。

「くっ……これでは近寄ることすら……」

「おいクラース、ちょっとラピスを見ててくれ」

　まともに動けなかったとしても、立つくらいはなんとかなるだろうと背中にいるラピスを床へと下ろして持っていた松明たいまつを渡わたし、二の足を踏ふむクラースの肩かたを叩いて下がらせたロレンは、そのままつかつかとパルメが壁に埋うまっている場所まで歩み寄る。

　当然、クラースの時と同じようにロレンの体を搦め捕ろうと触手が伸びてくるのだが、ロレンはそれを避けようともせずに体に張り付くがままにさせると、ゆっくり手を伸ばして呆ぼう然ぜんと自分を見ているパルメの首根っこを掴んだ。

「え？　あの、ちょっと貴方……？」

「せぇのっ！」

　掛かけ声ごえと共にロレンは、腕に力を込めると呑みこまれかけているパルメの体を強ごう引いんに壁の中から引っこ抜いた。

　その際、何かしらびりびりと破ける音が耳に届いたのだが、気にせずにパルメの体を自分の後方、クラース達のいる方向へと放り投げると、慌てることなく自分の体にへばりついているスライムの触手を引きちぎり、そのまま悠ゆう々ゆうとクラース達の所まで戻ってくる。

「その大たい剣けんを振り回すくらいだから、凄すさまじい腕わん力りよくだとは分かっていたが……改めて凄すごいんだな」

「鍛えりゃ誰でもできんだろ、これくらい」

　そんなわけはないと首を振るクラースに、そんなものだろうかと思うロレン。

　とにかくこれで一人救出できたと喜ぶクラースの足あし下もとで、放り投げられた形のパルメが甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　何事かとそちらを見るロレンとクラースの目に飛び込んできたのは、床にぺたんとお尻しりをついた状態で、両りよう腕うでで胸むな元もとを隠かくしつつ顔を真っ赤にし、涙目になっているパルメの姿。

　その姿は半はん裸らというよりはほぼ全裸である。

　視線を翻ひるがえして、今までパルメが呑み込まれかけていた壁の方を見れば、スライムが作る透明な壁の中に、引きちぎられた形でゆらゆらと揺ゆれているパルメの衣服や下着の残ざん骸がいが見えて、そこでロレン達は状況を理解することになった。

「さっきの破れた音、あれだったかよ」

「半ば溶かされかけてたわけだから、仕方ないんじゃないか？」

　口々にそんなことを言い合った後で、同意を求めるように二人同時に女じよ性せい陣じんの方を見れば、こっちを向くなとばかりにロレンへは火のついたままの松明が。

　そしてクラースにはアンジェが携たずさえていた杖つえが投げつけられ、クラースはその杖を顔面で受けてその場に蹲うずくまり、ロレンは飛んできた松明を危なげなく受け取ると、そのままくるりと女性陣に背中を向けて、蠢うごめき出したスライムの壁にその炎ほのおを近づけて焼き始めるのであった。







　助け出されたパルメは、しばらく顔を手で覆おおい隠し、しゃくりあげていたのだが、アンジェやラピスに慰なぐさめられて少しずつではあったが、落ち着きを取り戻していく。
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　その間、クラースは再び顔を上げてパルメの様子を見ようとして、アンジェに鉄てつ拳けんによる制裁をくらって沈ちん黙もくし、ロレンは大人しく松明の炎で近寄ってくるスライムを焼き潰つぶす作業に没ぼつ頭とうしていた。

　やがてパルメが少しばかり落ち着き始めると、アンジェは荷物の中から薄うす手での毛布を取り出してその体へかけてやり、ラピスはパルメが負っているであろう怪我の具合を確認し始める。

　本人が、侵食されていることを自覚するくらいだというのだから、さぞかし酷ひどい傷が体に残されているのだろうと覚悟していたラピスだったのだが、スライムに呑まれていたパルメの体に刻まれていたのは、楽観視できるほど軽い傷ではなかったが、悲観的になるほど重傷というわけでもなかった。

「傷としてはそれほどでもないのですが、状態と範はん囲いがちょっと、ですね。ロレンさん、私の〈治癒ヒーリング〉を使用してもいいですか？」

　放っておけばそれは間ま違ちがいなく傷きず跡あととして残るだろうとラピスは判断する。

　歳とし若い少女の体に、それもかなり広い範囲にそのような傷が残ってしまうということは、あまりに哀れな話だろうと自分が持つ法術を使う許可をロレンへと求めれば、ロレンはあっさりと首を縦に振ってみせた。

「構わねぇから治してやりな」

「いいのか？」

　ロレンの了りよう承しようを得て、ラピスは治癒の法術を準備する。

　迷宮のみならず行動中の冒ぼう険けん者しやにとって、神官の使う治癒の法術はそのパーティの生命線であるといっても過言ではない。

　その限られた使用回数である法術の一回分をパルメに使うという決定を下したロレンに対してクラースが疑問を呈した。

「そりゃまぁ、戦力的な話をすんなら悪手だろな」

　パルメは装備を全すべて失っており、これから先も戦力として数えられないばかりか、ほとんど足手まといにしかならないはずであった。

　そんなパルメの、命に関かかわりそうにない傷に対して法術を使うという選せん択たくは、クラースでなくとも疑問に感じるような話であることはロレンにも分かっている。

「彼女とて冒険者になろうという者だ。体に消えない傷が残ることくらい覚悟の上のはず」

「かも知れねぇな。けどまぁいいんじゃねぇか？」

　硬く考えるなとばかりに、ぽんとロレンに肩を叩かれればクラースもそれ以上そのことについて言及する気はないのか、大人しく引き下がる。

　そんな二人の傍かたわらでは、ラピスがパルメに対して〈治癒ヒーリング〉の法術を行使しようとするところであった。

「知識の神様、どうか無む駄だに溜ため込んだ知識の中の、一番いい方法で彼女の傷を治してくださいな」

「それ、祈いのりの言葉じゃありませんわよね!?」

「祈りに定まった形などないのです」

　もっともらしいことをいいながら、ラピスがパルメの体に触ふれれば、治癒の法術は速すみやかにその効力を発揮して、スライムによって侵食されたパルメの体を癒いやしていく。

「心なしか、治りがいいように見えるのは私の気のせい？」

「信じる者は救われるのですよ」

　みるみるうちに健康的な肌はだを取り戻していくパルメの傷を見ながら、何か理解し難がたい現象でも見ているかのように、頬ほおに汗あせなど流しつつ尋たずねるアンジェにラピスは厳おごそかな口調でもって応じてみせた。

「実際のところ、どうなんだ？」

「知るかよ、俺おれに振らねぇでくれ」

　クラースに尋ねられても、ロレンに答える術は無い。

　おそらくは魔ま族ぞくとしての基本性能の高さなどからくる法術の効き目の違ちがい、辺りが理由ではないのだろうかとロレンは考えるが、意外と最初の祈りが何らかの効果を及およぼしていないとはいいきれないのだ。

「諸もろ々もろはさておいて。縦ロールが動けるようになったら移動するぞ。ここで足止め喰くらっていいことなんぞ何一つねぇからな」

「ご迷惑を……おかけしますわ」

　項うな垂だれるパルメに、迷宮に入る前に会った時のような雰ふん囲い気きはない。

　このままあまり恐きよう縮しゆくされ続けるというのも、雰囲気的によくないような気がして、ロレンは冗じよう談だんのつもりで茶ちや化かすような言葉を投げてみる。

「しかし、このまま全裸に毛布一丁で引き回すのか？」

「あ、甘あまんじて受け入れますわ」

　冗談じゃないというような、反応を期待して投げかけてみた言葉はロレンの予想に反していともあっさりと受け入れられてしまった。

　顔を真っ赤にするパルメに、どうしようとばかりに困った顔になるロレンだったが、救いの手はラピスからそっと差し入れられる。

「下着くらいは私かアンジェさんのをお渡ししましょう」

「非常事態だから仕方ないわね。サイズが合う方を提供するってことで」

　冒ぼう険けん者しやはなるべく荷物を少なくする工く夫ふうをするものである。

　それは長い時間行動しなければならないことがある冒険者としては当然のことであり、探索や討とう伐ばつに赴くときの冒険者達たちの荷物は、本当に必要最低限のものを詰つめ込んであるのが普ふ通つうであった。

　しかし、そんな冒険者達も肌はだ着ぎや下着に関しては必ず替かえの物を用意するのが通例であり、ラピスやアンジェもその例に漏もれずに何セットかの着替えを荷物に忍しのばせている。

　余よ裕ゆうの無い荷物の中に、何故なぜそんなものをと思う者もあるのだが、冒険者の仕事というものはとにかく怪我をしたり、汚よごれたりすることの多い仕事だ。

　そんな中、不潔な衣服をいつまでも身につけていたのでは、受けた怪我が悪化してみたり、或あるいは何らかの病気にかかってみたりとよくないことの原因となるということは、冒険者達はその経験則から理解していた。

　さすがに上着の類たぐいを替えるほど荷物に余裕があることは少ないのだが、せめて直接肌に触れる下着や肌着の類は、いくら余裕がなくとも必ず持ち歩くべきものとして冒険者達からは認にん識しきされているのである。

「ブーツはあたしが一足、予備で持ってきたのを貸したげるわ」

　魔ま術じゆつ師しという職業は重い装備を持たない分、いくらか荷物に余裕があることが多い。

　アンジェもそうであったようで、荷物の中にトラップに引っかかって駄目になることを考えてなのかブーツを一ひと揃そろい、予備として持ってきていたらしい。

「下着の上は……私のですとちょっとぶかぶかですね。アンジェさんのが丁度いいみたいですから、それをお借りしましょう」

「ぐぬぬぬ……」

「下は……あら？　アンジェさんのだとずり落ちてきますか？　では仕方ありません、私のをお貸しするとしましょう」

「釈しやく然ぜんとしないわっ！」

「上着は……ロレンさん、シャツを一枚貸してあげてください」

「あいよ」

　身長の差からして、ロレンのシャツをパルメが着込めばその裾すそは太ももの半ばくらいまでは楽に隠してくれるくらいの長さがあった。

　その上から毛布を羽織り、ラピスから火のついた松明を手て渡わたされれば、戦せん闘とうには参加できないだろうが、ただ迷宮を歩くくらいならばどうにかなりそうな姿になる。

「皆みな様さま本当になんとお礼を……このご恩は必ず……」

「そういうのは地上に戻もどれてからにしてくれ。まだ帰れると決まったわけじゃねぇんだからよ」

　頭を下げようとするパルメを制して、ロレンはなるべく感情がこもらないように努めて事務的な口調でそう告げる。

　下手に希望を持たせれば、それが潰ついえたときに感じる絶望というものは落差からして非常に激しいものになってしまう。

　だからこそ、この先どうなるのか分からない現状において、助かったのだという気持ちを抱かせるわけにはいかなかったのである。

「パルメさん、他のメンバーがどうなったのかは分かるか？」

「申し訳ありませんクラース様。私も逃げるのに精一杯で、しかも気がつけばスライムの中に捕とらえられてしまっていて……あの子達たちがどうなったのかまでは」

　それを知るほどの余裕がなかったのだと告げるパルメに、クラースは一いつ瞬しゆんだけ残念そうな顔を見せはしたものの、すぐに平静を保つと仕方が無いと、申し訳なさそうに身を縮まらせるパルメの頭を、安心させるかのように優やさしく撫なでてやる。

「クラース様……」

　ぽうっと頬を赤らめるパルメの姿にものすごい勢いで咳せき払ばらいを始めるアンジェ。

　そんな三人の姿を見るともなしに見ていたロレンへ、ラピスが迷宮の地図を広げながら隣となりにやってくる。

「あぁいうの憧あこがれます？」

「冗談じゃねぇな。俺には向いてねぇし、憧れる気もねぇよ」

「ロレンさんらしいですね。ところで、このまま九階層のキーパーのところまで行ってしまいますか？」

　パルメの参入は予想外のアクシデント、と言えなくもなかったが、守らなければならない存在ができた、というだけであって大たい勢せいに影響は無いとロレンは考える。

　むしろ、さっさとパルメを地上へ戻すためにはこれまで以上に急いで、十階層のガーディアンを倒さなければならないような状況であった。

「クラースとアンジェは、パルメを守ってやりな。基本的に敵は俺とラピスでなんとかする」

「それは……いやそうだな。分かった、こちらは任せてくれ」

　まずは九階層の出口を守っているキーパーをなんとかしなければならず、それを自分達だけでなんとかするというロレンの言葉に、一瞬反論を口にしかけたクラースだったのだが、すぐに何事か考えついたのか、大人しくロレンの指示に従う。

　随ずい分ぶんと物分かりがよくなったものだと思いながら、ロレンはどうやら四肢の制せい御ぎよを取り戻したらしいラピスと並んで、クラース達を先導するように通路を歩き出すこととなった。

「で、キーパーがいるっていう場所まで来たわけなんだが……」

　パルメを救出してから歩くことしばし。

　やはり道中に出会ったのはスライムばかりであり、それらを避けたり焼いたりしながらロレン達が九階層のキーパーのいるらしい地点へとたどり着くと、そこで待っていたのはロレン達を通さないように立たち塞ふさがるキーパーの姿ではなく、両手と膝ひざを床についた体勢でぴくりとも動くことの無い石の人形の姿であった。

　立てばロレンよりも高い背せ丈たけをしていたのであろうそれは、そこで一体何があったというのか、外傷はほとんど無いような状態でいながら、全く動く気配がない。

「こいつがキーパーってやつか？」

　自分よりは迷宮のことを知っているであろうクラースへロレンが尋ねれば、クラースはこくりと頷うなずきを返して寄よ越こした。

「学校謹きん製せいのストーンゴーレムだよ。けれど……まさか機能停止させられているなんて」

「これ、強ぇんだよな？」

　確かく認にんするようにロレンが問えば、この迷宮のことを知るクラースと、豊富な知識を持っているラピスがほぼ同時に頷いた。

「金属系統のゴーレムと比べると落ちますが、それでもストーンゴーレムというのは強大な存在です。それをこうも容易たやすく機能停止にできるだなんて」

「ボクらにとっては助かるけれど、問題は誰がやったかということだね」

　十階層に下りるのに、これで戦わずにすむことになったのであるが、問題はこのゴーレムを機能停止に追い込んだのは誰なのかという点にある。

　なにせその誰かというのは、まさかこの場においてこのストーンゴーレムを機能停止に追い込んだだけで満足して帰ったとは考えにくく、そうであるならばこれからロレン達が向かおうとしている十階層に足を踏み入れている可能性が高い。

　そうなれば、ロレン達はこれからその誰かと鉢はち合あわせになる可能性が高いのだ。

「ゴーレムの表面にほとんど傷がない。確かこれは自動修復の能力も持っていたはずだが、行動不能になるほどのダメージを受けたのだとすれば、あまりに修復が早すぎる」

　ゴーレムを調べていたクラースがそんなことをいう。

「じゃあどうやってこいつを動かねぇように？」

「正せい攻こう法ほうなら、傷を与あたえずにダメージだけを蓄ちく積せきする法術があったんじゃないか？」

「〈気弾フオース〉のことですか？　あれは数少ない攻こう撃げき系統の法術ですが」

　魔ま術じゆつでゴーレムを倒したのであれば、やはり焼かれた跡あとや破は壊かいされた部分などがないとおかしいと考えるクラースは、その可能性を法術に求めた。

　その言葉に対して、答えを口にしたラピスであったがそれを口にした直後、即そく座ざに首を左右に振ふってその可能性を否定する。

「〈気弾〉は確かに衝しよう撃げきのみを相手に与える法術で、ほとんど傷を残すことはありませんが、それでも初級の法術でしかなく、その威い力りよくは微び々びたるものです。そんな法術でストーンゴーレムを撃げき破はできると思われますか？」

「それは……」

「仮にそんなことができるのだとすれば、相当高位の神官です。では、そんな高位の神官がなぜここに？　そして何故キーパーを倒してくれたと？」

「そりゃ分からねぇな」

　情報が少なすぎて、何かを判断しようにもする根拠がない。

　あっさりと匙さじを投げたロレンに代わって、ラピスがクラースに尋ねる。

「正攻法じゃない場合は、どのような手段が？」

「考えたくは無いが、ゴーレムの停止キーは合言葉で、毎月変へん更こうされるが……当然ながら教師達はそれを知らされる。金を積めば、事前に聞き出せなくもないかもしれない」

　それはあからさまな不正行こう為いである。

　だからこそクラースも考えたくないと口にしているのだが、現状が目の前にある以上はその可能性とて考こう慮りよしなければならなかった。

「いずれにしたって、下に下りてみるしかねぇんだろ」

「それはそうなんですけどね」

「ならさっさと下りようぜ。全員、何が出ても驚かないように」

　動かなくなったストーンゴーレムのさらに向こう側には、一枚の扉とびらが壁に設しつらえられていた。

　場所的に考えて、おそらくそれが十階層への入り口なのだろうと予想をつけたロレンは、傍らにいるラピスへ合図を送り、それを見たラピスはその扉へと近づいてノブを回し、引いたり押おしたりして扉が開かないということを確認すると、扉の表面に掌てのひらを当てて、何事かぶつぶつと呟つぶやき始めるのであった。







第六章　最下層にて討伐する







　下の階層への扉は、ラピスが扉に手をかざし、幾いくつかの言葉をぶつぶつと呟くだけでいとも簡単に、あっさりと開いてしまった。

　そのあまりのあっけなさには、本当に封ふう印いんされていたのだろうかとロレンが疑問に感じるくらいである。

「今、一体何をしたんだ？」

　クラースからしてみれば、ラピスが行ったことはとても信じがたいことであったらしく、ロレンとは対照的に目を丸くし、驚きの感情を露あらわにしていた。

　その反応で、やはりここはきちんと封印されているはずのものなのだなとロレンは理解したのだが、よく考えてみればラピスが何をしたにせよ、普通はできないことをあっさりとやってのけたという光景は、クラース達には見せてはいけなかったのではないか、という事実に思い当たり、慌あわててラピスがどのような反応をするのか見守れば、ラピスはなんでもないことのように答えてみせる。

「封印解除用の魔ま力りよくの波長を複製してみました。鍵かぎがありましたからね。簡単なことです」

「え？　えー？」

　剣けん士しであるクラースは、そんなものなのだろうかとラピスの言葉で引き下がりかけたのだが、今度は魔術師であるアンジェが疑問の声を上げる。

　魔力というものに関しては現在のロレン達一行の中で表向き、一番の専門家といえるのがアンジェであり、そのアンジェが疑問の声を上げればラピスに対する猜さい疑ぎが深まるのではないかとロレンは危き惧ぐしたのだが、これに対してもラピスはさらりと答えた。

「私が修しゆ行ぎようしていた神しん殿でんに懺ざん悔げに訪おとずれた盗とう賊ぞくさんが、私が冒険者になることを聞いてこっそり教えてくれた技術です。魔力で封印してあるからといって、盗賊には手が出せないと安心しない方がいいですよ」

　盗賊の技術と聞いて、アンジェがいちおうはラピスに疑ぎ惑わくの目を向けるのを止めた。

　専門外の話をされてしまえば、その真しん偽ぎについてはなんともいえず、真偽についてなんともいえない話について現状で疑うのは意味が無いこと、とでも思ったらしい。

「その話、本当かよ？」

　話が一段落ついたのを見計らってロレンがラピスにこっそりと尋ねれば、ラピスは声を潜ひそめつつもその問いにも答えを返す。

「魔力の開かい錠じよう技術を一部の盗賊が知っているというのは本当です。ただ、その技術の流出元は私達なんですけどね」

　この場合の私達というのは知識の神に仕えている神官達という意味ではない。

　ラピスの正体である魔族が、その技術の開発提供元だということなのだろうとロレンは理解する。

　全くろくでもない技術を開発したばかりか、そんなものを一部とはいえ盗賊に広めてくれるなよと思うロレンだが、これによってこの先、クラースやアンジェが知識の神の神官と行動を共にするようなことがあった場合、求められる技術のハードルがやたらと上がったのではないかと心配してしまう。

「さて、扉も開いたのです。立ち話をしていても仕方ありませんから、最下層へ行くとしませんか？」

　話はここまでだとばかりにラピスに促うながされた一行は、ラピスが開いた扉から下へと続く階段を下りていくことになった。

　十階層への階段は、他の階の階段に比べるとやや長いものであったが、それ以外は大した変化もなく、一行は十階層へとたどり着く。

　階段が他よりも長い理由は、十階層にたどり着いた途と端たんにすぐ分かった。

　それはこの最下層が他の階層のような迷宮になっているわけではなく、ただの広い空間を有する階層になっていたからである。

　そしてその広い空間のあちこちには、陳ちん列れつ棚だなのようなものが設えられており、中には様々な道具やら何やらが所ところ狭せましと陳列されていたのだ。

　上を見上げれば天てん井じようが高く、しかも何らかの方法で光源を設置してあるようで、階層全体がそれなりに見み渡わたせる中、周囲を見回していたパルメが手に持っていた松明を壁に立てかけさせながら、感かん嘆たんに満ちた声を上げた。

「これがヴォルフの遺産ですの……」

　ある程度価値のあるものは、陳列棚の中に保管されているようであったが、そうでないものはかなり適当に保管されており、一部のものなどは壁かべ際ぎわに適当に積まれて山を形成したりしている。

　だがそれらのものも、それなりの魔力の波動や、金銀や宝石の光を放っており、一見しただけでかなりの値打ち物であることが分かった。

「卒業前に来たのが最後だったけれど、やはり何度見ても凄まじいね」

　クラースは少しばかり懐なつかしそうに周囲を見回している。

　話からしてかなりの優等生だったらしいクラースは、ここへ以前にも来たことがあるのだろうとロレンは少しばかり興味を覚えて尋ねてみた。

「クラースはここから何か持ち出せたのかよ？」

「いや、ボクはここのガーディアンとの戦闘を避さけて、物を持ち出さずに地上に戻った。仲間を危険にさらす気はなかったんでね」

　微笑ほほえみながらクラースがアンジェを見れば、すこしばかりぼぅっとなった表情でアンジェが頬を赤らめ、ロレンとラピスは小さく舌打ちなどしながらあからさまな様子で視線を逸そらした。

　一人、パルメだけがうっとりと見つめあうクラースとアンジェを羨うらやましそうに見つめている。

「んなことはどうでもいいとして」

「聞いたのは貴方あなただろうに」

「どうでもいいとして！　先客はどこにいんのかね？」

　十階層は非常に広い。

　しかも陳列用の棚たながあるせいで視界は隅すみ々ずみまで通っているとは言い難く、誰かがどこかに隠れていたとしても何もおかしなところはなかった。

　おまけにやたらとあちこちに魔力を帯びた品々が置かれているせいなのか、人の気配のようなものが感じ取りにくいような気がしているロレンであり、警けい戒かいを解いていいような状じよう況きようでないことは確実である。

「待まち伏ぶせの一つや二つ、あるのかなと思っていたんですけどねぇ」

　一つ手前の九階層を守っていたキーパーが停止させられていた以上、ロレン達よりも先に十階層に侵しん入にゆうした誰かがいるということは、ほぼ確実であった。

　しかもその誰かというのは、おそらくは今回の試験の参加者の誰かであり、しかもどういう理由であるのか不正に手を染めている可能性が高い。

　そうともなれば、ロレン達が後から来ることくらいは当然考慮しているはずであり、その足を止めるくらい、もしくは悪くするとロレン達を害するくらいの待ち伏せくらいはしているのではないかというのがラピスの予想であったのだが、その予想は外れていたらしく、ロレン達が十階層へと足を踏み入れても、それらしきものとは今のところ出くわしていなかった。

「無いに越こしたことはないじゃないですか」

「クラース君は甘いですねぇ」

　ラピスが呆あきれたような声を出せば、クラースは何がいけないのだとばかりに不満げな顔をラピスへと向ける。

「ここに何もないということは、先客さんの用事がもう終わっているということですよ？　つまりは何を企たくらんでいたのかも分からないままに終わるということです」

「それは……それは確かに、そうかもしれないですね」

「おまけに、先客さんが受験生の誰かだとすれば、不正を行ったことが私達たちにバレていることくらいは思いつくでしょうから、このまま地上に戻ったとしても、逃にげ切きられてしまうでしょう。まぁ……監かん督とく員のお仕事だけを考えるなら、逃げてもらったところで何も問題はないんですけども」

　事実だけを報告し、後の判断は学校側に任せてしまうというのも監督員としての依い頼らいを遂すい行こうしたと言い張れなくも無い。

　ならば手間が少ない分、最下層で誰も待っていない方が楽であるというのもまた、一つの真実ではあった。

「ラピス、俺おれ達がここへ来た理由を忘れてんじゃねぇだろな？」

「それこそまさかですよ。今、捜している最中です」

　周囲を警戒しているロレン達と同じように、周囲に目を配っているふりをして、ラピスはここへ来た目的である、自分の体の一部を捜していた。

　とはいっても、腕うでにせよ足にせよ瞳ひとみにせよ、その辺にそのものずばりがごろっと転がっていた場合、クラース達になんと説明していいやらと考えると少しばかり頭の痛くなるラピスである。

　最悪はやはり、自分達以外のメンバーに眠ねむってもらうしかないか、と考えるラピスの目が陳列棚の一角ではたと留まった。

　価値のありそうなものは全て棚に収められているというのに、その棚だけは棚の上に無造作に、無む色しよく透とう明めいの宝石が一つだけ、ころりと転がされていたのである。

　てくてくと無造作にそこへと近寄ったラピスは、目の高さほどの棚の上に置かれているその宝石を手に取ると、頭上にかざしながら片目を瞑つぶって覗のぞき込む。

「ラピスさん、その……申し上げにくいのですが、今はそんなことをしている場合ではないのでは？」

「それもそうですね」

　クラースの言葉に従うようにして、ラピスは手にしていた透明な宝石を棚の上へと戻す。

　と見せかけてラピスが神官服の袖そでの中にその宝石を落とし込むのをロレンは見み逃のがしてはいなかった。

「それか？」

「えぇ、持ち運びやすくしててくれてよかったです」

「ちなみに？」

「左ひだり腕うでのようです。まぁ可も無く不可も無くといったところでしょうか」

　どのような原理でラピスの左腕が、ラピスが袖そで口ぐちに落とした透とう明めいな宝石の形に加工されたのか。

　そしてその透明な宝石をどのようにすれば元のラピスの腕にできるのかということについては、ロレンにはさっぱりであったのだがラピスが特に取り乱したり、気にしたりしている様子がないことから、問題ないのだろうと判断する。

「しかしそいつを持ち出すと、ガーディアンが来るんじゃ……」

「これはヴォルフの遺産じゃないですからね。たぶん問題ないかと」

　ヴォルフの遺産を外へと持ち出す者に対するガーディアンなのであれば、そうではないラピスの体の一部を持ち出したところで反応しないだろうとラピスはいう。

　それならば、クラース達を危険に巻き込むこともなく、ここから脱だつ出しゆつできるだろうと考えたロレンは、ならばさっさとこの場を後にするべきだろうかとまで考えて、ふと出口はどこだろうと周囲を見回す。

　気がつけば、自分達が入ってきた入り口もどこだか分からなくなっていた。

「入り口が消えた？」

「わ、私達が入った途端に、塞がってしまいましたわ！」

　その瞬しゆん間かんを見ていたらしいパルメにそういわれて、全員が顔を見合わす。

　考えてみれば、たとえばこの最下層から上の階層へと戻れるのであれば、わざわざガーディアンなどというものと戦う必要もなく、やや遠回りではあるが一度通って来た道をひたすら戻るというだけで、遺産を迷めい宮きゆうの外へと持ち出せてしまうことになる。

　それを防ぐためにわざわざ入り口を塞ぎ、どうあってもガーディアンがいる場所からしか外へ出られないようにしているというわけであった。

「そういえば、そんなシステムだったかなぁ」

「忘れんなよ、おい」

　笑うクラースの胸むな板いたに、裏うら拳けんで突っ込みを入れてからロレンは胸を押さえて頽くずおれるクラースと、そのクラースを慌てて抱だき起おこすアンジェとパルメの姿を努めて無視しながら、そのガーディアンが待ち構えているのであろうこの階層からの出口を探す。

　しばらくしてロレンは陳列棚の列が切れる向こう側。

　ちょうど少しばかり広い空間になっているそのさらに向こう側の壁かべに、一つ扉がついていることに気がついた。

　他にそれらしきものもないことから、おそらくそこがガーディアンのいる場所で、地上への出口がある場所なのだろうと、他の面子に声をかけてそちらへ向かおうとして、その扉の前に立ち塞がる四つの人ひと影かげに気がつく。

　声をかけようとしたロレンの耳に飛び込んできたのは、何かが風を切って飛来する音。

　即座に背中の大剣を抜ぬき放ち、盾たてとしたロレンの耳には大剣の刃やいばの腹に何か硬かたい物が当たる音が聞こえた。

「なんだ!?」

　その音はクラースの注意を引き、クラースが長ちよう剣けんを構えるのを見ながらロレンは盾にしていた大剣を肩かたへと担かつぎ、足下に転がっている今しがた大剣の刃によって防ぼう御ぎよされた代しろ物ものを拾い上げた。

「ダーツ、ね」

「お早い到とう着ちやくでしたね、みなさん」

　そう声をかけてきたのは、あのスライムの津つ波なみから逃げる最中にロレンとはぐれてしまったアイン達のパーティにいた、神官のアルであった。

　だが、攻撃を仕し掛かけてきたのはその隣で、ダーツの矢を指に挟はさみニコニコと笑っているフェイムである。

「途と中ちゆうでリタイアしていてくだされば、手間も省けましたのに」

「攻撃してきた、ってことはどう取りゃいいんだろうな？」

　拾い上げたダーツの針は、濡ぬれたように光っていた。

　おそらくは毒が塗ぬられているのだろうが、毒を塗ったダーツを投げつけておいて、間違えましたということはないだろうとロレンは思う。

「それはもちろん、ボクらが目的を果たすまで、邪じや魔ましないでいただけないでしょうかという警告ですよ？」

　語るアルの左右には、武器を構えたアインとクラウドの姿がある。

　一瞬、全員がグルだったのかと思うロレンだったが、見ればアインとクラウドの顔からは表情が抜け落ちており、目の焦しよう点てんも合っていないような異常な状態にあった。

「お前、その二人は……」

「あぁ、手て駒ごまとして〈催眠ヒユプノ〉をかけさせてもらいましたよ」

　アルに代わって答えたのはフェイムであった。

　その手にはいつの間にやらダーツの代わりに、丸めた紙のようなものが握にぎられており、身構えるロレン達に向けて、フェイムはその紙を宙に放り投げながら、言葉を発する。

「〈炎弾フアイアブリツド〉」

　放り投げられた紙が宙で光を放つと、紙が消える代わりに赤い炎の弾がほとばしりロレンを襲おそう。

　それを大たい剣けんで切り払はらったロレンへ、ラピスが警告の声を上げた。

「気をつけてください！　彼かれら、魔術の行使回数を巻物スクロールで補ってます！」

「何を考えてやがんだ？」

　特とく殊しゆな作成方法により、魔術を封ふうじ込めた巻物は魔術師本人のみならず、他の職業でも使用が可能な道具である。

　消費することでそこに書かれている魔術の効果を導き出すものなのであるが、流通量はそれほど多くなく、しかも高価とあってあまり多用される代物ではない。

「もちろん、ボクはボクの目的を果たすために必要なことをしているだけですよ」

　そういって笑うアルの顔は、ロレン達と行動を共にしていた気弱な神官のものではなかったのである。







「その辺り、ゆっくり聞かせてもらえる時間はあんのかね？」

　尋ねるロレンに、アルはゆっくりと首を傾かしげてみせた。

「さてどうだろう？　ボクの目的はまだきちんと果たされていないのだし、それに」
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　アルの視線がちらりとロレンではない方を向く。

　そちらにはじりじりとアルとの距きよ離りを詰めようとしていたクラースがいたのだが、アルの視線に気がついてその足を止めてしまう。

「うちの学校きっての天才もいることだし、長話はボクの不利にしかならないんじゃないかな？」

「それでも理由の説明くらいはいるんじゃねぇか？　こちとらいちおうお前らの監督員なんだしよ」

　そんなことを尋ねながらロレンの目は、自分のところからアルのところまでの距離を一気に詰めて、アルが何かする前に斬きれるだろうかということを考えている。

　その考えへの答えは、現状では否であった。

　フェイムが巻物をちらつかせて牽けん制せいしてきている上に、操あやつられているらしいアインとクラウドの二人が、間に立ち塞がることでどうしてもロレンにもクラースにも斬りかかれないような位置に立っているせいだ。

「このまま上に帰ってもよ。何がなんだか分かりませんでしたじゃ、お話にならねぇ」

「上に帰れると思っているんですか？　まぁいいですけれども」

　ロレンの物言いに呆れたような声を返したアルではあったが、何も説明しないままにロレン達に対して行動を起こすという気もなかったらしい。

「そう大したことじゃありませんよ。元々貴族といってもボクは次じ男なん坊ぼう。これが冒ぼう険けん者しやなど始めたところで大成はしない。そう思いませんか？」

「そりゃ本人の心がけ次し第だいだと思うがね」

　冒険者として大成するのに、生まれは関係ないだろうとロレンは思う。

　無論、才能の有う無むが左右するといわれれば、否定できないロレンでもあるのだが、貴族の次男坊だから大成しないという意見には賛同できなかった。

「クラース先せん輩ぱいのように才能があれば、そうでもなかったとは思うんですけれどね」

「考え方は人それぞれだから、どうとはいわねぇが。それで？」

「幸いボクには神官になれるほどの知識があり、家を出る際に色々と文ぶん献けんを持ち出すことができまして」

　何か使える知識はないものかと、持ち出した文献を調べていたアルはその文献の中に自分がこれから通うことになっているヴォルフ冒険者養成学校にまつわる情報が書かれている文献を見つけたのであった。

「ヴォルフの功績についてはどの程度ご存じで？」

「ほんの少しくらいならな」

　学校へ来るときに、クラースが行った説明のほとんどをロレンは覚えていなかった。

　覚えていても仕方の無い情報として考えてしまい、ろくに説明を聞いていなかったのがその原因だったのだが、こんなことならば少しくらい覚えておくべきだっただろうかと考えるロレンへ、アルは説明を続ける。

「ヴォルフの功績は数々あれど、その中でボクが興味を覚えたのが彼が邪じや神しんを封印しここに安置した、という話です」

「邪神？」

　また胡う散さん臭くさい単語が出てきたものだと眉まゆ根ねを寄せるロレンであるが、たしかクラースの説明の中にもそんな単語が出てきたような気がして記き憶おくをたぐる。

「そういや遺い跡せきがどうとか、竜りゆう討とう伐ばつがどうとかの中にそんな単語があったような気もすんな？」

「ボクの説明を聞いていなかったんだね……」

　がっくりと肩を落とすクラースであるが、今はフォローする気にもなれずロレンはアルへ説明の先を促す。

「ボクはいまでこそ至高神の神官をやっていますが……誰だれも信しん仰こうしていない邪神を復活させ、その神官となることができたのなら、どうでしょう？」

「あ？」

「ボクこそがその神の大神官になれる、というわけです」

　どうだとばかりにそう宣言したアル。

　一方のそれを聞かされたロレンは、どう反応していいやら分からずに、一人で悦えつに入っているアルから視線を逸らして、自分の後ろで状況を見守っているラピス達に、どこか助けを求めるような視線を送ってしまう。

　現在普通に信仰されている神様に仕えていたのでは、他の神官と変わることなくその他大勢で終わりかねないので、別な方法を考えるというところまではどうにかロレンにも理解ができた。

　しかしそこから、では誰も信仰していないような邪神を復活させ、その邪神の大神官になろうという発想は、分かるような分からないような微び妙みようなラインを行ったり来たりするような話で、どうしたらいいものやらロレンにはさっぱりである。

「ラピス。交代してくれねぇか？」

「嫌いやですよロレンさん。今のやりとりでもう話が通じ無そうな相手だってわかるじゃないですか。面めん倒どうをこちらに押し付けないでください」

　ラピスが本当に嫌そうな顔をするので、ロレンはこの場をラピスに任せてしまうということを諦あきらめざるを得なかった。

　いかに知識のためならば多少の労苦は厭いとわないラピスでも、この時点においてアルの相手をするのはお断りしたい話であったようで、このままロレンに一いつ切さいの交こう渉しようを任せたままにしておきたいという考えが丸見えである。

「あー……念のために確認しておきてぇんだがな」

　仕方なくぼりぼりと頭をかきながらロレンは、悦に浸ひたっているアルを一いつ旦たん視界の外へと追いやってから、苦笑いのようなものを浮うかべているフェイムへと向き直る。

「お前はまたどうしてそっちに？」

「いやだってあたし、魔術師として才能ないし。このまま卒業して冒険者になっても、いいとこどこかの冒険者のいいなりになって、言われるままに働かされる未来じゃない？　だったらここで一旗揚げようとしてるアルに賭かけてもいいのかなーって」

「邪神って言ってるが……迫はく害がいされんじゃねぇのか？」

「うーん？　でもお金くれるっていうし、実際ここに封印されている邪神って他の神様から敵視されているってわけでもないみたいだし」

　それほど強大で、他の神々に仇あだをなすような存在であったのならば、各種教会にそういった記述の本や口伝などが残されていないとおかしいとフェイムは語る。

　だが、さらっとではあるが調べてみたところでこのヴォルフ冒険者養成学校の地下にそのような存在が眠っているということを伝えている教会はなかったのであった。

「だから、大したことないのかなーって」

「大したことねぇ邪神だったら、仕えてもいいことねぇだろうに」

「あ、そうかも？」

　今そのことに気がついたように、はっとした顔になるフェイムの反応にロレン達たち一行の全員がげんなりとした表情になる中、何故なぜかアルだけが得意げな顔のまま、そろそろ面倒になってきたという雰ふん囲い気きを醸かもし出したロレンへ告げる。

「既すでに御ご神しん体たいは発見しているのです」

「なんだと？」

　邪神を封印してあるというだけでもかなり嘘うそくさい話であるというのに、その封印されている邪神を発見したといわれれば、ロレンでなくとも眉まゆ唾つばものだとしか思わないに違ちがいない。

　しかしアルは自信たっぷりな動作で、神官服のポケットから恭うやうやしくある物を取り出した。

　それは掌ほどの大きさの箱である。

　金属製らしき輝かがやきを放っているそれは、表面に複雑な模様が描えがかれており、アルはそれを捧ささげ持もつようにしてロレン達へ示した。

「これこそが、ヴォルフにより封印された邪神の御神体」

「随分と安っぽいんだな」

　確かに表面の模様は複雑ではあったが、飾かざりが入っているわけでもなく金銀で彩いろどられているわけでもない。

　箱自体も金属の輝きを放ってはいたが、それは貴金属の輝きではなくおそらくは鉄製なのではないかとロレンは当たりをつける。

　その辺の鍛冶かじ職人に、銀貨を数枚握らせれば作ってくれそうな代物であるが、アルがいうにはそれこそが封じられた邪神本体であるらしい。

　どこまで本気なのやらと思いながらロレンは、それでもいちおうの警戒は必要であろうと抜いていた大剣を脇わきに構える。

「その箱が本物であると仮定した場合……」

　ここへ来てラピスがふと気がついたように口を出してくる。

　できればそのまま会話担当を代わってくれやしないものかと期待するロレンの前で、ラピスが口にしたのはとんでもない話であった。

「もしかしてなのですが、この迷宮が通常の魔ま物ものを吐はき出さず、スライムばかりで埋うめ尽くされた理由は、その辺りにあったりするんじゃありませんか？」

「さすが知識の神の神官さんだね。たぶん、その通りですよ」

　また知識の神に仕える神官達のハードルが上がったような気がするロレンだったが、それは現状緊きん急きゆうに気にしなければならないことではなかった。

　それよりも、ラピスが口にした言葉の方がロレン達一行に衝撃を与える。

「ラピス、どういうことだ？」

「スライムというのは場の魔力が豊富すぎたり、乱れたりした場合に発生する魔物なのですが、邪神とまで呼ばれた存在を覚かく醒せいさせたら、そんなことになるような気がしません？」

「じゃ、じゃあ今の迷宮の状態って……」

　慌てたようなアンジェの言葉に、ラピスはこっくりと頷いてみせる。

「その箱に封印されているらしい、邪神さんとやらが復活しかけているのが原因ですね。そのせいでスライムが大発生し、元々迷宮が持っていた機能が麻ま痺ひしかかっているんです」

「だが……彼らとてここに来たのは今日が初めてのはず」

　通常時が学校によって管理され、しかも最下層への扉は封印されており誰も通ることができないようになっていた。

　ならば、アルがいくら邪神を復活させようと企んだところで、事前になにかできたとは到とう底てい考えることができない。

　それを指し摘てきしようとしたクラースだったのだが、ラピスはその言葉に先回りして答えを出してしまう。

「たぶん、偶ぐう然ぜんです」

「え？」

「ですから偶然です。いえまぁ邪神のお導きなんてものがあるのなら、必然だったと言いい換かえられても反論はできないんですが」

「邪神の導きです」

「じゃあ必然と言うことで」

　言い切るアルに認めてしまうラピス。

　驚おどろけばいいのか呆れればいいのか、分からないままになんともいえない顔のままラピスを見ているロレン達一行に、ラピスはとりあえず説明を続ける。

「つまり、あそこの未来の大神官さんが邪神復活を目もく論ろんだのと、邪神が覚醒し始めていて迷宮がその影えい響きようを受け始めているということは、一いつ般ぱん的てきには偶然で、邪神の導き的には必然であったということですね」

「要するに全然関係ねぇってことだな？」

　確かく認にんのためにロレンがそう尋たずねれば、ラピスは素す直なおに頷うなずいた。

「ボクが思い立ったのと同時に、邪神が目覚めようとする。これが必然でなくてなんだというんですか！」

　どうあっても必然であると言い張りたいアルなのであるが、ロレン達からしてみれば性質の悪い偶然というようにしか見えない。

　しかしその偶然によって、少なくとも一人の生徒が死亡しているわけであり、冗じよう談だんと片付けるわけにもいかなかったのだが、それでもこのアルとフェイムをこの場で切り捨てられるほどのことかと考えると、そうだとはとても考えられなかった。

「どうすんだよこれ？」

「その……捕つかまえて学校に突つき出すのが筋かなと思うんだが」

　ロレンの疑問に答える形となったクラースも自信なさげである。

「じゃあさっさとそうしようぜ？」

「冒険者ごときに、ボクが捕まえられるとでも思っているのか？」

　ロレンがアルを捕ほ縛ばくしようと足を踏ふみ出せば、その行く手を遮さえぎるようにアインとクラウドが武器を構えたまま立たち塞ふさがる。

　その向こうにはフェイムが、また巻物を取り出しながら牽制しており、アルを捕まえるためにはこれらの障害をどうにかする必要があった。

「この隙すきに邪神の覚醒さえ行えば……」

　アインとクラウドがロレン達を抑おさえている間に、邪神の封印さえ解いてしまえば冒険者の数人程度など恐おそれることもないとアルは考えている。

　その考えが間ま違ちがっていたのか正しかったのかは、封印を解いてみなければ分からない話であったが、ただ一つアルには間違えていたことがあった。

　箱の封印解除の方法はアルが持ち出した文献にも載のってはいなかったのだが、迷宮の環かん境きように影響を与あたえるほどに封印が緩ゆるんでいるのであれば、あと一ひと押おしくらいしてやれば勝手に封印が解けるだろうとばかりに、手にしている箱へ自分の法力を送り込んでやろうとしたアルの目の前で、鈍にぶい打だ撃げき音おんが二つ響ひびく。

　何が起きたと視線を箱から音のする方へと向けたアルは、前衛を任せていたアインとクラウドの二人がその場でくるくると回転しながら倒たおれていく光景を見て息を呑のむ。

　すぐさま、巻物を使用して魔ま術じゆつを起動しようとしたフェイムの鼻先へ、大剣の切っ先を突きつけたロレンは、目を細めてアルを眺ながめながらそれほど大きくもない声で、冷たくこう告げた。

「投降しろ。じゃねぇと刻み殺す」

　ただの脅おどしの言葉だと無視することを考えたアルだったが、言葉に込められた殺気は本物で、フェイムが手にしていた巻物を床ゆかへ取り落としながらへなへなと座すわり込んでしまうのをアルは呼吸さえ忘れてしまったような状態の中、目を見開いて見つめている。

　その力を失った手から、ぽろりと箱が零こぼれ落ち、石の床の上に当たって跳はね返かえる甲かん高だかい音がする中で、フェイムの後を追うようにしてアルは、ロレンの言葉の圧力に耐たえかねたかのようにその場に尻しり餅もちをついてしまったのであった。







「これにて一件落着、ということでいいんでしょうか？」

　アルとフェイムの二人が戦う意思を無くしたように見えた時点でクラースがロレンへと尋ねてくるが、ロレンは返答することもなく肩をすくめる。

　威い圧あつしただけで無力化できたのは、ロレン自身が持っている威圧感というものも確かにあったのだが、概おおむねは視界の端はしで胸を張って威い張ばっているシェーナの力によるところが大きいのではないかとロレンは思う。

　そうでなければ、いかに学生の身とはいえ、これから卒業しようかという冒険者の卵が、一睨にらみしただけで戦意を喪そう失しつしてしまうとは考えにくかった。

「とりあえず、適当なロープかなんかでふん縛じばっとけ。改めて暴れられても面倒だ」

「全員、だよな」

　クラースの視線が気の毒そうな色を帯びて、倒れているアインとクラウドを見る。

　この二人は今回の件には無関係のようで、しかも操られた挙句にロレンに殴なぐり倒され、傍はた目めから見ても非常に惨むごい状態になっていた。

　それも縛らなければならないのだろうかと思ってしまうクラースなのだが、〈催眠〉の魔術がどの程度彼かれらの行動を縛っているのかわからない現状としては、やはり意識を取り戻もどす前に無力化しておく必要がある。

　それは分かっているクラースなのだが、やはり哀あわれに思う部分はあるらしい。

「全員だ。不幸だとは思うが仲間の不始末ってことで諦めてもらえ」

「分かった」

　ロレンの言葉に頷いて、クラースは荷物の中からロープを取り出したアンジェからそれを受け取ると、まずは意識のあるフェイムやアルの拘こう束そく作業から開始する。

「それでこれからどうしますか？」

　その作業をなんとなく見守っていたロレンへ、ラピスが問いかけてきた。

「どうって……あとはこの先にあるんだろう転送テレポート門とやらを使って地上に戻るだけだろ？」

「あれ、どうするんです？」

　ラピスが視線で指し示した先へ、ロレンも自分の視線を向けて、そこにあったものを目にして表情が硬くなる。

　そこにあったのは、アルが取り落とした邪神が封ふう印いんされているらしい箱であった。

　アルが持っていた時にはただの金属の箱であったそれは、ぽつんと床の上に置かれたままになっていたのだが、その表面に描かれている模様がいつの間にか怪あやしく不気味な紫むらさき色いろの光を放ち始めていたのである。

「おいおい……まさかとは思うんだが……」

「なんとなく、そのまさかな気がしますねぇ」

　迷宮の異常に繋つながっているらしい邪神の復活と、アルが企くわだてていたことはおよそ無関係であるらしいことはすでに判明している。

　ならば、アルが拘束され、その戦意などが喪失したことと、邪神の復活とはまた別問題であることも確かであった。

「ここにきて、復活しやがるとかいいだすのかよ!?」

「タイミングが悪かったですねぇ」

　慌あわてるロレンに対して、ラピスは非常に冷静であった。

　もちろん、冷静であることと現在目の前で起きている光景をどうにかできるのかということとはこれもまた無関係である。

「な、何が起こるというんですの!?」

　大人しく事態を見守っていたパルメが狼ろう狽ばいしたような声を上げる中、床に置かれた状態の箱が放つ光は徐じよ々じよにその勢いを増していき、周囲に稲いな光びかりのような紫色の光まで放ち始め、誰が見てもその異常さは明らかであるという状態になっていく。

「おぉ、ボクの窮きゆう地ちに邪神が復活してくださると！」

「クラース、そいつ一発ぶん殴って黙だまらせておけ」

　感かん極きわまったような声を上げて、蓑みの虫むし状態で縛られているアルがもぞもぞと動き出すのを、冷たい視線で見ながらロレンが指示すれば、クラースはやれやれといったような感じで、アルの後頭部へ手刀を落とす。

　その一いち撃げきで一度はぐったりとなったアルだったのだが、すぐに復活すると驚くクラースを押おしのけるように、まるで尺取虫のように体を動かしながら強きよう烈れつな光を放ち始めた箱の方へとにじり寄る。

「さぁ今こそボクに力を！」

「うるせぇ、寝ねとけ」

　不ふ機き嫌げんそうな声を出しつつロレンがそんなアルの後頭部へ踵かかとを落とす。

　酷ひどく鈍い音と共に打ち込まれたその一撃は、今度こそアルの意識を根元から刈かり取ったようで、びくりと一度痙けい攣れんした後にアルの体は動かなくなった。

　死んだんじゃないだろうかとロレンを除く全員が思ったのだが、ロレンは気にした様子もなく動かなくなったアルの体を蹴けり転がすと、改めて箱へと向き直る。

「どうしたもんかね、これ？」

「どうしようもないんじゃないでしょうか」

　諦め口調のラピスに、ロレンはしばし考えた後でいいことを思いついたとばかりの口調でこう提案する。

「見なかったことにして帰るってのはどうだ？」

「手て遅おくれっぽいですよ？」

　あまりにあんまりなロレンの提案に、げんなりとした表情を見せるクラース達。

　そんな中で一人だけ、ラピスは興きよう味み津しん々しんといった表情で箱を眺めながらいった。

「なんかもう出てくるっぽいです」

「そんなこったろうとは思ったよ」

　傭よう兵へいを辞やめてから以降、ついてないことばかり起きているロレンである。

　そろそろ自分の不幸さに自覚も出てきており、そこから考えれば臭くさい物に蓋ふたをするように、知しらん振ぷりをしてこの場を立ち去るのは無理なのだろうなという思いは確かに感じていた。

「来ますよ。みなさん意識をしっかりと持ってください」

　相手は情報を信じるのであれば、邪神と呼ばれるほどの存在である。

　そんなものが現世に顕けん現げんする瞬間を目まの当あたりにすれば、どのようなことが起こるかわかったものではない。

　そう考えてのラピスの警告に、全員が意識を集中し始めたところで、床に置かれていた箱が一ひと際きわ強きよう烈れつな光を発した。

　目を焼くようなその光に、思わず顔をかばいながらも箱から目を離はなさなかったロレンはその強烈な光の中、箱の形が崩れ、次第にその体積を増しながらひとつの形を作り出していくのをただ見守ることしかできない。

　やがて光が収まったとき、そこにいたのは一人の若そうな男性であった。

　眠たそうな目にぼさぼさの頭。

　着ている服はどこにでもいるような町民の服装であったが、ただひとつロレンの注意を引いたのはその眠たそうな目である。

　その瞳の色が紫むらさきであったのだ。

「やぁれやれだね。ここはいったいどこだい？」

　ぼりぼりと頭と背中をかきながら、その眠たそうな目を向けつつ尋ねてきた男に、ロレンは大剣を構えながらちらりとラピスの方を見る。

　見られたラピスは、刹せつ那なの間にロレンが自分に向けてきた視線の意味を考えると、即そく座ざに首を横に振ふってみせた。

　紫色の瞳は、この世界においてその由来が魔ま族ぞくであることを示す証あかしである。

　邪神が復活するのかと思ったら魔族が出てきた、という現実は邪神よりは魔族の方が幾いく分ぶんましであろうと安あん堵どするべきなのか、それともこんなところで魔族と遭そう遇ぐうするという不幸を嘆なげくべきなのか、ロレンとしても迷ってしまう。

　もしかしたら知っている相手ではないかと思ってラピスに視線で問いかけてみたロレンだったのだが、ラピスの反応からして知っている相手ではないらしかった。

「答えがないねぇ……まぁいいや、とりあえず寝ね床どこでも探すかねぇ」

「あんた、誰なんだ？」

　欠伸あくびをひとつ噛かみ殺ころし、返答のないロレン達には興味を失った様子で背を向けようとした男へ、ロレンが問いかける。

　男はその問いかけに何事か答えようとして口を開いたのだが、ぱくぱくと何度か口を開け閉めした後、その場に座り込むとこう答えた。

「答えるのが面倒だぁなぁ」

「ヴォルフって冒険者が封印したっていう邪神なのか？」

　事の次第はどうであれ、そう伝わっているのだからそうそう外れた話でもないだろうとロレンがさらに尋ねると、男はその場にごろりと横になるとロレンの方を見ようともしないで答える。

「そぉだねぇ。怠たい惰だの邪神って呼ばれてたことはあるかねぇ。あの頃ころは、俺おれを討とう伐ばつしようってやつがわんさか来て、面倒だったねぇ」

「やっぱり邪神なのかよ？」

「さぁてねぇ、どうでもよくないかぁ？　俺は寝ねていられればそれでいいからねぇ」

　ごろりと寝返りを打って、ロレンの方を見た男はさらにこう続けた。

「ヴォルフってやつには覚えがあるなぁ。封印さえできれば寝ててくれていいっていうから、封印されてやったんだけどねぇ。なんでまた外に出てきてしまったかなぁ」

「経年劣れつ化か、でしょうねぇ」

　ラピスがぼそりとつぶやく。

「永遠の封印なんてありませんからねぇ。百年単位で封印し続けていれば、そのタガも緩もうってもんです」

「ありゃ、もうそんな年月が経たったのかぁ。じゃあヴォルフももう死んでるよなぁ」

　男は寝ね転ころがった体勢から体を起こすと、その場に胡坐をかいた。

「ってぇことは、外もだいぶ様子が変わったんだろうねぇ。これはちょっと見て回るってぇのも面白おもしろいかもしれないなぁ。面倒だけど」

「大人しくここで封印されなおしてくれるって選せん択たく肢しはねぇんだろうな？」

　駄だ目めで元々という考えで提案してみるロレンだったが、男はあっさりと首を横に振る。

「寝続けていられるってんなら封印されてもいいかって思ってたんだけどなぁ。案外封印の中ってぇのは居い心地ごこちが悪くて。やっぱり寝るならふかふかのベッドだよなぁ」

「邪神を、このまま外に出すことなんてできるわけがない！」

　長剣を構えて、声を張り上げたのはクラースであった。

　その隣となりではアンジェが、杖つえの先を男へと向けて、すでに魔術の準備に取り掛かかっていた。

　そんな二人の様子を、本当にめんどくさそうに眺めた男は、視線をぐるりと巡めぐらせるといまだどう行動したものか迷っているロレンと、そのロレンの陰かげになるような位置にいるラピスを見る。

「そっちの二人はどうする気かなぁ？」

「なんとも判断に迷うな。できりゃ大人しくしててほしいところだがよ」

「いやだといったらどうするかねぇ？」

「そりゃ……」

「あぁもういいや。答え聞くのも面倒だねぇ」

　自分で聞いておいてそれはないだろうと思うロレンだったが、そんなことにはお構いなしに男は、胡坐をかいている目の前の床に人差し指を立てると、すらすらと何事かそこへ書き始める。

　それがいったい何を意味する動作なのかと考える前に、クラースが動いた。

〈増力〉によって強化された脚きやく力りよくで一いつ瞬しゆんのうちに間合いを詰つめ、男が何かしら反応するより速く、その首のある位置を長剣でなぎ払ったのである。

　もちろん誰もが血しぶきを上げて斬り飛ばされる男の首を想像した。

　だが現実はそれらの想像を裏切り、クラースの放った一撃は防御しようともしない男の首に当たった状態で止められてしまったのである。

「なっ!?」

「技量はともかく武器が悪いねぇ。そんな鈍なまくらじゃ爪つめも切れないんじゃないかねぇ？」

　放った一撃が不発に終わったことに驚きつつ飛びのくクラース。

　それを追うこともなく、男は床に何かを書き続け、やがて書き終えたのか床から人差し指を離した。

「とりあえず、足止めを置いていくから、こいつに遊んでもらうといいねぇ。縁えんがあったらまた会……うのも面倒だねぇ……」

　そんなことをいう男の体が床へと沈しずみこんでいく。

　おそらくは何かをここへ呼び出すのと同時にどこかへ退散してしまおうという魂こん胆たんなのであろうが、男が何かを書き記した場所がいきなり光を放ち、ロレン達は男を追うこともできないままにその場に立ち尽つくしてしまう。

「また会うかどうかは別として、名乗りくらいしてったらどうだ？」

　これはとめられないだろうと思いながらも尋ねたロレンへ、男はずぶずぶと床に体を沈みこませていきながら、やはり眠ねむそうな目でロレンを見ると、その口が床に沈んでしまう前に一言だけ口にした。

「怠惰の邪神、ダウナ＝スロースアケディア。なんか君とはまた会いそうな気がするなぁ」

　その言葉を最後にして、男の姿は床の下へと消えていった。

　それとタイミングを同じくして、まるでその代わりだとでもいうかのように床の下から姿を現したのは大人の背せ丈たけほどもある漆しつ黒こくにして不定形の塊かたまり。

「またスライムかよっ！」

　いい加減にしてくれとばかりにぼやいたロレンの目の前で、呼び出されたばかりの巨きよ大だいな漆黒のスライムはその体をロレン達へとにじらせ始めたのであった。







　じりじりと近寄ってくるスライムに対して、ロレン達はじりじりと下がる。

　途と中ちゆう、踏まれて意識のないアル達と縛られている状態で意識を保っているフェイム。

　それに殴られて意識のないアインとクラウドを引きずってスライムから離してやるロレン達であるが、スライムは棚たながあろうが無造作に置かれた道具があろうが、全く意に介かいした様子もなく、まっすぐにロレン達めがけて這はいずってくる。

「焼くか？」

　スライムに対して非常に有効とされる方法をロレンが口にすれば、それに対してクラースが苦言を呈ていした。

「ここで火は不味まずい。周囲にある棚や道具まで焼いてしまう。貴方あなたがそれらの弁べん償しようをしてくれるというならば止めはしないんだが」
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「これ以上借金を増やされてたまるか」

　何らかの保護がされているであろう道具もあるものの、何の保護もされていないであろう書物や絵画の類たぐいまでここには無造作に積まれている。

　そんな場所で火など放とうものならば、どれだけのものが焼けてしまうか分かったものではない。

　無論、焼いてしまったものに関してはおそらくロレンへ請せい求きゆうが回され、支し払はらうのはラピスということになるのであろうが、ロレンが背せ負おっている借金の金額は青あお天てん井じように膨ふくれ上あがるに違いなかった。

「ロレンさん、焼きましょう。是ぜ非ひに」

「ラピス……」

　借金の額が増えると聞いて目を輝かせたのがラピスである。

　労せずしてロレンへの借金を増やせると聞けばいてもたってもいられなくなったのか、ロレンの服の袖そでなど引きつつせがむようにそんなことをいいだせば、ロレンががっくりと肩かたを落としつつ、そっとラピスの体をスライムの方へと押し出す。

　何気なく押されるままにスライムの前へと出てしまったラピスであったが、慌ててロレンの背中へと隠かくれた。

「何するんですか!?」

「うるせぇ。焼いてやるから巻かれてこいっ！」

「嫌ですよ！　私が粘ねん液えき、触しよく手しゆまみれになって誰が得を……得しますか？　ロレンさん」

　急に神しん妙みような顔になり、声のトーンを落として尋ねてくるラピスにやや戸と惑まどいつつ、ロレンが顔に疑ぎ問もん符ふなど浮かべてみせればラピスは意を決したような表情になるとぐっと胸むな元もとで拳こぶしを握にぎってみせる。

「いつも損ばかりさせているロレンさんが得をするというならば、不ふ肖しようこのラピス。粘液、触手まみれになることも辞しません。では、いざ！」

「いざじゃねぇよ、すっこんでろっ！」

　近寄ってくるスライム目がけて歩み寄ろうとするラピスの襟えり首くびを掴つかんで背後へと放り投げたロレンは、獲え物ものを捕まえようとスライムが伸のばしてきた触手を大たい剣けんで振り払はらう。

「仲がいいことは羨うらやましいが、このまま下がり続ける気かい？」

　尋ねるクラースは武器を手にしていない。

　簀す巻まきにしているアル達をスライムの手から守るべく、必死になって引っ張っている真っ最中では武器など手にしている暇ひまもないらしかった。

　アンジェとパルメもそれを手伝っているのだが、二人がかりでどうにか一人を運べるような状態では、四つの簀巻きを運ぶのも一苦労といった状じよう況きようである。

「入口まで下がったら、こいつを迂う回かいして走り抜ぬけるしかねぇんじゃねぇか？」

　いかに巨大なスライムといえども、ロレン達がいるフロアを横切るほどの巨大さではなく、その左右の空間は空いている。

　動きの鈍いスライムならば、その空間を駆かけ抜けられるのではないかと考えたロレンだったのだが、クラースは苦い声で頭を振った。

「彼かれらを運んでかい？」

　簀巻きにされているアル達は、重量としてはかなりなものになる。

　一人くらいならばロレンやクラースならば担かつぐなりなんなりして走ることができたかもしれないが、動けないメンバーは四人おり、例えばロレン一人で彼らの内の二人を運ぶようなことになれば、その速度は格段に落ち、スライムに捕まる可能性が増えてしまう。

　かといって、ラピスやアンジェ、パルメといった女性達に運ばせようものならば、そちらは一人担ぐだけでもかなりの重労働であるはずで、とても素す早ばやくスライムをかわして走ることなどできそうもない。

「戦うっていっても、これじゃあな」

　また伸びてきた触手をロレンが切り払う。

　切り払うといってもスライムの触手は液体のようなものであり、大剣によって切られると飛び散りはするのだが、すぐに本体に吸収されて元通りになってしまうのだ。

「キリがねぇ」

「アンジェさんの魔術で、なんとかなりませんか？」

　重いアインの体をずるずると引きずっていたアンジェは、そのままの姿勢で首を横に振る。

「私の魔術であんな大きなスライム、どうにもできないよ！」

「弱ったね、こりゃ」

　相手の動きが鈍いからこそ、間合いを取りつつ相談するくらいの余よ裕ゆうがあったロレン達だったのだが、すぐにその余裕はかき消されてしまう。

　それまでゆっくりと動いていたスライムが突とつ如じよとしてその速度を速めだしたのだ。

　いつまで経っても獲物にありつけない苛いら立だちでも覚えたのかと焦あせるロレンであったが、相手はそのような感情などあるはずのないスライムで、急にその動きを速めた理由が分からない。

　だがそんなことにはおかまいなしに迫せまってくるスライム。

　その速度に慌てたパルメが足を滑すべらせ、引きずっていたクラウドの下した敷じきになるような形で仰あお向むけに転んでしまう。

　そこを見み逃のがさずに体を広げて襲おそい掛かるスライムを前に、ロレンは運んでいたアルを投げ捨てると、転んだパルメの手を握り、力任せに引き寄せる。

「きゃあっ！」

　高飛車な態度からは想像できないようなかわいらしい悲鳴を上げたパルメは、ロレンに引き寄せられるがままにその腕うでの中に収まるが、残されたクラウドは逃にげることができない。

　その体はあっという間にスライムにのしかかられて、丸ごと飲み込まれてしまった。

「あ……私……」

「考えんな！　事故だ、事故！　呆ほうけてる暇があったらアンジェの方を手伝え」

　取り込んだ獲物を咀そ嚼しやくするように蠕ぜん動どうするスライムの中から、おそらくは骨が折られる音なのであろう物音が聞こえだすのを聞いて、自失しかかったパルメの頬ほおを叩たたいてロレンがアンジェを指さす。

　その言葉に、多少うろたえつつもいわれた通りにアンジェの手伝いへと向かうパルメの背中を見ながら、ロレンはぼそっと吐き捨すてた。

「もうこいつら全員、スライムに食わせてその隙に逃げるか？」

「私は賛成しますけど？」

　アルの体を蹴り転がしていたラピスがさらっと物ぶつ騒そうなことをいえば、アンジェが運んでいた意識のあるフェイムがじたばたと暴れ出し、アンジェとパルメの二人がかりで押さえこまれる。

「いや、いちおう学校側に今回の件を説明するのに、犯人として突き出す必要が……」

「一人いれば十分じゃねぇか？」

「クラウドの件は事故としても、アインは操あやつられていただけなのだし」

「じゃあ犯人側としてフェイムを突き出すことにして、こいつは捨てていくってのは？」

　ラピスに蹴り転がされているアルをロレンが指させば、クラースはなんともいえない表情で黙り込んでしまった。

　心情的には、邪じや神しん復活の件は偶然とタイミングの悪さが引き起こしたことだとしても、それを目論んだという時点であまり慈じ悲ひをかけたくはないらしい。

　だが、スライムに食わせるほどかと問われれば、そこまでしなくともという思いがあるようで、結果としてロレンの問いかけに沈ちん黙もくを保つという状況であるようだった。

「私は全員捨てていくってのに賛成するけど！」

　まだじたばたと暴れているフェイムをパルメと協力してどうにか運んでいるアンジェが、ロレンの意見に賛成票を投じる。

　心情的なものよりも、すでに面めん倒どうくささの方が勝っているようで、さっさと荷物は放ほう棄きして、確実に自分達が助かる道を選せん択たくする、という考えに傾かたむいているようだった。

「もう捨てていこうよ！　後はこの子に証言してもらったらよくない？」

「わ、私はその……きちんと証言はするつもりですけれど」

　いきなり話を振られたパルメが、しどろもどろではあったが請うけ合えば、どうだとばかりにアンジェがクラースを見て、見られたクラースはどうしようという雰囲気を醸しつつロレンの方を見る。

「それじゃ最悪、捨てていく方向で……」

「ロレンさん！」

　ロレンが非情な決断をしかかった瞬しゆん間かん、ラピスが警告の声を上げる。

　それは飲み込んだばかりの獲物を体全体で吸収していたスライムが、急にその蠕動を止めると、それまでよりもさらに素早い速度でロレン達へと襲い掛かってきたせいであった。

　最初の獲物にありつけたスライムはどうやら、さらなる獲物を求めてその動きを速めたらしかったのだが、普ふ通つうのスライムでは見られないようなその行動に、スライムから見て一番先頭に立っていたロレンの反応が遅おくれる。

「くそっ！」

　毒づきながらもロレンは、手にしていた大剣を盾たてにするように構え、その姿勢のまま飛び掛かってきたスライムに取りつかれた。

　一気に肩のあたりまでスライムの体に取り込まれたロレンは、それでも大剣を動かしてどうにか自分の体からスライムを引きはがそうともがく。

「ロレンさんっ！」

「構うな！　今のうちに！　こいつの脇をすり抜けろっ！」

　ロレンを飲み込もうとする黒い粘液は、その粘ねん度どの高さからロレンの体の自由を少しずつ奪うばい去っていく。

　それでももがき続けるロレンは、自分を助けるためなのか近づこうとしたラピス達を言葉で制すると、自分がスライムの注意を引き付けている間に、この場から逃げ出すように指示する。

「ですが！」

「いいからいけっ！　これくらい自分でなんとかして……」

　言いかけたロレンの頭をスライムが覆おおい尽くす。

　なんとかぎりぎり、最後の一呼吸を吸い込んでいたロレンは息が完全に詰まる前に自分を飲み込んでいるスライムをどうにかせねば、先に飲み込まれたクラウドと同じ末路をたどることを悟さとると、後先のことは考えずに力任せに大剣を握る両りよう腕うでを振り回し始める。

　核かくとなっている部分を潰つぶすことができれば、スライムは死に至るはずであった。

　問題は、スライムの体が漆黒でどこに核があるのか分からないことと、粘度の高いスライムの体の中では思うように腕を振ることができず、そんな攻こう撃げきでスライムの核を捉とらえたとしても、潰すことができるのだろうかということであるのだが、できるかできないかを考えるよりも今は行動し続けることが大事だと、ロレンはがむしゃらに腕を振る。

〈お兄さんっ！　お手伝いします！〉

　シェーナの思念に、ロレンは難色を示す。

（ラピスにバレんだろうが！）

〈でも、今お兄さんをお手伝いしないとお兄さんが死んでしまいます！　バレたらバレたでその時はその時です！〉

　スライムの体の締しめつけは時間が経つのにつれて段々と強いものになりつつあり、さらにはロレン自身も息を止めながら動いているせいで、少しずつその動きが鈍いものへと変わりつつあった。

　このまま何の手も打たなければ、それほど遠くない未来、指先を動かすことすらできなくなり、スライムに圧死させられるか、窒ちつ息そく死しするかのどちらかの結末しか待っていない。

（仕方ねぇ！　頼たのむっ！）

〈いきます！　エナジードレイン全開！〉

　ロレンの了りよう承しようを得て、シェーナが加減なしにその能力を展開する。

　スライム程度の存在であれば、本来即座に死し滅めつするほどに強烈なエナジードレインが漆黒のスライムを体内から浸しん食しよくしていくが、さすがに邪神とまで呼ばれた存在が呼び出しただけはあるのか、それほどに強烈な死の王の力を受けてもスライムはロレンの体を締め付ける力を弱めようとはしなかった。

　だが同時に、シェーナはエナジードレインによってスライムから奪い取った生命力をロレンの体へと注ぎ込み始める。

　息の詰まりかけていたロレンは、半ば窒ちつ息そくしつつある状態のまま、受け取った生命力を力に変え、再度大剣を振り回し始めた。

（舐なめんじゃねぇっ！　スライムごときに食われてたまるかってんだ！）

　頭の片かた隅すみで、何かがかちりと嵌はまるような感かん触しよく。

　窒息状態でありながら、力を取り戻したロレンの腕がそれまでの鈍い動きとは格段に異なる速度でスライムの内部を掻かき回しだす。

　十分な呼吸が得られない状態でありながら、シェーナが注ぎ込んでくる力だけを頼たよりにロレンが振り回す大剣は徐々にその速度を増し始め、勢いに負けたスライムの体が一撃ごとに引きちぎられて周囲に湿しめった音を立てながらまき散らされ始め、やがておそらくは偶ぐう然ぜんに、その一撃がスライムの核を捉えた。

　手ごたえでその事実を悟ったロレンは、逃がすまいとばかりに腕に力を込めると、ぶちぶちと音を立てながら大剣の刃やいばはスライムの核に食い込み続け、やがてその核を真っ二つに断たち切り、勢い余って床を叩く。

　同時に、核を破は壊かいされたスライムはその命を保つことができなくなり、ロレンを束そく縛ばくしていた粘液の体が力を失い、ただの液体に戻ったかのように床の上へとその漆黒の体を広げていく中、ロレンはどうにか一つ大気を吸い込み、詰まりかけていた息を吹ふき返すと、そのまま膝ひざをつき、命を失ったスライムの粘液の上へ水音を立てながらその体を横たえたのであった。







エピローグ　目覚めから不安になる







「そろそろロレンさんは事あるごとに病院送りになる体質をなんとかするべきだと思うのですが、いかがでしょうか？」

　病院のベッドの傍かたわらで、ラピスが果物の皮を小さなナイフでしょりしょりと剥むきながら、そんな風に切り出せば、好きで病院送りになっているわけじゃないとばかりに、ベッドの上に寝かされ、半身を起こした状態のロレンが不満の唸うなり声ごえを上げる。

　場所はカッファの街の病院で、ロレンが冒ぼう険けん者しやを生業とするようになってからは、すっかりおなじみとなってしまった場所だ。

　これが養成学校のある街の病院であったのならば、ロレンも目を覚ましたときにそれほど驚おどろきはしなかったのであろうが、あろうことか意識を取り戻してから伝えられた場所がカッファの街の病院となれば、ロレンでなかったとしても驚こうというものである。

「クラースさんとアンジェさんはあちらに残してきたんですよ。今回の件の事後報告をしてもらわないといけないですからね」

　ヴォルフの遺産の安置所の先にある転送テレポート門は、通常は地上にある学校の一室へと使用者を跳とばす設定になっていたのだが、その設定を少しばかりいじくると、他の地点へ跳ぶことができるようになる代しろ物ものだったのだとラピスは説明する。

　そこでラピスは意識を失っているロレンを早さつ急きゆうに病院に運びこまなければならないからといって、クラース達たちを簀巻きにしてあるアル達と一いつ緒しよに地上へ送ってしまうと、自分はロレンを連れて一足先にカッファの街へと跳んで帰ってきたらしい。

「ロレンさんの状態が酷かったですからね。粘液まみれで意識もなくて、手足なんかぷるぷる震ふるえてて、まるで生まれたての小こ鹿じかみたいな感じでした」

「転送テレポート門の設定をいじるなんて、なんでできるんだという疑問について、クラース達になんて説明したんだ？」

「知識の神の神官ですから、と」

　また一つ知識の神官達のハードルが上がった気がするロレンは、とりあえずはそのことを考えないようにしつつ、ラピスが言ったような状態の自分の姿を想像しようとして、すぐさまその行こう為いを中止した。

　考えてみればあまり見み栄ばえのいい光景だとは到とう底てい思えず、そもそも粘液まみれの男の姿など、たとえそれが自分の姿であったとしても想像してみてあまり気持ちのいい代物であるとは思えない。

「俺の容態の方はどうなんだ？」

　毎回、病院に運び込まれるたびに死に掛けているように思うロレンである。

　今回もその例に漏もれることなく、そんな感じだったのだろうかとラピスに尋たずねてみると、ラピスは少しばかり渋じゆう面めんを作りながらも首を捻ひねった。

「それが不思議なことに、今回はそんな酷くもなかったんですよ」

　ラピスは剥いていた果物を、自分のすぐ傍そばにあった台の上に置かれた皿へと置くと、果か汁じゆうで濡ぬれた手を布でゆっくりと拭ぬぐってから、その台の上に広げられていた紙を手に取る。

「今回のロレンさんの怪我けがは、肩の脱だつ臼きゆうと、各関節部分の腱けんへのダメージ。それに一部肉にく離ばなれに内出血が体のあちこちにちらほらと、というくらいでしょうか」

　ラピスが口にした症しよう状じようは、ロレンにも自覚があった。

　いつもならば、あの頭の片隅で何かが嵌るような感覚の後は、全身の力を出し尽くしたような状態に陥おちいるロレンなのであるが、今回はおそらくシェーナがあの漆黒のスライムからエナジードレインした分の力が注ぎ込まれ、本来失われるべき力を補ってくれたらしい。

　ただその反面、注がれた力の大きさにロレン自身の体が耐たえ切れなかったようで、結果として剣を振るう腕辺りを中心に、全身を酷こく使ししてしまったようなダメージが発生しているのだろうとロレンは考える。

「全治に数日くらいかかるみたいです」

「そりゃちょっとばかり早くねぇか？」

　聞いたダメージの量ならば、数日はおろかその倍はかかってもおかしくはないのではと思うロレンに、ラピスは軽く胸をそらしつつ告げる。

「ここに法術の使い手がいますからね」

「あぁ、悪ぃなそりゃ。世話になる」

「ただ、逆から考えますと、私のような法術の使い手が治ち療りようを行ったとしても数日かかるほどの怪我を負っているということです。結構深刻だということはご理解頂けますよね？」

　じろりと睨にらむようなラピスの視線に、ロレンは素す直なおに頷うなずいてみせた。

　実際、予想していたよりはかなり軽度のダメージで済んだという思いはあるものの、受けているダメージ自体が軽いものではないことくらいはロレンも理解している。

　その上、十分に体を動かせない現状で、ラピスの言葉に抗あらがってみせるほどの気力は、今のロレンには無かった。

「で、俺が意識を失ってた時間は？」

「丸三日くらいですね。事後報告を終えたクラースさん達は、既すでに街に戻もどってきています」

　先さき程ほど、今回の顛てん末まつを聞いてきましたと、ラピスは別の紙を台の上から取り上げる。

「まず主犯のアルさんは、放校の上で親元に連つれ戻され、たぶんそのまま修道院送りのようですね。この先一生、日の当たる場所には出てこられないんじゃないでしょうか」

　貴族社会における修道院送りというものは、世間に出せないような者を体ていよく厄やつ介かい払ばらいするための隠いん語ごなのだとラピスは説明する。

　そうなった者の行き着き先が、本当に修道院であるのか、またはそれとは似ても似つかぬもっと暗い場所なのかについては、外部の者には分からない話であるのだが、そのような処置をされた者が生きて再び、日の下を歩くようなことはほぼないらしかった。

「フェイムさんは表向きは自主退学という形になるみたいですが、実質は放校処分ですね。こちらの行き先は不明です。彼かの女じよは貴族じゃありませんから修道院というわけにもいかないですし、案外しぶとく冒険者になってしまうかもしれませんね」

　冒険者になるのに資格などはいらない。

　彼女のあの軽さならば、冒険者となったとしてもおかしいことはないだろうとロレンは考える。

　だが、なった後でどうなるかまではロレンの想像の外の話であり、ロレンとしてはあまり再び会いたいような人物でもなかった。

「クラウドさんは……試験中の死亡扱あつかいですね。遺体はその……スライムに呑のまれたり、ロレンさんのあれに巻き込まれたりで……残ってた分を回収して、埋まい葬そうされたそうです。アインさんは試験中止扱いで、これからどうするかは本人の意向に任せると」

　アルはともかくとして、残りの二人とは仲が良かったはずのアインが、一人は金のために裏切り、一人はスライムに呑まれて死亡しという現実に耐えることができるのかどうかはロレンにも分からない。

　おそらくは相当なショックであり、そこから立ち直れるかどうかは本人次し第だいで、余人がどうこうできるような話でもなく、ロレンとしてはただ心安かれと祈いのるばかりだ。

「パルメさんは試験失敗、再試験となったみたいです。こちらのパーティの壊かい滅めつは、運が悪かったという類の話ですから、仕方ないですね」

「パルメのパーティーメンバーは？」

「一人は死亡。これは私達が見ていますからね。死体の回収は……あれでは無理でしょう。他の二人は行方ゆくえ不明。いちおう学校が組織した探たん索さく班が出ているようですが、状況からして生存は絶望的ではないかと思いますね」

　名前も知らない三人の生徒が迷めい宮きゆうに散った、ということになりそうではあったが、これはあの学校ではそう珍めずらしいことではないらしかった。

　今回は邪神の復活に伴ともなうスライムの大量発生という事態に巻き込まれるという運の悪い話のせいであったのだが、運の悪さだけで命を失う冒険者というものは、やはりこれも珍しい存在ではない。

「パルメさんからクラースさんが伝言を預かってきていました。今回のご恩は必ずお返し致いたします。もし当家の近くを通られたときは、是非お立ち寄りを、だそうです。良かったですねぇロレンさん。美少女からのお誘さそいですよ？」

　少々暗くなってしまった雰ふん囲い気きを誤ご魔ま化かすかのように、茶ちや化かしてみせるラピスへ、ロレンはぼそりと呟つぶやいた。

「金きん髪ぱつ縦ロールってのは、好みじゃねぇんだ」

「あらら？　それは彼女も残念でしたね。ちなみに黒くろ髪かみポニーテールなんていうのはいかがなものでしょうか？」

　自分の髪を指差しながら、尋ねてくるラピスにロレンは口をへの字に曲げて沈黙を保った。

　ここで好みであると答えれば、何かしら妙みような雰囲気になりそうであったし、好みではないと答えれば、今度は険悪な雰囲気になりかねない。

　いずれを答えても、この場における正解とはなりえないのだと思えば、黙だまる以外にできそうなことは何もなかった。

「返答なし、というのも少々寂さびしいですねぇ」

　あまりそんな風には感じているように見えないラピスへ、ロレンは話題を変えるべく、別な話題を振ってみた。

「結局依い頼らいの方はどうなったんだ？」

　今回の依頼は試験の監かん督とく員というものであった。

　それ自体は失敗した、と評価されるところまではいっていないはずではあったのだが、だからといって成功したのかと問われると答えに困ってしまうロレンである。

　試験自体はめちゃくちゃになってしまったような形ではあるが、その原因はロレン達ではない。

　アルという受験生がヴォルフの遺産を狙ねらっていたということも、ロレン達の監督責任とは無関係のはずではあったが、全体として監督員としての責務を果たせたのかと考えると、ロレンとしては疑問に感じてしまう部分もある。

「依頼は成功扱いにしてくれるそうです。校長が確約してくれたとクラースさんから聞きました」

　手にしていた紙を台の上へと放り出して、ラピスは皿の上に置いてあった果物を皿ごと持ち上げると、それを皿の上できれいに六等分に切り分けた。

　その内の一つを手に取り、残りをロレンへと手て渡わたすと、ラピスはその一切れを口の中へと放り込み、小気味のいい音を立てながら咀嚼しはじめる。

「まぁあれで失敗扱いにされたのでは抗こう議ぎものですね。ほとんどの出来事が私達のせいじゃないんですし」

　噛かみ砕くだいた果物を飲み込んでからそう話すラピスへ、ロレンは受け取った果物を所在無さげに眺ながめながら、もう一つのことを尋ねた。

「復活した邪神のことは？」

「校長と、冒険者ギルドに報告済みです。事情聴ちよう取しゆなんかされて大変でしたよ」

　怠惰の邪神については、関連する書物や言い伝えもなく、封ふう印いんしたヴォルフの子孫である校長も、先代などから何も知らされていなかったらしい。

　実際にあの邪神を封印していた箱も、あの安置所に収められている品々の一覧に記き載さいはされていたらしいのだが、何に使うものやら分からないまま正体不明とだけ記載され、物自体は酷ひどく適当に保管されていた。

「こっちのことは考えても無む駄だでしょうね。何せどこに行ってしまったのか皆かい目もく見当もつかないわけですし。邪神と名乗るくらいなんですから、ちょっとやそっとじゃ尻尾しつぽもつかませてくれないでしょうから」

「あれは……魔ま族ぞくだったのか？」

　封印から復活した邪神の瞳ひとみの色は紫むらさきであった。

　この世界に於おいて、紫色の瞳を持つ種族は魔族をおいて他にいない。

「分かりません」

　ならばあれは魔族だったのではないかというロレンの疑問に、ラピスが返した答えはそれであった。

「特とく徴ちよう的てきにはそうなんでしょうが、相手は何百年も前に封印された存在です。一いち概がいに瞳の色だけで魔族だとは決め付けがたいですね。実家に帰ればその辺り、詳くわしい書物があるかもしれませんが……」

　お前の実家は一体どういう家なんだ、と尋ねたい気持ちをぐっと堪こらえて、ロレンはもう一つ別な質問をぶつける。

「腕は、どうなった？」

「これですか？」

　自分の左ひだり腕うでをぷらぷらと振ふってみせるラピス。

　外見上、これまでの腕となんら変わったところは見受けられなかったのだが、ラピスはその左腕を見つめながら満足そうに笑う。

「やっと生身の腕ですよ。まだ一本だけなんですけどね」

「おめでとう、でいいのかこれ？」

「ありがとうございます。この調子でさっさと全身生身に戻りたいものですね」

　そう語ったラピスは、満足げな顔を一転させ急に真ま面じ目めな表情になると、その変化の急激さに驚くロレンへベッドの上へ腕をつきながら顔を寄せる。

「それでロレンさん、私に何か言うべきことはありませんか？」

　間近からじっと見つめられて、ロレンは考えのまとまらないままに思わず口を開きかけ、意思の力を総動員して努めて平静を保ったふりをしながら、開きかけた口を閉ざす。

　なんとなく、何について自分の口から語らせたいのか、分からないロレンではない。

　今回、あのスライムに呑まれた状態から生せい還かんするのに、自分の内側にいるシェーナの持つ死の王の力を加減なしに使わせてしまっている。

　これではラピスが気がつかないわけもなかったのだが、そのことについて話すにはいま少し時間的な猶ゆう予よがロレンは欲ほしかった。

　しかしこのまま何も言わずに済ませてしまうには、ラピスの表情は真しん剣けんなものであり、ロレンは可能な限り高速で思考を巡めぐらせた結果、どうにかたどり着いた一つの答えを口から発する。

「毎回、病院まで連れてきてもらって悪ぃなラピス。感謝してる」

　神妙な面おも持もちで、ロレンが感謝の言葉をラピスへと述べれば、ラピスは一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたような表情をした後で、やや頬を赤らめつつも不満げな雰囲気で頬を膨らませる。

「なんか違ちがったか？」

　違うことは重々承知の上で、それでもとぼけてロレンが尋ねれば、ラピスは長い溜ため息いきをついた後、髪をかき上げつつロレンから顔を離はなす。

「いいです。今はそれが答えということで満足します」

　話してくれる気になるまで待ちましょうというラピスの言外に漂ただよう雰囲気に、ロレンはこっくりと頷きを返した。

「そうしてくれ」

　分かっていたとしても、言われない限りは知らないものとして振ふる舞まう。

　そんなラピスの気き遣づかいに、改めて感謝しながらロレンはゆっくりと目を閉じる。

　完治するまでにはまだ何日かの時間が必要であり、失った体力も完全には回復していない状態で、少しばかり長く話したせいかロレンは疲ひ労ろうから来る睡すい魔まを覚えていた。

「とりあえず、ゆっくり休んでください。元気になったらまた何か依頼を探しましょう」

　ラピスが立ち上がる気配がした。

　ロレンが目を閉じたことで、眠ねむりに入るのだろうと察して病室を出ることにしたらしい。

「あ、今回の依い頼らい料りようは入院費用と私の法術施し術じゆつ分、きっちり引いておきますからね？」

「いくらも残りそうにねぇな、そりゃ」

　入院費用よりも、ラピスの施術代が高くつきそうだとロレンが溜息を吐つけば、ラピスがくすりとわずかに笑う気配がした。

「次は依頼も成功して、ちょっとは儲もうかる仕事だといいですね」

　それじゃおやすみなさいという言葉を残して、ラピスの気配が病室の外へと消えていく。

　目を閉じたままそれを感じ取っていたロレンは、そんな仕事が自分に回ってくることがこの先あるのだろうかという漠ばく然ぜんとした不安を感じつつも、襲ってきた睡魔に身をゆだね、眠りへと落ちて行くのであった。







幕間　とある神官の手記より







　私はラピス、何の変へん哲てつもない魔族です。

　魔族という自己紹しよう介かいと何の変哲もないという言葉の間に矛む盾じゆんがある、とおそらく今の一言を聞いた人ならばそう言うと思うのですが、私達の側からしてみれば私などは本当にその辺にいる普通の魔族という認にん識しきで何ら間ま違ちがいがないはずなのですが。

　それはともかくとして、私が何故なぜこのような独り言めいた記述をしているのかと言えば、普通の魔族として健すこやかに育てられた私が、ある朝にちょっと世間を見てきなさいと両親から家を追い出されたことに始まっています。




　それでちょっと思い出したのですが、実は私には見聞を広めるということ以外にやらなければならないことがあったのです。

　私が旅に出るきっかけとなった出来事で、これまであまり考えてなかったことの方が問題なわけなのですが、実は私の手足と目は精せい巧こうに造られた偽にせ物ものなんです。

　これを取り戻すというのが、私が外の世界に出ることになった原因の一つなわけですが、ちょっと色々ありまして、今の今まで忘れてしまっておりました。

　改めて考えるとそれでいいのか、とも思うのですが……現状、特に不便があるわけではないので忘れていたとしても仕方がないと思います。

　そんなわけで改めて意識してみますと、なんとなくなのですが私の一部があるところがぼんやりと分かるような気がしてきました。

　偽物に取り替かえられているとはいっても、四し肢しも瞳もきちんと繋つなげなおすことができるように取り外されているはずなので、自分の体がどこにあるのか分かるということは何の不思議もありません。

　ということで、ちょっとロレンさんに相談してみようかと思ったわけです。




　さてロレンさんに相談する前に、なんとなく私の一部がありそうなところに冒険者ギルドの依頼がないかどうか調べてみる必要があります。

　何もないところに一緒に来て欲しいというよりは、依頼の一部として私の一部の捜そう索さくをさせて欲しいと言う方が、話の通りがいいに決まっているからです。

　幸いなことに一ついい依頼が見つかりましたのでこれをロレンさんのところへ持って行き、同行をお願いしたところ、快く承しよう諾だくしてくれましたので、今回の依頼の舞ぶ台たいとなっております冒険者養成学校なる場所へと行くことに。

　今回の目的地はその学校の地下にあるという迷宮になります。

　いえ、いちおう名目上は学校の卒業予定の生徒の監督として、一緒に迷宮を歩くというものなのですが、それは建前というもので私はあまり興味がありません。

　さっさとお仕事を終えたら、あとは適当に処理して本来の目的を果たす気満々ですので、どうか仕事の方は簡単に終わりますようにと祈るばかりです。




　迷宮と一言でいっても、色々な種類があります。

　完全に人工物であるものもあれば、自然発生のものなど。

　自然発生にしても、本当に偶然できあがったようなものもあれば、様々な要因から魔ま術じゆつ的てきや生物的にできあがったものなど様々あります。

　今回は、人工と天然の間くらいになるのでしょうか。

　迷宮に潜もぐるという経験は、私もほとんどありませんのでちょっと興味を惹ひかれたのですが、ここで一つ問題が。

　あろうことかこの学校、どうやらあのクラースさんの通っていた学校らしいのです。

　これを私達は現地に向かう道中で本人から聞かされることになったのですが、私の中ではクラースさんの評価はこの時点ではほぼマイナスで、そんな人が通っていた学校というだけで目的地への評価はだだ下がりだったのですが、どうもこのクラースさん、以前の居い丈たけ高だかな態度が鳴りを潜ひそめ、ちょっとだけなのですが謙けん虚きよさが見みえ隠かくれするようになっていたのには驚かされました。

　おそらくは以前、行動を共にしたときにロレンさんに鼻っ柱を折られた上に、想おもい人を助けてもらうという経験をしたせいで、いくらか自分や周囲を見直す機会に恵めぐまれたらしく、それがいい方向に向かった、という稀け有うな例。

　どうやらこの恩おん恵けい持ち、幸運にも恵まれているみたいです。

　世の女性のためには、改心とかしてくれないでそのまま、どこかの誰だれかに刺さされてくれたりした方が良かった気もしますが。

　あ、もちろんロレンさんがその役をやるのは駄だ目めです。

　いかに女性の敵とはいえ、クラースさんの背後には結構力のある組織が後うしろ盾だてになっているようですし、それを抜ぬきにしても普通に犯罪者として捕つかまってしまいますから。




　そんなことを考えている間に、本当に人族なんでしょうかと首を傾かしげたくなる校長先生と面会し、今回の仕事のメインでもあります卒業予定の生徒さん達の情報を受け取ることになったのですが、これがまた何の因果か学校に来る前に立ち寄った酒場で、ちょっと雰囲気のよろしくない人達に絡からまれているところをロレンさんが助けた人達がその中に含ふくまれているじゃありませんか。

　これも何かの縁えんだろうとロレンさんはその子達と行動を共にすることを選んだようなのですが、誰についていっても同じことならば、確かに少しでも縁のある子達についていった方がいいだろうという考えは納なつ得とくできます。

　ただちょっとこの子達、警けい戒かい感がないだけでなく、態度も悪いですね。

　迷宮の隅すみっこに置いてけぼりにしてやりましょうか？

　やりませんよ？　やりませんけれどもそんな気になってしまいそうな子がちらほらいるのが困ったものです。




　そんな子達と迷宮へと赴おもむいたわけなのですが、ここでロレンさんに色目を使った生徒がいたのには意表をつかれました。

　前言を翻ひるがえすようで申し訳ないのですが、本当に迷宮から出られないようにしてやろうかと想ったのはロレンさんには内ない緒しよです。

　そこをぐっと堪えて周囲の状じよう況きようをよく見てみれば、どうにも入った途と端たんに何やらおかしな雰囲気を感じてしまいます。

　出てきた魔ま物ものの様子が普通ではないくらいに衰すい弱じやくしていたのです。

　これは迷宮の内部か、あるいは迷宮自体に問題が発生しているとしか思えない事態であり、面倒事の匂においしかしない出来事です。

　皆みなさん、卒業課題をクリアする云うん々ぬんの前に生きて地上に戻れるといいですね、と思ったのですが弱い魔物しか出てこない上にほとんど魔物と遭そう遇ぐうしないという、生徒達には幸運な事態によって、酷く簡単に合格ラインをクリアしてしまいました。

　こんな課題で卒業して冒険者になったとしても、長生きできないと思うのは私だけではないと思うのですが、私達が監督していた生徒達は合格ラインを超こえたことだけでは満足せずに、最下層を目指すと言い出しました。

　これは私にとっては好都合、なのですが本来は分不相応な目標は身を滅ほろぼす原因にしかならないということをここで教えてあげる必要がある気もします。

　まぁ彼かれらの末路がどうなろうと、私には全く関係がありませんので、今回は私が目的地としている迷宮最下層まで労せず行くことができるということを喜びましょうと思っていたら、いきなりスライムの大量発生です。

　このスライムという魔物は、単体では知性のない粘ねん液えきの塊かたまりでしかなく、発見できれば核を潰すなり焼いてしまうなりで簡単に処理できる程度の存在なのですが、限定空間でしかも大量に発生された場合は手のつけられない存在へと変化します。

　さすがのロレンさんも多少切りつけたところでいくらもダメージを与あたえられない大量のスライムを相手にしては逃にげの一手しか選択できず、迷宮を逃げ回る羽目になりました。

　困ったことにここで私の手足の調子がおかしくなり、またロレンさんにご迷めい惑わくをおかけすることになったのですが、このスライムの大量発生と私の手足の不調とは、関係のある出来事だったようです。

　スライムの発生原因というのはいくつかあるのですが、その中の一つが魔力の乱れが大きい空間で発生する、というのがあるのです。

　ロレンさんの手に負えないほどのスライムが発生したくらいですから、相当大きな魔力の乱れがあったはずで、それが魔力で動いている私の手足の動きを阻そ害がいした、というのがたぶん原因だったのでしょう。

　分かったところで何の慰なぐさめにもならないのですけれども。




　そんな大量のスライムなんですが、原因は不明ながらしばし逃げ続けているとどうやら他に何か獲え物ものでも見つけたのか私達を追いかけるのを止めてどこかに行ってしまいました。

　幸運だったと思うのですが、少しばかり妙な気配をちらほらと感じたのは気のせいだったのでしょうか？

　この逃とう避ひ行こう中に別の生徒達の監督をしていたクラースさんと合流し、さらにスライムに飲まれかけていた生徒一人を救出してから最下層へと向かったのですが、入り口の守護者が何らかの方法で機能を停止させられていて、嫌いやな予感がちらほらと。

　それを押おして最下層へと足を踏ふみいれたところでようやく私は本来の目的である私の一部、左腕を発見することができました。

　これで少しは力が戻るのでしょうが、戻った分だけ私の素す性じようがばれる可能性が高くなりますので、これまでよりも一層隠いん蔽ぺいに力を入れなければならないと気を引き締めます。

　気を引き締めなくともできるようになれば、一人前なのですけれども。

　これで話が終わってくれればよかったのですが、何故か私達が監督していた生徒さんが急に反旗を翻し、邪じや神しんを復活させてその信徒となると言い出したから事態は面めん倒どうなことに。

　大たい言げん壮そう語ごを吐くという行為を地で行く生徒さんの方はあっさりと無力化できたのですが、ここで本当に邪神という存在が復活してしまったのにはびっくりです。

　さすがに私もそんなものは初めてお目にかかったのですが、ここで私達にとって幸運だったのは相手が怠たい惰だを名乗る邪神だった、ということでしょう。

　戦うのも面倒だ、というような形でその場からの逃とう走そうを選んだ怠惰の邪神ことダウナ＝スロースアケディアさんはそのまま消えてくれればいいものを、置おき土産みやげとばかりに巨きよ大だいなスライムを残していかれました。

　焼いてしまえれば話は非常に簡単だったのですが、場所が場所だけに火を使うことができず、どうしたものかと考えている間に生徒が飲まれ、あろうことかロレンさんまでもがそのスライムに飲まれるという事態に。

　他の人ならばさておき、ロレンさんがスライムの餌えさになるということだけは見過ごすことができません。

　必要ならば周囲にどれだけ被ひ害がいが出ようとも、スライムを焼やき払はらうしかないと思いかけたところでロレンさんから制止されました。

　スライムの粘ねん性せいは一匹ぴきだけならばともかく、大量のスライムに飲み込まれた場合はよほどの腕わん力りよくの持ち主でも抵てい抗こうすらままならないくらいのものになります。

　いかにロレンさんといえども、すっかり飲まれてしまった状態から脱出することはほぼ不可能であろうと思っていたのですが……スライムに飲まれた状態であの大たい剣けんを力任せに振り回せる腕力って、どれだけのものなのでしょう？

　しかもその振り回している大剣が確実にスライムの体を切り散らしていく様子というのは私が言うのもなんですが、人間技には見えません。

　さらに切り進んでスライムの核かくまで破壊できるというのは、人間の域を超えているとしか思えないのですが、いったいどうなっているんでしょうかロレンさんの体は。

　スライムの核を断ち切って中から脱出したところで力ちから尽つきたロレンさんを調べてみたい気持ちに駆かられはしたのですが、人の目もある上にロレンさん自体がすぐにでも病院に担かつぎ込まなければならない状態に見えましたので、ぐっと好こう奇き心しんを抑おさえて迷宮から脱出した、ということで今回のお仕事は完かん了りようとなりました。




　さて今回の手記はこのくらいにしておこうかと思います。

　ロレンさんはいい加減、仕事が終わるたびに病院に担ぎ込まれる体質を改善するべきだと思うのですが、これがなくなるとなんとなくお仕事が終わった気がしないかもしれないと思う私がいるのも事実なわけで。

　命に関かかわらない程度であるならば、今のままでもいいのかな、とも思ったりしてしまう私なのであります。

　それでは次の冒ぼう険けん譚たんまで、筆を休めることにしましょうか。







あとがき







　皆様、初めましての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりでございます。

　こうしてご挨拶するのもこちらでは三回目となった　まいん　でございます。

　皆様のご愛顧、ご愛読のおかげでこうして無事に三巻をお届けすることができましたが、変わらず皆様のお暇を少しは潰せておりますでしょうか。

　潰せているのであれば、書き手としましてはこれに勝る幸いはないのですが、さてさてどんなものでしょう。




　時事ネタをあとがきに入れてはいけないとよく言われるのですが、敢えて入れてみるならば今回到達することができました三巻という巻数は書き手にとっては一つの区切りとなる巻数です。

　ここを超えられるかどうかでその後のシリーズの行く末が決まるとまで言われている巻数であり、戦々恐々としながらこのあとがきを書いている次第です。

　がんばろうと思うわけなのですが、読み手の皆さまはそのようなことは気にせずにいつも通りに気楽に読んでいただければと思います。




　告知のようなものとしましては。

　まずこの本とほぼ同時期に、この作者であるまいんが書いている別シリーズの「二度目の人生を異世界で」のコミカライズ版三巻が刊行されているはずです。

　奇しくも同じ三巻ということですが、Web版掲載のニコニコ動画様やComicWalker様において、皆様のご愛顧を受けてかなり好評に進んでいるようであります。

　またその原作である小説版は既に十六巻を超え、予定通りにことが進めば次の月には十七巻というなかなか壮大な数の巻が出るはずです。

　本作と併せて、どうぞよろしくお願いできればと思う次第であります。




　しかし、二度目の人生を異世界で、と食い詰め傭兵の幻想奇譚とを合わせますと既に十八冊という数の本を出させていただいているわけですが、十八回目のあとがきとなると何を書いていいのか分らなくなりつつあります。

　はたして、ここまで読んでいただいている読み手の方はいらっしゃるんでしょうか。

　もしいらっしゃるならば、こっそりまいんにあとがきでこんなことを書いてみてくれ、的なネタの供給をいただけると、まいんが喜んだりしますがいかがなものでしょう。

　結構頭をひねってこの文章を書いているので、読んでもらえているといいなと思うわけですが、わが身を振り返りますと、あまりあとがきって読んだ記憶がないんですよねぇ、これが。




　末尾になりますが。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナー様。

　前作に続き、素晴らしいイラストを描いて頂きましたperoshi様に、毎度電話口にてお話に付き合って頂いている担当Ｋ様、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様に深く感謝を。

　今後も変わらずご愛顧頂けます様お願いし結びとしたいと思います。




まいん
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